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　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、坂東太郎として名高い利根川

や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた美しい県

都です。

　前橋市域は古代より豊かな文化があふれる地であり、東日本でも際だった内

容を示しています。今から約2万8千年前の旧石器を始めとして、10基を数え

る国指定の古墳、関東の華とうたわれた前橋城に関するもの等多くロの文化財が

残されています。

　自然環境に恵まれたこの地では、古代から人々の生活の跡が市内ほぼ全域に

わたり残されています。古代の人々が暮らした家の跡や使用した石器や土器な

どの道具、水田跡なども多く、周辺の埋蔵文化財発掘調査によって多くの新し

い知見が集積されています。

平成15年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長　阿部明雄
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1．本書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社小見皿遺跡・草作V遺跡発掘調査

　報告書である。

2．遺跡は、群馬県前橋市元総社町地内に所在する。

3．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団が主体となり、前橋市教育委員会の指導のもと、山武考古学研究

　所が担当した。調査面積・期間・担当者は次の通りである。

　調査面積　　　　　　51440㎡（元総社小見皿遺跡　生594㎡　　元総社草作V遺跡　846㎡）

　発掘・整理調査期問　平成14年8月20日～平成15年3月7日

　発掘・整理担当者　　長谷川一郎・土生朗治（山武考古学研究所）

4．本書の執筆分担は次の通りである。

　 第1章　齊木一敏（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）　第皿～辺章　長谷川一郎（山武考古学研究所）

　第H章　松川由之（山武考古学研究所）　　　　　　第V～W章　土生朗治（山武考古学研究所）

5．調査にかかわる遺物・図面・写真等の資料は、一括して前橋市教育委員会が保管している。

6．発掘・整理調査参加者は次の通りである。

　青木千賀子　天野晴治　飯沼泰子　石田利子　石原一茂　礒田二郎　礒田政男　宇津木明子　梅山　淳

　大野京子　岡田光史　岡田うめ　小野沢昌子　金井道治　金井百合子　上和田慶治　栗原幸男

　黒澤文男　小出拓磨　小林ちか子　小林　勝　近藤四郎　斉藤みつ子　酒井正通　桜井れい　桜井敬一

　佐藤京子　佐藤之利夫　下田正衛　須田安雄　須田宗孝　須藤ユクエ　関谷智己　田村小百合

　竹生正明・戸部孝一　富田信夫　中澤愛次郎　中島辰男　萩原真理子　服部　明　松田　実

　馬渕恵美子　黛　準一　宮下哲之　森田傲弘　吉田三枝子　吉田善紀　六本木恭子　綿貰瑛一

　　　　　　　　　　　　　凡　例

1．挿図中に記載した北は座標北を示す。

2．本遺跡の略称は元総社小見皿遺跡「14All6」、元総社草作V遺跡「14Al17」である。

3．各遺構の略称は次の通りである。

　Y…弥生時代の住居跡　H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡　B…柱穴列　W…溝跡

　1…井戸跡　D…土坑　A…道路状遺構　D　B…土坑墓　例外として火葬跡は略称を使用していない。

4。遺構・遺物の実測図の縮尺は次の通りである。

　全体図…1／200

　遺構、竪穴住居跡・柱穴列・井戸跡・土坑墓の平面・断面図…1／80　竈の平面・断面図…1／40

　遺物　土器…1／4・1／6　瓦…1／6　鉄製品・紡錘車…1／2　臼玉…1／1

5．計測値については、（）は現存値、〔〕は復元値を表す。

6．遺物・遺構の挿図中に使用したスクリーントーン表示は以下の通りである、
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PL．11

小見皿・2区D－8号土坑全景

小見皿・3区D－1号土坑全景

小見皿・4区D－1号土坑遺物出土状況



小見皿・5区D－5号土坑遺物出土状況

小見皿・2区D　B－1号土坑墓遺物出土状況

小見皿・2区D　B－1号土坑墓セクション

小見皿・5区D　B－2号土坑墓人骨出土状況

小見皿・4区S－1集石セクション

PL．12

小見皿・4区S－1集石礫出土状況

草作V・全景

草作V・全景

草作V・H－1号住居跡全景

草作V・H－2号住居跡全景

草作V・且一3号住居跡全景

草作V・H－4号住居跡全景

草作V・H－11号住居跡炭化物出土状況

PL13

草作V・H－11号住居跡竈全景

草作V・H－ll号住居跡白磁椀出土状況

草作V・H－12号住居跡全景

草作V・H－13号住居跡竈遺物出土状況

草作V・H－13号住居跡全景

草作V・H－14号住居跡遺物出土状況

草作V・H：一16号住居跡竈遺物出土状況

草作V・H－16号住居跡全景

PL．14

草作V・Hl－19号住居跡全景

草作V・H－19号住居跡竈全景

草作V・且一21号住居跡、D－12・18号土坑全景

草作V・H－22号住居跡全景

草作V・H－23号住居跡全景

草作V・H－24号住居跡全景

草作V・H－27号住居跡全景

草作V・H－28号住居跡全景

PLl5

草作V・H－29号住居跡全景

草作V・H－30号住居跡全景

草作V・H－30号住居跡竈全景

草作V・H－30号住居跡P－1～5確認状況

草作V・H－30号住居跡P－1㌘5セクション

草作V・H－30号住居跡掘り方全景

草作V・H－31～33号住居跡全景

草作V・H－35号住居跡全景

PLl6

草作V・且一36号住居跡全景

草作V・H－37号住居跡全景

草作V・W－1号溝跡全景

草作V・W－1号溝跡南側面（D－31・32）礫出土

状況

草作V・W－2号溝跡全景

草作V・D－16号土坑全景

草作V・D－20号土坑全景

草作V・D－22～24号土坑全景

PL．17

草作V・D－22・23号土坑遺物出土状況

草作V・D－24号土坑全景

草作V・D－26号土坑全景

草作V・D－28～30号土坑全景

草作V・D　B－2号土坑墓人骨出土状況

草作V・1号火葬跡確認状況

草作V・1号火葬跡セクション

草作V・1号火葬跡完掘

PL18　小見皿・出土遺物

PL．19

PL．20

PL21

PL22

PL．23

PL．24

小見皿・出土遺物

小見皿・出土遺物

小見皿・出土遺物

小見皿・出土遺物

草作V・出土遺物

草作V・出土遺物



　　　　Fig．1　元総社小見皿・草作v遺跡位置図（1＝25，000）

●遺跡の位置　　　　　　　　　　　　　Fig．2　地籍図（1＝25，000）



第1章　調査に至る経緯

　本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施された。

　平成14年5月8日付けで、前橋市長　萩　原　弥惣治（区画二課）より埋蔵文化財発掘調査依頼が前橋市

教育委員会（以下「市教委」という。〉宛てに提出された。これを受け、市教委では内部組織である前橋市埋

蔵文化財発掘調査団（以下「調査団」という。）に調査実施について通知をしたが、既に市内数カ所において

調査団直営による発掘調査が実施されており、加えて本発掘調査を直営で行うことは困難と判断、本件に係

る発掘調査は民問調査会社に委託し実施したい旨の回答を得た。これにより、調査依頼者と調査団との問で

協議・調整を図り、民間調査会社による発掘調査を進める旨の覚書を締結、これを経てまず平成14年8月19

日に調査依頼者である前橋市長　萩　原　弥惣治と前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄との間で

埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結した。その後、同年8月20日付けで民間調査会社である山武考古学研究

所　所長　平岡和夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄との間で委託契約を締結し、現地調査

開始に至る。

　遺跡名称は『元総社小見皿遺跡・草作V遺跡』、遺跡略称はそれぞれ14All6と14All7である。なお、遺跡

名称中の『小見・草作』は旧地籍の小字名を採用し、ローマ数字の『皿・V』は過年度に発掘調査を実施し

た遺跡と区別するため付したものである。

第1章　遺跡の位置と環境

第1節　遺跡の立地

　前橋市は、地質及び地形から東北部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地、東部の広瀬川低地帯、南部の現

利根川氾濫原の4地域に分けられる。本遺跡の位置する前橋台地は、浅間山の山体崩壊が原因とされる前橋

泥流により形成された洪積台地であり、河川の浸食や湿地化などを経て現在に至っている。台地の東側には

広瀬川低地帯が幅3kmの細長い沖積地として広がり、台地の中央には現利根川が北から南へ貫流している。

　前橋台地の西には榛名山が聾え、その榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって流下し相馬ヶ原扇状

地を形作り、台地を刻んで細長い微高地を作り上げている。

　元総社小見皿・草作V遺跡は、染谷川と牛池川に挟まれた北西から南東に延びる微高地上に立地し、群馬

県庁から西へ約3km、関越自動車道前橋インターチェンジから北へ約2kmの地点に位置しており、北東に赤

城山、北西に榛名山、西に浅間山・妙義山を望むことが出来る。

第2節　歴史的環境

　本遺跡周辺は上野国府域として想定される地域であり、周辺で行われた発掘調査の成果からは縄文時代か

らの連綿とした生活の痕跡が発見されている。

縄文時代では上野国分僧寺・尼寺中間地域や産業道路東・西遺跡があり、前期・中期の集落遺跡が調査さ

れている。本遺跡から西へおよそ300mのところに位置する小見遺跡（2001年発掘調査）では、諸磯b式期・
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Tab．1　周辺の遺跡一覧表

番号　　　遺　　　跡　　　名 縄　文 弥　生 古墳 奈良・平安 中・近世

1　元総社小見皿遺跡（当該遺跡）

2　元総社草作V遺跡（当該遺跡）

3　元総社小見n遺跡 住居跡 住居跡 住居跡、道路状遺構 溝跡等

4　元総社小見内皿遺跡 住居跡 住居跡 住居跡、道路状遺構 溝跡、土坑墓等

5　元総社小見遺跡 住居跡 住居跡 住居跡 溝跡

6　上野国分寺跡 金堂基壇、塔基壇

7　上野国分尼寺跡 南西隅・南東隅築垣

8　山王廃寺遺跡 塔心礎、根巻石

9　宝塔山古墳 方墳（7C末）

lQ　蛇穴山古墳 方墳（＄C初）

11　稲荷山古墳 円墳

12　王山古墳 前方後円墳（6C中）

13　総社甲稲荷塚大道西遺跡A区 住居跡 住居跡、掘立柱建物跡、溝跡 畠跡

14　総社閑泉明神北∬遺跡 住居跡 住居跡 溝跡

　総社甲稲荷塚大道西遺跡B区15　総社甲稲荷塚大道西II遺跡

住居跡 住居跡 溝跡

16　元総社小学校校庭遺跡 掘立柱建物跡、柱穴群、周濠跡

17　元総社明神遺跡　1～X皿 住居跡、水田跡、堀跡 住居跡、溝跡 住居跡、溝跡

18　閑泉樋遺跡 溝跡

19　草作遺跡 住居跡 住居跡 井戸跡

20　寺田遺跡 溝跡

21　閑泉樋南遣跡 住居跡 溝跡

22　上野国分僧寺・尼寺中間遺跡 住居跡 住居跡 住居跡 掘立柱建物跡等

23　塚田村東遺跡 住居跡

24　鳥羽遺跡 》 住居跡、鍛冶場跡 住居跡、掘立柱建物跡

25　大友屋敷II・皿遺跡 住居跡 住居跡、溝跡、地下式土坑

26　天神遺跡・H遺跡 住居跡

27　屋敷遺跡・n遺跡 住居跡 住居跡 堀跡等

28　堰越遺跡 住居跡、溝跡

29　堰越H遺跡 住居跡

30　弥勒遺跡・H遺跡 住居跡 住居跡

31　元総社寺田遺跡 水田跡、溝跡 住居跡、溝跡

32　上野国分寺参道遺跡 住居跡 住居跡

33　大友宅地添遺跡 水田跡

34　総社閑泉明神北遺跡 畠跡、水田跡、溝跡 溝跡

　元総社宅地遺跡35　1～23トレンチ

住居跡
住居跡、掘立柱建物跡、鍛

場跡、溝跡、道路状遺構
溝跡、住居跡

36　国分境遺跡・∬・皿遺跡 住居跡 住居跡、畠跡（II・皿遺跡） 土坑墓（H・皿）

37　村東遺跡 住居跡、溝跡 住居跡 堀跡

38　大屋敷遺跡　1～V 住居跡 住居跡 住居跡 掘立柱建物跡等

39　昌楽寺廻向遺跡・H遺跡 住居跡

40　産業道路東遺跡 住居跡

41　産業道路西遺跡 住居跡

42　後疋間遺跡　工～皿 住居跡 住居跡
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加曾利E4式期の住居跡が1件ずつ検出されている。近隣の耕作地では土器や石器などが表採されているこ

とから、今後の発掘成果に期待したい。

　その他には下東西遺跡、清里南部遺跡群、清里・陣場遺跡、中島遺跡、長久保遺跡、熊野谷遺跡、北原遺

跡、大屋敷遺跡1～V、元総社稲場遺跡なども挙げられ、時期としては前期から後期に及んでいる。

　弥生時代の遺跡としては、本遺跡からおよそ3km南に日高遺跡がある。10～15cmの厚さに堆積した浅問C

軽石層に覆われた後期の水田・集落・方形周溝墓・壷棺墓などが検出されており、水田に残された多数の足

跡など当時の稲作の姿を留めている。また、これらの水田を残した人々の集落が近接する旧河川の微高地上

で検出されており、住居跡は14件を数え、良好な資料を提供している。

　その他には、中期後半の環濠集落である清里・庚申塚遺跡と後期の住居が検出された上野国分僧寺・尼寺

中問地域、桜ケ丘遺跡、下東西遺跡などが散見される程度である。

　古墳時代においては本遺跡のある地域は「車」と呼ばれ、上毛地域における中心地域であった。本遺跡の

西南西約3kmには5世紀後半の三ツ寺1遺跡があり、1辺90m四方の規模をもつ豪族の居館跡として知られ

ている。またそこから北西へ1㎞行ったところには同時期の保渡田古墳群があり、八幡塚古墳（全長102

m）・愛宕塚古墳（同92。4m）・薬師塚古墳（同68．4m）の前方後円墳3基が「コ」の字に並び、豪族との関

連性が推定されている。

　それに続くものとして北約2kmの総社古墳群が挙げられる。この古墳群は横穴式石室が受容され始めたこ

ろから形成されたと考えられる。6世紀前半の川原石を用いた積石塚である王山古墳、それと相前後する遠

見山遺跡、国指定史跡で前方部と後方部に石室を有する総社二子山古墳、巨石使用の横穴式石室をもつ愛宕

山古墳、また県内最終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた宝塔山古墳と蛇穴山古墳など、何れもこ

の地域に強大な権力の存在したことを示す古墳が多数所在する。

　本遺跡の北北東1kmには山王廃寺（放光寺）がある。・出土した瓦などから7世紀の第4四半期ころの創建

と見られ、官寺ではなく「上毛野君氏」による私寺であった可能性が高く、この地が「車評（くるまのこお

り）」の中心地であったことを示している。

　本遺跡の南東わずか数百メートルの、牛池川・染谷川に挟まれた現元総社町に国府域が想定されている。

元総社小学校校庭遺跡では県下最大級の大型掘立柱建物跡1棟が見つかっており、閑泉樋遺跡・元総社明神

遺跡・寺田遺跡で大規模な堀跡が相次いで発見され、国府の外郭の推定が可能になった。寺田遺跡からは33

点の墨書土器が出土し、「国厨」・「国」・「□曹司」などの表記が見られ、国府を示す証左となっている。

　国府は木簡の表記などから藤原京存続時に創建されたものと考えられる。和銅6年（713）「上毛野国」か

ら「上野国」と改称され、弘仁2年（811）には国のランクが「上国」から「大国」に改められて親王任国に

昇格している。この地域の重要性がより認識されるのではないだろうか。国府の外郭をなす堀は10世紀代に

は半ば埋まった状況にあり、管理が放棄されていた可能性がある。国府推定域は住宅も多く発掘調査もなか

なか進まない状況であるが、今後の成果により明確にされるであろう。周辺遺跡には他に、閑泉樋南遺跡、

小見遺跡、草作遺跡、大友屋敷遺跡、天神遺跡、染谷川遺跡、弥勒遺跡がある。

　国分僧寺と尼寺は本遺跡の北にあり、2寺の間を関越自動車道が縦貰している。本遺跡はちょうど国分2

寺と国府域とに挟まれたところに位置している。

　国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら発掘調査が進められるようにな

った。国分僧寺の発掘調査は昭和55年から始まり、礎石、築地、堀などが確認されている。その結果国分僧

寺の最重要伽藍と位置づけられた七重塔の造営時期は8世紀中葉と考えられ、文献資料とも整合している。
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一方廃絶の時期は調査結果から12～13世紀代と考えられている。尼寺は県教委による簡単な範囲調査が行わ

れたが、まだ本格的な調査は行われていない。

　周辺の遺跡としては、中尾遺跡、鳥羽遺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域等があり、これらの遺跡からは

奈良・平安時代の住居跡が多数検出されている。また、多くの遺跡から、緑紬陶器、灰粕陶器、白磁、硯、

墨書土器等の出土がみられ、鳥羽遺跡からは神社跡と推定される特殊遺構も検出されている。

　中世には1429年長尾氏により蒼海城が築かれる。蒼海城の縄張り自体も国府の地割を利用したものである

ことが確実視されており、また、現在の街路の祖形は、蒼海城の堀割り跡が道路に変化したものである。

第皿章　調査の方法と経過

第1節　発掘調査の経過

　第1項調査方針

　調査委託箇所は前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、元総社小見皿遺跡が4，594

㎡、元総社草作V遺跡846㎡である。元総社小見皿遺跡については調査区が狭長となり、現地調査では遺構番

号付番等における混乱を避けるため、調査区を1～5区に区分した。遺構番号は各区ごとに個別に付番する

こととし、1区且一1号住居跡、2区H－1号住居跡のように遺構の前に必ず地区名を付すこととした。

　グリッドは公共座標に基づいて4×4mで設定し、南北方向をY軸として北から甫へY1、Y2、Y3…、

東西方向をX軸として西から東へX1、X2、X3…と付番した。各グリッドの呼称は北西杭の名称を使用

した。グリッドの起点（X　O、Y　O）における公共座標（世界測地系）は以下の通りである。

　　世界測地系　　　第lX系　Xニ＋44354。898m　　Y＝一72491．717m

　　（旧日本測地系　　第IX系　X＝M4000．000m　　Y＝一72200．000m）

　調査は表土掘削、遺構確認、測量基準杭打設、遺構掘り下げ、遺構精査、写真撮影、測量の手順で行った。

　遺構の記録は1／20縮尺を基本として平面・断面図を作成し、遺構・遺物の規模や性格により、1／10、

1／40縮尺を使用した。遺跡全測図は個別遺構図をもとに作成した。

　写真撮影は調査の各段階に応じて随時行い、白黒35㎜判、カラーリバーサル35㎜判を使用した。

　第2項調査の経過

　現地調査は平成14年8月20日から平成14年12月29日まで行った。調査経過は以下の通りである。

　平成14年

　8月下旬　発掘器材の搬入、トイレの設置等を行う。

　9月上旬　草作V遺跡より重機による表土除去を開始する。

　　　　　遺構確認作業を行う。住居跡、溝跡を検出する。調査区中央部から甫寄りにかけて住居跡が複

　　　　　雑に切り合っていることが確認される。

　　　　　調査区甫寄りから遺構調査を開始する。

　　　　　降雨により調査区が水没したため、小見1皿遺跡5区へと調査を移行する。

　　　　　小見1皿遺跡5区の遺構確認作業を行う。住居跡、・溝跡、土坑墓などが検出される。

　　　　　小見皿遺跡5区の遺構調査を開始する。
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中旬

下旬

10月上旬

中旬

下旬

11月上旬

中旬

下旬

12月上旬

中旬

下旬

住居跡を中心に遺構調査を行う。

小見皿遺跡4区の表土除去を行う。

土坑墓、溝跡を中心に遺構調査を行う。

小見皿遺跡3区の表土除去を行う。

小見皿遺跡4区の遺構確認作業を行う。

小見皿遺跡4区の遺構調査を開始する。

小見皿遺跡2区の表土除去作業を行う。

降雨により作業を中断していた草作V遺跡の調査を再開、小見皿遺跡4区の遺構調査を一時中

断する。

小見皿遺跡5区の遺構実測を行う。

草作V遺跡の遺構調査を行う。

小見皿遺跡5区の調査を終了する。

小見皿遺跡2・3区の遺構確認作業を行う。

草作V遺跡の遺構調査を行う。

小見皿遺跡2区の表土除去作業を終了する。

小見皿遺跡1区の表土除去作業を行う。

小見皿遺跡4区の遺構調査を行う。

小見皿遺跡1区の遺構調査を開始する。

小見皿遺跡2区の遺構調査を開始する。

小見皿遺跡3区の遺構調査を開始する。

小見皿遺跡4区の遺構調査を行う。

草作V遺跡の遺構調査を行う。

草作V遺跡の終了全景撮影を行う。

小見皿遺跡2・3・4区の遺構調査を行う。

小見皿遺跡1区の調査を終了する。

小見皿遺跡2・3・4区の遺構調査を行う。

草作V遺跡の調査を終了する。

小見皿遺跡2・3・4区の遺構調査を行う。

小見皿遺跡2・3・4区の遺構調査を終了する。

発掘器材の撤収を行う。調査区の埋め戻し作業を行う。
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第2節　整理調査の経過

　本遺跡の整理作業は、平成15年1月6日から平成15年3月7日まで行った。出土した遺物は全量水洗作業

を行い、各遺構ごとに仕分けした。その後、コンピュータ制御によるインクジェットプリンターを使用し、

注記を行った。なお、注記不可能な細片についてはビニール袋に入れ、必要事項を記入して整理した。遺物

の接合・復元は可能な限り行い、接合には一般工作用強力接着剤（セメダインC）を、復元には必要に応じ

てエポキシ系樹脂（バイサム〉を用いて修復を行った。現地で作製した実測図は各遺構ごとに整理し、図面

保管封筒に保管した。

　検出された遺構・遺物の数量に基づき、報告書作成用の割り付けを決定した。遺構図面は図面修正を加え

た後に版組を行い、遺物実測は原寸実測を基本としてトレース作業、版組を行った。上記の作業に並行して、

遺構・遺物の事実記載、調査内容についての原稿を執筆した。遺物写真撮影には、ブロー二一判モノクロー

ムフィルムを使用した。

第IV章基本層序

　本遺跡は相馬ヶ原扇状地の東縁にあり、遺跡内の微地形は北西から南東に向かって次第に低くなる。遺跡

の大半は染谷川と牛池川に挟まれた微高地に立地する。最も北にあたる元総社小見皿遺跡1区から最も南に

位置する元総社草作V遺跡との比高差は約2．7mである。

　遺構は総社砂層と通称される黄褐色の砂質土を掘り込んで構築されているが、元総社小見皿遺跡1区全域、

2区北東端、元総社草作V遺跡南半で黒褐色粘質土が厚く堆積していて、遺構はこれを掘り込んで構築され

ている。
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1　黒褐色土　　　　現表土。軽石粒子を多く含む。

1’黒褐色土　　　　盛土。しまり良い。
H　黒褐色土　　　　As－Bを多く含む。しまり良い。
皿　黒褐色土　　　砂質土As－C（φ2～5mm）をやや多く含む。しまり良い。
皿ノ黒褐色土　　　　白色の凝灰岩質土をやや多く含む。しまり良く硬い。

lV　暗褐色土　　　　粘質土As－C（φ2～5mm）をやや多く含む。軽石は含まれない。
V　にぶい黄褐色土　凝灰岩質層。しまりよく硬い。粘性ある。採土坑粘質土採取層。
V［褐色土　　　　　　“凝灰岩質層。微砂粒が硬化する。諮牲堆積。かなり硬い。

　　　　　草作VD－4号土坑竈構材採掘層。
W　にぶい黄褐色土　凝灰岩質層。微砂粒が多い。水性堆積。かなり硬い。
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Fig．4　基本層序土層図
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第V章　元総社小見皿遺跡

第1節　遺構と遺物

　第1項1竪穴住居跡

　元総社小見皿遺跡では縄文時代中期後半の住居跡1軒、古墳時代後期から平安時代にかけての住居跡76軒

が検出されている。

2区J－1号住居跡（Fig。14、PL．1）

　位置　X76・77、Y134・135グリッド　形状等　円形。東西（4。25）m、南北5．57m、壁現高0．11m。埋土

と地山の質が近似し、明瞭ではなかったが、埋土中に含まれる凝灰岩質砂岩粒の有無によってプランを確定

した。　床面　ほぼ平坦である。炉中央や北寄りに検出さている。西及び北に礫が遺存している。被熱痕は

認められなかった。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　時期　出土遺物から加曾利E式と考えられる。　出

土遺物　深鉢1点を図示した。

1区H－1号住居跡（Fig．14、PL1）

　位置　X75・76、Yl21グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西2，68m、南北3．71m、壁現

高0．53m。　主軸方位　：N－90。一E　床面　ほぼ平坦である。凝灰岩質砂岩の地山を床としている。北から

南へ向かってわずかに下り、北辺と南辺での比高は5cmである。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘り

込んで構築される。燃焼部側壁及び奥壁で被熱による焼土化が顕著である。両袖部から石の抜き取り痕とみ

られる方形の落ち込みが検出されている。　壁溝　南辺西寄り、東辺竈より北、北辺、西辺で検出されてい

る。　貯蔵穴　竈甫に円形の掘り込みが検出されている。　重複　H－2号住居跡より新しい。　時期　出

土遺物から8世紀中頃と考えられる。　出土遺物　須恵器蓋2点、須恵器圷2点、羽釜1点を図示した。

1区H－2号住居跡（Fig．14、PL．1）

　位置　X76、Yl21・122グリッド　形状等　西側をH－1号住居跡に切られ、東側は調査区外となるため

全容は不明。東西（1．76〉m、南北3．22m、壁現高0．39m。　主軸方位　不明。　床面　ほぼ平坦である。南

半で硬化が認められる。黒褐色粘質土の地山を床としている。　竈　不明。　壁溝　南辺で検出されている。

　貯蔵穴　不明。　重複　H－1号住居跡より古い。　時期　出土遺物から8世紀代と考えられる。　出土

遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

1区H－3号住居跡（Fig。14、PL2）

　位置　X75・76、Yl24・125グリッド　形状等　主軸方向が長軸となる長方形。東西3．00m、甫北［2．75］

m、壁現高0．13m。　主軸方位　N－72。一E　床面　やや凹凸がある。硬化面は明瞭ではない。10cm前後の

厚さで黒褐色土を貼っている。床下から楕円形の土坑状の掘り込みが検出されている。　竈　東壁中央やや

南寄りに付設され、壁面を掘り込んで構築される。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　H－4号住居

跡より新しい。　時期　出土遺物から10世紀代と考えられる。　出土遺物羽釜1点を図示した。

1区H－4号住居跡（Fig．15、PL．2）

　位置　X75・76、Yl25・126グリッド　形状等　主軸方向が長軸となる長方形。東西3．32m、南北2．35m、

壁現高0．44m。南辺東寄りでは幅1．8m、奥行き0．3mで半円形に張り出している。　主軸方位　N－78。一E

　床面　ほぼ平坦である。北及び西辺を除き硬化している。硬化は南東の張り出し部まで及んでいる。凝灰
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岩質砂岩のブロックを含んだ黒褐色土を貼っている。　竈　東壁南寄りに付設される。黒褐色粘質土で構築

される。奥壁で被熱による焼土化が顕著である。凝灰岩質砂岩の加工材を両袖に用いている。　壁溝　竈及

び南東部を除き全周する。　貯蔵穴　なし。　重複　H－3号住居跡より古い。　時期　出土遺物から8世

紀前半と考えられる。　出土遺物　須恵器蓋2点、圷1点を図示した。

1区H－5号住居跡（Fig．8〉

　位置　X72、Y121グリッド　形状等　竈のみの検出のため、全容は不明。　主軸方位　不明。　床面　不

明。　竈　トンネル状の煙道部のみ検出。詳細不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時期　特定できる

資料の出土はなく詳細不明。

2区H－2号住居跡（Fig。15、PL2）

　位置　X75、Yl36・137グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西2．68m、南北4．08m、壁現

高0．24m。　主軸方位　N－88。一E　床面　ほぼ平坦である。竈付近でわずかに硬化が認められるが明瞭で

はない。凝灰岩質層の地山を床としている。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘り込んで構築される。

支脚とみられる礫2本が遺存している。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　時期　詳細な時期は不明である

が瓦が出土しているところから律令以降と考えられる。　出土遺物　宇瓦1点、鉄製品（刀子）1点を図示

した。

2区H－4号住居跡（Fig。15、PL2）

　位置　X74、Y138・139グリッド　形状等　西側が調査区外となるため全容は不明。東西（1．93）m、甫北

3．89m、壁現高O。55m。　主軸方位　N－790－E　床面Pやや凹凸がある。中央部が硬化している。　竈

東壁南寄りに付設される。凝灰岩質砂岩の加工材と黒褐色粘質土を用いて構築される。崩落した状況ではあ

るが凝灰岩質砂岩の袖石と、懸架石が出土している。　壁溝　検出部分で全周する。　貯蔵穴　甫東角に検

出されている。周辺部は床面から7～10cm高くなっている。　時期　出土遺物から6世紀前半と考えられる。

　出土遺物　土師器圷2点、須恵器高圷1点を図示した。

2区H－5号住居跡（Fig．15、PL．2）

　位置　X74・75、Yl38・139グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西2．12m、南北3．85m、

壁現高0．30m。　主軸方位　N－810－E　床面　ほぼ平坦である。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面

を掘り抜いて構築される。　壁溝　北東角南壁の一部を除いて検出されている。　貯蔵穴　なし。　時期

出土遺物から10世紀後半と考えられる。　出土遺物　須恵器椀1点、小皿1点、灰紬陶器段皿1点、羽釜2

点、鉄製品（刀子・釘）2点を図示した。

2区H－8号住居跡（Fig．9、PL。2）

　位置　X75、Yl41グリッド　形状等　ほぼ正方形。住居跡としたが遺構の性格は不明。東西2。62m、南北

2．83m、壁現高0．38m。　主軸方位　N－90。一E　床面　中央がやや硬化している。　竈　なし。　壁溝

なし。　貯蔵穴　なし。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　銅製品（耳環）1点

を図示した。

2区H－9号住居跡（Fig．16、PL．3）

　位置　X74～76、Y141・142グリッド　形状等　主軸方向が長軸となる長方形。東西3．53m、甫北3．30m、

壁現高0．62m。　主軸方位　N－73。一E　床面　ほぼ平坦である。南半で硬化が認められる。黒褐色土を貼

っている。　竈　東壁南寄りに付設される。暗褐色粘質土で構築される。袖石に凝灰岩質砂岩の加工材を用

いている。焚き口南寄りから土師器甕が逆位で出土している。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複
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　H－10号住居跡より古い。　時期　出土遺物から8世紀前半と考えられる。　出土遺物　土師器甕1点、

須恵器蓋1点、須恵器圷2点、鉄鉢1点を図示した。

2区H－10号住居跡（Fig．16、PL．3）

　位置　X74・75、Y142・143グリッド　形状等　西側が調査区外となるため全容は不明。東西（2．14）m、

南北4．57m、壁現高0．37m。　主軸方位　N－70。一E　床面　凹凸がある。周辺部を除き硬化している。凝

灰岩質砂岩のブロックを含む黒褐色土を貼っている。　竈　東壁中央やや南寄りに検出されている。黒褐色

粘質土で構築される。袖石に凝灰岩質砂岩の加工材を用いている。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複

H－9号住居跡より新しくE－20号住居跡より古い。　時期　出土遺物から8世紀代と考えられる。　出土

遺物　須恵器杯1点、鉄製品（環状）1点を図示した。

2区H－14号住居跡（Fig．16、PL3〉

　位置　X75・76、Yl44・145グリッド　形状等　他遺構との重複が激しく全容は不明。東西（2．10）m、甫

北（2．95）m、壁現高O．33m。　主軸方位　N－93。一E　床面　ほぼ平坦である。　竈　東壁に付設される。

凝灰岩質砂岩の加工材を構築材として用いている。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　H－15号住居

跡、D－3号土坑より新しい。　時期　出土遺物から7世紀末から8世紀初頭と考えられる。　出土遺物

土師器甕1点、土師器圷5点、須恵器壷1点を図示した。

2区H－15号住居跡（Fig．17、PL．3）

　位置　X76・77、Y144・145グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西3．59m、南北5．54m、

壁現高α53m。　主軸方位　N－83。一E　床面　凹凸がある。黒褐色土を貼って床としているが中央部では

地山を直接床としている。　竈　東壁甫寄りに付設され、壁面を掘り抜いて構築され、袖に黒褐色粘質土を

用いている。北側の燃焼部側壁で被熱による焼土化が顕著である。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複

　H－14号住居跡、W－1号溝跡より古い。　時期　出土遺物から7世紀後半と考えられる。　出土遺物

石製摺鉢1点を図示した。　　　　　　聾

2区H－16号住居跡（Fig．17、PL．3）

　位置　X77・78、Yl45グリッド　形状等　南側が調査区外となるため全容は不明。東西4．25m、南北

（4．05）m、壁現高0．50m。　主軸方位　：N－80。一E　床面　ほぼ平坦である。全体に硬くしまっている。

凝灰岩質砂岩の地山を直接床としている。　竈　東壁に付設される。黒褐色粘質土で構築される。　壁

溝　なし。　貯蔵穴　南東に円形の掘り込みが検出されている。，時期　出土遺物から8世紀前半と考えら

れる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－17号住居跡（Fig。9、PL．3）

　位置　X78・79、Yl43・144グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（2．34）m、

南北3．42m、壁現高0．20m。　主軸方位　N－96。一E　床面　凹凸がある。黒褐色土が貼られるが部分的に

凝灰岩質砂岩の地山が露呈している。　竈　不明。　壁溝　検出部分で全周する。　貯蔵穴　不明。　時期

　出土遺物から9世紀代と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－18号住居跡（Fig。17、PL3・4）

　位置　X77、Yl40・141グリッド　形状等　正方形。東西3．12m、南北3．39m、壁現高0．29m。　主軸方位

　N－85。一E　床面　やや凹凸がある。中央やや甫寄りで硬化が認められる。黒褐色土を貼っているが、

北東部分では凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈　東壁南寄りに付設される。黒褐色粘質土で構築さ

れる。袖石に凝灰岩質砂岩の加工材を用いている。竈内外から瓦片が出土している。構築材として使用され
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ていたものとみられる。燃焼部北壁及び奥壁で、被熱による焼土化が顕著である。　壁溝　断続的に検出さ

れている。　貯蔵穴　甫東角に円形の掘り込みが検出されている。　重複　H－29号住居跡より新しい。

時期　出土遺物から10世紀後半と考えられる。　出土遺物　須恵器椀3点、須恵器皿1点、小皿1点、灰粕

陶器椀1点、羽釜1点を図示した。

2区H－19号住居跡（Fig。18、PL．4）

　位置　X77・78、Y140・141グリッド　形状等　東側が調査区となるため全容は不明。東西方向が長軸と

なる長方形とみられる。東西（3．36）m、南北3．15m、壁現高0．69m。　主軸方位　：N－81。一E（南辺での

計測）　床面　やや凹凸がある。中央部で硬化が認められる。凝灰岩質砂岩の地山及びH－29号住居跡埋土

を床としている。　竈不明。　壁溝不明。　貯蔵穴不明。　重複　H－29号住居跡より新しい。　時

期　出土遺物から7世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点を図示した。

2区H－20号住居跡（Fig．18〉

　位置　X74・75、Y143グリッド　形状等　不明。竈煙道部のみの検出。　主軸方位　N－83。一E　床面

　不明。　竈　東竈とみられる。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－10号住居跡より新しい。

　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－21号住居跡（Fig。18、PL4）

　位置　X75、Yl45・146グリッド　形状等　他遺構との重複が激しく、また、南東が調査区外となるため

全容は不明。東西（2．11〉m、南北（2．19）m、壁現高O，llm。　主軸方位　N－75。一E　床面　断面での

確認のため不明瞭。黒褐色土を貼っている。　竈　東壁に付設される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。

　重複　D－3号土坑より古い。　時期　出土遺物から7世紀から8世紀にかけての時期と考えられる。

　出土遺物　掲載可能な遣物の出土はみられなかった。

2区H－22号住居跡（Fig．18、PL．4）

　位置　X74・75、Y134・135グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西2。68m、甫北3．56m、

壁現高0．22m。　主軸方位　N－254。一E　床面　ほぼ平坦である。竈付近から中央にかけて硬化が認めら

れる。凝灰岩質砂岩の地山を床とする。甫東にピット2基（P－1・2）が検出されている。貼床は施され

ていない。本遺構に伴うか不明瞭。　竈　西壁甫角に付設され、壁面を掘り抜いて構築される。遺存は不良

である。廃棄時点で壊されたとみられ、周辺からは焼土化した竈内壁が散乱して出土している。　壁溝　西

辺に検出されている。　貯蔵穴　なし。　重複　D－1号土坑より古い。　時期　出土遺物から9世紀代と

考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－23号住居跡（Fig．19、PL4）

　位置　X76・77、Yl39・140グリッド　形状等　ほぼ正方形。西辺に対して東辺がやや長くなる。東西4。05

m、南北4。llm、壁現高0．48m。　主軸方位　N－740－E　床面　凹凸がある。竈付近から西に向かって硬

化が認められる凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈　東壁南寄りに付設される。暗褐色粘質土で構築

される。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　H－35号住居跡より新しくH－18号住居跡、1－1号井

戸跡より古い。　時期　出土遺物から8世紀前半と考えられる。　出土遺物　土師器甕1点、須恵器蓋1点、

高圷1点、小皿1点を図示した。

2区H－24号住居跡（Fig．19、PL．4）

　位置　X75、Y132・133グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西2．59m、南北3．61m、壁現

高0．34m。　主軸方位　N－79。一E　床面　ほぼ平坦である。中央部で硬化が認められる。2～4cmの厚さ
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で凝灰岩質砂岩粒子を多量に含む黒褐色粘質土を貼っている。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘り込

んで構築される。内壁全体で被熱による焼土化が顕著である。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複

　H－27号住居跡より新しくH－33号住居跡より古い。　時期　出土遺物から10世紀後半からll世紀前半と

考えられる。　出土遺物　須恵器小皿1点、灰粕陶器皿1点を図示した。

2区H－25号住居跡（Fig。19、PL4）

　位置　X74・75、Y131グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西2．54m、南北2．99m、壁現

高O．42m。　主軸方位　N－70。一E　床面　ほぼ平坦である。中央から北東にかけて黒褐色土を貼っている

が、南東部及び北西部では凝灰岩質砂岩の地山を床としている。竈付近で貼床下から土坑状の掘り込み2基

（P－1・2）が検出されている。P－1埋土中に多量の焼土粒子が含まれている。　竈　東壁中央に付設さ

れ、壁面を掘り抜いて構築される。　壁溝　竈及び南東部を除いて検出されている。　貯蔵穴　なし。　重

複　D　B－1号土坑墓より古い。　時期　出土遺物から10世紀後半から11世紀前半と考えられる。　出土遺

物　須恵器圷1点、小皿1点、灰紬陶器椀2点、鬼瓦1点を図示した。

2区H－26号住居跡（Fig。20、PL5）

　位置　X77、Y132・133グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西2．06m、甫北4．82

m、壁現高0．59m。　主軸方位　N－85。一E（南辺での計測）　床面　平坦である。南西部分で硬化が認め

られ、西壁北寄りに向かって延びている。凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈　不明。　壁溝　北辺

と西辺で検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複　H－30・31号住居跡より新しくD－6・7号土坑よ

り古い。　時期　出土遺物から10世紀代と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかっ

た。

2区H－27号住居跡（Fig．21、PL。5）

　位置　X74、Yl33グリッド　形状等　不明。東西1．89m、南北1．60m、壁現高0．03m。　主軸方位　N－

96。一E　床面　凝灰岩質砂岩の地山を床としている。おそらくは南半に対して北が4～6cmほど高くなる

とみられる。北側の立ち上がりは確認できなかった。硬化面は竈付近北寄りで認められる。　竈　東壁南寄

りに付設される。先端部をH－24号住居跡に切られ全容は不明。凝灰岩質砂岩を加工した支脚、袖部に丸瓦

が遺存している。竈付近には構築材として用いられていたとみられる凝灰岩質砂岩の加工材が出土している。

　壁溝　なし。　貯蔵穴　南東角に円形の掘り込みが検出されている。　重複　H－24号住居跡より古い。

　時期　出土遺物から10世紀代と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－29号住居跡（Fig。20、PL5）

　位置　X77・78、Y140・141グリッド　形状等　正方形。東西3．44m、南北3．49m、壁現高050m。　主軸

方位　N－570－E　床面　ほぼ平坦である。周辺部を除き硬化している。凝灰岩質砂岩の地山を床として

いる。　竈　東壁やや南寄りに付設され、壁面を掘り込んで構築される。北側内壁で被熱による焼土化が顕

著である。南側では袖部に黒褐色粘質土が遺存している。　壁溝　東辺及び北・南辺の東寄りを除いて検出

されているが、H－19号住居跡との重複部分ではH－19号住居跡構築時に壊された可能性がある。　貯蔵

穴　南東角に検出されている。円形。　重複　H－18・19号住居跡より古い。　時期　出土遺物から7世紀

後半と考えられる。　出土遺物　土師器杯2点、土師器甕1点、須恵器圷3点、須恵器蓋1点を図示した。

2区H－30号住居跡（Fig．20、PL5〉

　位置　X77、Yl32グリッド　形状等　不明。東西（0．64）m、南北（O．82）m、壁現高α53m。　主軸方位

不明。　床面　凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複
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H－26号住居跡より古い。、時期　出土遺物から7世紀後半から8世紀初頭と考えられる。　出土遺物　土

師器圷1点を図示した。

2区H－31号住居跡（Fig．21、PL30）

　位置　X77、Yl33・134グリッド　形状等　不明。東西（1．38）m、南北（α81）m、壁現高（046）m。

主軸方位　不明。　床面　凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不

明。　重複　且一26号住居跡より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載

可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－32号住居跡（Fig．20、PL5）

　位置　X75・76、Yl42・143グリッド　形状等　ほぼ正方形。東西3．47m、甫北3．62m、壁現高0．48m。

主軸方位　N－520－E　床面　ほぼ平坦である。中央から南壁中央に向かって硬化が認められる。凝灰岩

質砂岩のブロックを含んだ黒褐色土を貼っている。　竈　東壁中央に付設される。暗褐色粘質土を用いて構

築され、壁面は掘り込んでいない。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　D－8号土坑より新しくW－

1号溝跡より古い。　時期　出土遺物から7世紀中頃と考えられる。　出土遺物　土師器甕1点を図示した。

2区H‘33号住居跡（Fig．20、PL5）

　位置　X75、Yl32グリッド　形状等　H－24号住居跡と新旧関係を誤認したため全容は不明。東西2．25m、

南北（2．45）m、壁現高0．03m。　主軸方位　N－90。一E　床面　検出部分ではほぼ平坦である。東寄りで

わずかに硬化が認められる。暗褐色砂質土を床としている。　竈　東壁に付設され、壁面を掘り込んで構築

される。　壁溝不明。　貯蔵穴不明。　重複　且一24号住居跡より新しい。　時期　出土遺物から11世

紀前半と考えられる。　出土遺物　須恵器圷1点を図示した。

2区H－34号住居跡（Fig。20、PL．5）

　位置　X77・78、Yl34・135グリッド　形状等　不明。東西（1．96〉m、南北2．65m、壁現高0．55m。　主

軸方位　N－610－E（甫辺での計測〉　床面　凹凸がある。黒褐色土を薄く貼っている。中央部から灰色

粘質土が検出されている。　竈　不明。　壁溝　検出部分で全周する。　貯蔵穴　不明。　重複　J－1号住

居跡、D－12号土坑より新しくH－36号住居跡より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不

明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－35号住居跡（Fig．19、PL．4）

　位置　X75、Yl40グリッド　形状等　不明。東西（0．86）m、南北3．40m、壁現高0．51m。　主軸方位

N－810－E（南辺での計測）　床面　凹凸がある。黒褐色土を薄く貼っている。　竈　不明。　壁溝　不

明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－23号住居跡より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。

　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

2区H－36号住居跡（Fig．20、PL．5）

　位置　X77・78、Y134グリッド　形状等　不明。東西（1．07）m、南北（2。26）m、壁現高（0．59）m。

主軸方位　N－58。一E（南辺での計測）　床面　ほぼ平坦である。凝灰岩質砂岩の地山を床としている。

竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－31・34号住居跡より新しい。　時期　特定できる

資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－1号住居跡（Fig．22、PL5）

　位置　X75・76、Y149・150グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西2．68m、南北3．30m、

壁現高0．21m。　主軸方位　N－goo－E　床面　凹凸がある。竈西側を中心に南寄りでわずかに硬化が認め
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られる。掘り方の凹凸を埋める程度に黒褐色土を貼っている。　竈　東壁南寄りに付設される。凝灰岩質砂

岩のブロックを混入した暗褐色粘質土で構築される。　壁溝　竈を除き全周する。　貯蔵穴　なし。　時期

7世紀末から8世紀前半と考えられる。　出土遺物　土師器圷2点を図示した。

3区H－2号住居跡（Fig．22、PL．5）

　位置　X78・79、Yl50・151グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。北辺に対して南辺がやや

長くなる。東西2．84m、南北3。78m、壁現高0．38m。　主軸方位　N－95。一E　床面　やや凹凸がある。甫

半が硬化しいている。地山を床としている。　竈　東壁南寄りに付設される。瓦及び礫を用いている。遺存

状況は不良である。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　H－3号住居跡より新しくA－1号道路状遺

構より古い。　時期　出土遺物から10世紀代と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられな

かった。

3区H－3号住居跡（Fig。22、PL．5）

　位置　X78、Yl50・151グリッド　形状等　東側をH－2号住居跡！こ切られ、全容は不明。東西（α94）m、

南北3．38m、壁現高0．24m。　主軸方位　不明。　床面　ほぼ平坦である。黒褐色土を薄く貼っている。

　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－2号住居跡より古い。　時期　出土遺物から10

世紀代と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－4号住居跡（Fig，22、PL5）

　位置　X78・79、Y154グリッド　形状等　東側をW－1号溝跡に切られるため全容は不明。東西（2．37）

m、南北2．55m、壁現高0．22m。　主軸方位　N－1780－E　床面　ほぼ平坦である。竈付近でわずかに硬

化が認められる。掘り方の凹凸を埋めるように黒褐色土を貼っている。　竈　甫壁に付設され、壁面を掘り

抜いて燃焼部を構築される。凝灰岩質砂岩を構築材として用いている。煙道は燃焼部から6cmほど高くなり、

ほぼ水平に延びている。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　W－1号溝跡より古い。　時期　出土遺

物から9世紀代と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－5号住居跡（Fig．22、PL．6）

　位置　X77、Yl58グリッド　形状等　不整方形。東壁北寄りがやや張り出す。東西2．95m、甫北2．71m、

壁現高0．06m。　主軸方位　N－1020－E　床面　ほぼ平坦である。黒褐色土を薄く貼っている。竈付近が

やや硬化する感があるが明瞭ではない。黒褐色土を薄く貼っている。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を

掘り抜いて構築される。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　D－8号土坑より古い。　時期　出土遺

物から9世紀後半と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－6号住居跡（Fig。23、PL．6）

　位置　X77、Yl59グリッド　形状等　南側が調査区外となるため全容は不明。東西2．24m、南北（0．76）

m、壁現高0ρ8m。　主軸方位　N－90。一E　床面　地山を床としている。凹凸を埋めるように黒褐色土を

貼っている。ほぼ平坦である。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時期　出土遺物から10世紀

以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－7号住居跡（Fig。lo、PL6）

　位置　X78・79、Yl59グリッド　形状等　甫側が調査区外となるため全容は不明。東西2．90m、南北

（1．77）m、壁現高0．13m。主軸方位　N－910－E（北辺での計測）　床面　やや凹凸がある。地山を直接

床としている。　竈　不明。　壁溝　調査できた範囲ぞは検出されていない。　貯蔵穴　不明。　時期　特

定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。
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3区H－8号住居跡（Fig．23、PL．6）

　位置　X77・78、Yl54・155グリッド　形状等　正方形。東西3．24m、南北3．16m、壁現高0，31m。南東角

がやや丸みを帯びる。　主軸方位　N－850－E　床面　平坦である。ほぼ中央が硬化し、西壁中央へ向か

って幅約80cmで硬化面が延びている。5～15cmの厚さで黒褐色土を貼っている。1 　東壁中央に付設され

る。暗褐色粘質土で構築される。　壁溝　なし。　貯蔵穴　甫東角に検出されている（P－1）。2段の掘り

込みとなっている。床面から14cm下がり、さらに東側で26cm、もっとも深いところで床面から40cmである。

時期　出土遺物から6世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点、土師器壷1点、土師器甕1点を

図示した。

3区H－9号住居跡（Fig．23、PL．6）

　位置　X77～79、Yl55・156グリッド　形状等　ほぼ正方形。東西4．86m、南北4．99m、壁現高0．17m。

主軸方位　N－72。一E　床面　ほぼ平坦である。南東寄りと北西寄りで硬化が認められる。2～20cmの厚

さで凝灰岩質砂岩のブロックを含む黒褐色土を貼っている。P－1からP－4が主柱穴とみられる。P－4

では2基の重複が認められた。　竈　東壁中央やや南寄りに付設される。暗褐色粘質土及び砂質土を用いて

構築される。煙道部は燃焼部から約10cmほど高くなり、緩やかな上がり傾斜で延びている。燃焼部底面及び

側壁上面で被熱による焼土化が顕著である。　壁溝　なし。　貯蔵穴　南東に検出されている（P－5）。長

方形。底面は2段となり、西半が東に比して約20cm低い。　重複　D－1号土坑より古い。　時期　出土遺

物から6世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点を図示した。

3区H－10号住居跡（Fig24）

　位置　X76・77、Yl55～157グリッド　形状等　西側が調査区外となり、W－2号溝跡に床面を切られる

ため全容は不明。東西（1．56）m、南北（5．02）m、壁現高0．45m。　主軸方位　N－64。一E（東辺での計

測）　床面　ほぼ平坦である。5～10cmの厚さで、黒褐色土を貼っている。　竈　不明。　壁溝　南東角を

除き検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複　H－17号住居跡、W－2号溝より古い。　時期　出土遺物

から6世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点を図示した。

3区H－11号住居跡（Fig．24、PL．6）

　位置　X77・78、Y149グリッド　形状等　主軸方向が長軸となる長方形。東西2．51m、南北2．37m、壁現

高0．29m。　主軸方位　N－94。一E　床面　ほぼ平坦である。凝灰岩質砂岩の地山及びH－14号住居跡埋土

を床としている。甫東寄りに硬化が認められる。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘り込んで構築され

る。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　H－14号住居跡より新しい。　時期　出土遺物から10世紀以

降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－12号住居跡（Fig。24）

　位置　X80、Yl57グリッド　形状等　東側が調査区外となり、南側はW－3号溝跡に切られるため全容は

不明。東西（1．18）m、甫北（1．32）m、壁現高0．27m。　主軸方位　N－81。一E（北辺での計測）床面

やや凹凸がある。凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈　不明。　壁溝　検出部分で認められる。　貯

蔵穴　不明。　重複　W－3号溝跡より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物

掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－13号住居跡（Fig．24、PL6）

　位置　X78、Y149グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西1．64m、南北2．39m、壁現高0．08

m。　主軸方位　N－96。一E　床面　ほぼ平坦である。竈付近から北西にかけて硬化が認められる。黒褐
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色土を薄く貼っている。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘り抜いて構築される。　壁溝　なし。　貯

蔵穴　なし。　重複　H－14・15号住居跡より新しくA－1号道路状遺構より古い。　時期　出土遺物から

10世紀以降と考えられる。　出土遺物　灰粕陶器椀1点を図示した。

3区H－14号住居跡（Fig。24、PL7）

　位置　X77・78、Yl48・149グリッド　形状等　正方形。東西3．25m、南北3．25m、壁現高0．35m。　主軸

方位　N－71。一E　床面　ほぼ平坦である。凝灰岩質砂岩のブロックを含む黒褐色土を貼って床としてい

る。　竈　東壁南寄りに付設される。遺存状況は不良である。北側に礫、凝灰岩質砂岩の加工材が袖石とし

て遺存している。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　H－11・13号住居跡、A－1号道路状遺構より

古い。　時期　出土遺物から7世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点、須恵器圷1点を図示し

た。

3区H－15号住居跡（Fig25、PL．7）

　位置　X78・79、Yl48～150グリッド　形状等　東側がW－1号溝跡に切られるため全容は不明。東西2．33

m、南北5．04m、壁現高0．55m。　主軸方位　N－83。一E（北辺での計測）　床面　ほぼ平坦である。凝灰・

岩質砂岩のブロックを含んだ黒褐色土を貼っている。中央部から西壁南寄りに硬化面が延びている。主柱穴

とみられるピット2基（P－1・2）が検出されている。　竈　不明。　壁溝　検出部分で全周している。

貯蔵穴不明。　重複　H－16号住居跡より新しく、H－13号住居跡、W－1号溝跡より古い。　時期　出

土遺物から8世紀前半と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－16号住居跡（Fig．25）

　位置　X78・79、Yl50グリッド　形状等北側がH－15号住居跡、東側はW－1号溝跡に切られるため全

容は不明。東西（2．32）m、甫北（1．51）m、壁現高0．13m。　主軸方位　N－76。一E（南辺での計測）

床面　ほぼ平坦である。黒褐色土を貼っている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複

H－2・15号住居跡、W－1号溝跡より古い。　時期特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物

掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

3区H－17号住居跡（Fig．25、PL7）

　位置　X76・77、Y155・156グリッド　形状等　西側をH－10号住居跡、W－2号溝跡に切られるため全

容は不明。東西（1．34）m、南北2．90m、壁現高0．11m。　主軸方位　N－78。一E　床面　ほぼ平坦である。

黒褐色土を貼っている。　竈　東壁南寄りに検出されている。壁面を掘り込んで構築される。燃焼部底面全体

で被熱による焼土化が顕著である。　壁溝不明。　貯蔵穴不明。　重複　H－10号住居跡より新しく

W－2号溝跡より古い。　時期　出土遺物から11世紀前半と考えられる。　出土遺物　須恵器椀1点を図

示した。

4区H－1号住居跡（Fig。25、PL．7）

　位置　X80、Yl70グリッド　形状等　西側をW－1号溝に切られるため全容は不明。東西（1．08）m、南

北2．98m、壁現高0．07m。西側が調査区外となるため全容は不明。　主軸方位　N－670－E　床面　凹凸が

ある。竈付近でやや硬化する部分がある。黒褐色土を薄く貼っている。　竈　東壁甫寄りに検出されている。

壁面を掘り込んで構築される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　南東角に検出されている（P－1）。円形。竈構築

材とみられる凝灰岩質砂岩の加工材が出土している。　重複　W－1号溝跡より古いる　時期　出土遺物か

ら7世紀前半と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点を図示した。
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4区H－2号住居跡（Fig．11、PL．7）

　位置　X81・82、Yl69・170グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（2，70）m、

南北3。80m、壁現高0．18m。　主軸方位　：N－900－E　床面　やや凹凸がある。北に対して南が約10cmほど

低くなる。全体にしまりがあり、硬化面は特定できなかった。凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈

不明。　壁溝　北壁と西壁北半に検出されている。　貯蔵穴　不明。　時期　出土遺物から9世紀代と考え

られる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－3号住居跡（Fig．25、PL．7）

　位置　X78・79、Yl65・166グリッド　形状等　D－4～6号土坑と新旧関係を誤認したため全容は不明。

東西（2．76）m、南北2．06m、壁現高0．24m。　主軸方位　N－790－E　床面　ほぼ平坦である。竈付近か

ら西にかけて硬化が認められる。凝灰岩質砂岩の地山に黒褐色粘質土を薄く貼っている。　竈　東壁に2基

検出されている。いずれも壁面を掘り込んで構築される。南竈では構築材に瓦が用いられている。検出状況

から1軒の住居跡と捉えられた。2基の竈については灰の検出状況から最終的に使用されていたのは南竈の

可能性が高い。　壁溝　不明。1　貯蔵穴　南東角に円形の掘り込みが検出されれているが、本遺構に伴うも

のかは不明。　重複　D－4～6号土坑より新しい。　時期　出土遺物から10世紀代と考えられる。　出土

遺物　羽釜1点を図示した。

4区H－4号住居跡（Fig．11）

　位置　X81・82、Y167・168グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（1．69）m、

南北2．85m、壁現高0．45m。　主軸方位　N－90。一E　床面　やや凹凸がある。凝灰岩質砂岩の地山に凹凸

を埋めるように黒褐色土を貼っている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時期　出土遺物か

ら10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－5号住居跡（Fig．11、PL．5）

　位置　X81・82、Yl66・167グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西3．34m、南北

（3．34）血、壁現高（0．52）m。　主軸方位　不明瞭。　床面　やや凹凸がある。凝灰岩質砂岩の地山に凹凸

を埋めるように黒褐色土を貼っている。　竈　不明。　壁溝　検出部分で全周する。　貯蔵穴　南寄りに

1基（P－1〉検出されている。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な

遺物の出土はみられなかった。

4区H－6号住居跡（Fig．25、PL．5）

・位置　X80・81、Y165・166グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西3．32m、南北（1．13）

m、壁現高0．53m。　主軸方位　N－870－E　床面　ほぼ平坦である。硬化面は明瞭ではない。凝灰岩質砂

岩ブロックを多く含む黒褐色粘質土を5～8cmの厚さで貼っている。四隅及び中央やや北西寄り、甫辺中央

付近にピットが検出されている。深さは3～10cmほどの浅いピットである。　竈　東壁甫寄りに付設される。

煙道部は地山をトンネル状に掘り抜いて構築される。袖部は焼土ブロック（φ2～10㎜）及び凝灰岩質砂岩

粒子と、これをブロック状（φ5～10㎜）に含む粘性のある黒褐色土で構築される。　壁溝　なし。　貯蔵

穴　なし。　時期　出土遺物から6世紀から7世紀にかけての時期と考えられる。　出土遺物　掲載可能な

遺物の出土はみられなかった。

4区H－7号住居跡（Fig。26、PL8）

　位置　X81、Yl63・164グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（3．56）m、南北

3．46m、壁現高0．29m。　主軸方位　：N－77。一E　床面　ほぼ平坦である。地山黄褐色砂質土を床としてい
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る。東寄りに幅1mほどの硬化した部分が検出されている。中央にピット1基（P－1）が検出されている。

　竈　東側が調査区外となり、不明であるが、硬化面の検出状況や焼土粒子の検出状況から、東に付設され

ていた可能性が高い。　壁溝　不明。　貯蔵穴　南東に検出されている。　重複　H－8号住居跡、W－3

号溝跡、D－1号土坑より古い。　時期　出土遺物から7世紀末から8世紀初頭と考えられる。　出土遺物

土師器圷1点を図示した。

4区H－8号住居跡（Fig26、PL8）

　位置　X81、Y163・164グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（1．84）m、南北

415m、壁現高0．19m。　主軸方位　不明。　床面　ほぼ平坦である。厚さ5cm前後で黒褐色粘質土を貼って

いる。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－7号住居跡より新しくW－3号溝跡、

D－1号土坑より古い。　時期　出土遺物から11世紀前半と考えられる。　出土遺物　須恵器高台付皿1点

を図示した。

4区H－9号住居跡（Fig．26、PL．8）

　位置　X81、Y162・163グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（1。60）m、南北

（3．85）m、壁現高0．38m。　主軸方位　不明。　床面　やや凹凸がある。凝灰岩質砂岩の地山を床としてい

る。　竈不明。　壁溝不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－19・20号住居跡より新しい。　時期　出土

遺物から9世紀から10世紀と考えられる。　出土遺物　須恵器椀1点、女瓦1点を図示した。

4区H－10号住居跡（Fig．26、PL．8）

　位置　X79、Yl62グリッド　形状等　ほぼ正方形。東西2。23m、南北2．43m、壁現高0．09m。　主軸方位

N－860－E　床面　凝灰岩質砂岩の地山を床としている。　竈　東壁中央やや南寄りに付設される。　壁

溝　なし。　貯蔵穴　なし。　時期　出土遺物から6世紀から7世紀にかけての時期と考えられる。　出土

遺物　土師器圷1点を図示した。

4区H－11号住居跡（Fig27）

　位置　X79・78、Y162・163グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西3．49m、南北2，22m、

壁現高0．19m。　主軸方位　：N－82Q－E　床面　ほぼ平坦である。壁際を除き、全体に硬化が認められる。

暗褐色粘質土の地山を床としている。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘り込んで構築される。　壁溝

　なし。　貯蔵穴　なし。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の

出土はみられなかった。

4区H－12号住居跡（Fig。27、PL．8）

　位置　X79・80、Yl60・161グリッド　形状等　北側が調査区外となるため全容は不明。東西（2．11）m、

南北4。56m、壁現高0．36m。　主軸方位　N－810－E　床面　ほぼ平坦である。竈付近に硬化が認められる。

凝灰岩質砂岩のブロックを含んだ黒褐色土を深いところで20cmの厚さで貼っている。柱穴は2基（P－1・

2〉検出されている。主柱穴とみられる。柱穴掘り方は柱痕部を除き貼床が施されている。　竈　東壁に付

設される。粘性のある暗褐色土で構築される。　壁溝　検出部分で全周する。　貯蔵穴　南東角に検出

（P－3）されている。楕円形。埋土上層に灰の堆積が認められた。　重複　H－13号住居跡より古い。　時

期　出土遺物から6世紀代と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－13号住居跡（Fig．27、PL8）

　位置　X80・81、Y160・161グリッド　形状等　主軸方向が長軸となる長方形。東西（3．27）m、南北

（2．84）m、壁現高0．12m。　主軸方位　N－115。一E　床面　ほぼ平坦である。東半で硬化が認められる。
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掘り方の凹凸を埋めるように黒褐色土を貼っている。一部凝灰岩質砂岩の地山が露呈している。　竈　東壁

南寄りに付設され、壁面を掘り込んで構築される。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　重複　且一12号住居

跡より新しい。　時期　出土遺物から9世紀代と考えられる。　出土遺物掲載可能な遺物の出土はみられ

なかった。

4区H－14号住居跡（Fig．11、PL8）

　位置　X81、Y160・161グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（1nO）m、南北

（3．57）m、壁現高0．16m。　主軸方位　不明。　床面　ほぼ平坦である。H－21埋土中及び凝灰岩質砂岩の

地山を床としている。　竈不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－21号住居跡より新しい。

時期　出土遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－15号住居跡（Fig27）

　位置　X77、Yl61・162グリッド　形状等　西側が調査区外となるため全容は不明。東西（1．61）m、南北

413m、壁現高0．27m。　主軸方位　：N－40－E（東辺での計測）　床面　ほぼ平坦である。南半で硬化が

認められる。主柱穴とみられるピット2基（P－1・2）が検出されている。凝灰岩質砂岩のブロックを含

んだ黒褐色土を貼っている。　竈　調査できた範囲では検出されていないが、焼土粒子が床面北西にわずか

に検出され、北竈の可能性が高い。　壁溝　調査できた範囲では検出されていない。　貯蔵穴　調査できた

範囲では検出されていない。　重複　H－17号住居跡より新しい。　時期　出土遺物から6世紀後半と考え

られる。　出土遺物　土師器圷2点を図示した。

4区H－17号住居跡（Fig．27）

　位置　X77、Y161・162グリッド　形状等　西側大半がH－15号住居跡に切られ、また、調査区外となる

ため全容は不明。東西1．15m、甫北（2．87）m、壁現高0．27m。　主軸方位　N－91。一E　床面　黒褐色土

を貼っている。　竈　東壁に付設される。　壁溝　調査できた範囲では検出されていない。　貯蔵穴　不

明。　重複　H－15号住居跡より古い。　時期　出土遺物から6世紀後半から7世紀代にかけての時期と考

えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－18号住居跡（Fig．11、PL8）

　位置　X77、Y162・163グリッド　形状等　西側が調査区外となるため全容は不明。東西（m4）m、甫北

（3．88）m、壁現高（O．26）m。　主軸方位　N－3460－E（東辺での計測）　床面　ほぼ平坦である。北半

が硬化している。　竈　不明。貯蔵穴の位置からおそらく北竈とみられる。　壁溝　調査できた範囲では検

出されていない。　貯蔵穴　北東隅に検出されている。　時期　出土遺物から6世紀代と考えられる。　出

土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－19号住居跡（Fig。11）

　位置　X81、Y163グリッド　形状等　北側をH－9号住居跡、南側をH－8号住居跡に切られ』東側が調

査区外となるため全容は不明。東西（1．06）m、南北（1。17〉m、壁現高（0．05）m。　主軸方位　不明。

床面　検出部分でほぼ平坦である。　竈　不明。　壁溝　調査できた範囲では検出されていない。　貯蔵穴

　不明。　重複　H－8・9号住居跡より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺

物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－20号住居跡（Fig．ll）

　位置　X81、Y162グリッド　形状等　北側をH－21号住居跡、南側をH－9号住居跡に切られ、東側が調

査区外となるため全容は不明。東西（1．00）m、甫北（0．71）m、壁現高（α31）m。　主軸方位　不明瞭。
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床面　検出部分でほぼ平坦である。　竈　不明。　壁溝　調査できた範囲では検出されていない。　貯蔵穴

　不明。　重複　H－9・21号住居跡より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺

物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

4区H－21号住居跡（Fig。ll）

　位置　X81、Y161グリッド　形状等　東側が調査区外となるため全容は不明。東西（0．58〉m、南北

（4．62〉m、壁現高（0．42）m。　主軸方位　不明。　床面　検出部分でほぼ平坦である。凝灰岩質砂岩ブロ

ック（φ5～30㎜）を多量に含む暗褐色砂質土を10cm前後貼っている。　竈　不明。　壁溝　調査できた範

囲では検出されていない。　貯蔵穴　不明。　重複　H－20号住居跡より新しくH－14号住居跡より古い。

時期1特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

5区H－1号住居跡（Fig。28、PL9）

　位置　X81～83、Yl75・176グリッド　形状等　北及び東側が調査区外となるため全容は不明。東西（5．03）

m、南北（4．08）m、壁現高0．20m。　主軸方位　：N－810－E（南辺での計測〉　床面　やや凹凸がある。

中央部が硬化している。凝灰岩質砂岩の地山を直接床とする。ピットは4基検出され、P－1・2が主柱穴

と考えられる。P－3・4は西壁に検出された小穴で間仕切りに関わるものか。　竈　不明。　壁溝　検出

部分で全周する。　貯蔵穴　不明。　時期　出土遺物から6世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷

5点、土師器甕2点、須恵器圷1点、須恵器壷1点、石製品（砥石〉1点を図示した。

5区H－2号住居跡（Fig．28、PL9）

　位置　X80、Yl76・177グリッド　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東西3．69m、南北3．95m、壁現

高0，23m。西壁南寄りに半円形の張り出しがある。埋土中に焼土ブロックの混入が認められたが火床部は認め

られなかった。　主軸方位　N－2680－E　床面　全体に凹凸がある。中央部のやや狭い範囲で硬化が認め

られる。甫寄りが2～4cmほど高くなっている。この高まりでは凝灰岩質砂岩の地山が露呈しているが、他

の部分では微砂を多く含む黒褐色土をP－2cmの厚さで貼っている。　竈　西壁中央やや北寄りに付設され

る。W－1号溝跡によって上面が切られ、遺存は良くない。下部でわずかに暗褐色粘質土の袖が検出されて

いる。　壁溝　なし。　貯蔵穴　なし。　1重複W－1号溝跡より古い。　時期　出土した遺物が少量のた

め断定はできないがグ世紀代と考えられる。　出土遺物　土師器甕1点を図示した。

5区H－3号住居跡（Fig．28、：PL．9）

　位置　X82・83、Yl85グリシド　形状等　甫側が調査区外となるため全容は不明。東西3．17m、南北

（2．97）m、壁現高0．22m。　主軸方位　N－90。一E　床面　やや凹凸がある。北半が竈前に対してIOcm程

度高くなっている。この低い部分で硬化が認められる。　竈　東壁に付設される。黒褐色粘質土を用いて構

築されている。燃焼部側壁上面で被熱による焼土化が顕著である。本竈前面において貼床下から旧竈の痕跡

が確認されている。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時期　出土した遺物が少量のため断定はできないが

7世紀代と考えられる。　出土遺物　須恵器高圷1点を図示した。

5区H－4号住居跡（Fig。29、PL9）

　位置　X80・81、Y184・185グリッド　形状等　南側が調査区外となるため全容は不明。東西503m、南北

（2．85）m、壁現高0．24m。東壁の竈北には、幅83cm、奥行31cmの張り出しが検出されている。張り出し部の

底面は床面とほぼ同じ高さである。　主軸方位　N－880－E　床面　ほぼ平坦である。凝灰岩質砂岩の地

山を床としているが、掘り方の凹凸を埋める程度に黒褐色土を貼っている。　竈　東壁に付設される。南半

が調査区外となるため全容は不明。凝灰岩質砂岩のブロックを黒褐色粘質土で構築される。遺存している北
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側では凝灰岩質砂岩の加工材を袖石に用いている・　壁溝　榛出部分で竈を除き全周する・溝内には直径8

～10cm、壁溝底面からの深さ8～10cmの小穴が検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複　W－4号溝跡よ

り古い。　時期　出土遺物から10世紀代と考えられる。　出土遺物　滑石製臼玉1点を図示した。

5区H－5号住居跡（Fig．12）

　位置　X79、Yl81グリッド　形状等　W－2・3号溝跡に大半を切られ、全容は不明。東西（0．74）m、

南北（0．68）m、壁現高0．14m。　主軸方位　不明。　床面　調査できた範囲ではほぼ平坦。黄褐色砂質土の

地山を床としている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　W－2号溝跡、D－4号土坑

より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられな

かった。

　第2項柱穴列

3区B－1号柱穴列（Fig．29）

　位置　X78・79、Yl54～156グリッド　形状等　東西方向の5基を柱穴列とした。柱問寸法は北から1．55m、

2．10m、2．10m、1．60mである。　主軸方位　N－154。一E　柱穴埋土中にAs－C、H　r－FAを含む。

径43～63cm、深さ17～53cm。確認できた柱痕径は18～20cmである。　重複　A－1号道路状遺構より古い。

　時期　時期を特定できる遺物はなかったが、埋土の状況から古代以前と考えられる。

4区B－1号柱穴列（Fig．29、PL9）

　位置　X77、Yl60・161グリッド　形状等南北方向の2基を柱穴列とした。柱間寸法は2．20mである。お

そらくは調査区外北西に建物跡が延びると思われる。　主軸方位　N－200－E　柱穴　形状は楕円形であ

る。底面は柱痕部が方形に深くなる。P－1長軸0．82m、短軸0．71m、深さ0．65m。P－2長軸0．79m、短軸

0．79m、深さ0．65m。埋土中に確認できた柱痕径は20cmである。　時期　時期を特定できる遺物はなかったが

埋土の状況から古代以前と考えられる。

　第3項　道路状遺構

　道路状遺構は3区で1条、4区で1条が検出されている。いずれも帯状に延びる硬化面として検出された

ものである。これらは重複するすべての遺構より新しいもので、比較的新しい時期の遺構である可能性があ

る。また、溝跡としたものの中で5区W－1号溝跡は底面及び埋土中に硬化面が検出され、道路として使用

されていたことが想定されるものである。規模などの詳細については道路状遺構一覧表（Tab．5）にまとめ

たQ

　第4項溝跡

　溝跡は1区で1条、2区で1条、3区で4条、4区で5条、5区で5条で計16条が検出されている。

　1区W－1号溝跡は埋土の状況から古代以前が想定されるもので、他の14条は埋土の状況や出土遺物から

中世以降と考えられる。中世以降が想定される溝跡では3・4・5区から規模の大きい薬研状のものが検出

されている。いずれも隣接する蒼海城の堀割りに関わる遺構と考えられる。2区W－1号溝跡は南北に直線

に走行し、南へさらに延び、3区W－4号溝跡と同一の遺構として捉えられる。3区W－1号溝跡は調査区

の東壁際に検出され、北東部ではほぼ調査区に沿うように西へ屈曲している。断面形は深い薬研状である。

3区W－2号溝跡は調査区の西辺に検出され、北部は西に向かって屈曲している。深さは2．47mで、断面形は
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「U字」状である。この屈曲した角部にW－4号溝が接続する。3区W－3号溝跡は東西に走行し、西端部は

調査区内で立ち上がっている。深さは2．47mで、断面形は「V字」状である。Bトレンチ東壁での土層観察に

よると、南側では北側に比して、立ち上がりが高くなり、南側に土塁が構築されていたと考えられる。3区

W－4号溝跡は3区W－2号溝跡から北へ延び、2区W－1号溝跡としてさらに北へ延びている。4区W－

1号溝跡は西は調査区外へと延び、X79・80、Yl69・170グリッド内で南へ屈曲して立ち上がっている。B

トレンチ西壁での土層観察によると、南側では北側に比して、立ち上がりが高くなり、南側に土塁が構築さ

れていたと考えられる。埋土中から板碑が出土している。4区W－2号溝跡は調査区外南から下り傾斜で北

へ延び、4区W－1号溝跡に接続する。4区W－1号溝跡から4区W－2号溝跡にかけて人頭大の礫が多量

に出土している。礫に混入して石鉢が出土している。4区W－2号溝跡はさらに調査区外南方へと延びてい

て、5区W－1号溝跡へと連続した同一の遺構と考えられる。4区W－3号溝跡は調査区東側に検出された

もので、埋土の様子から近・現代の遺構と考えられる。4区W－4号溝跡は4区W－1溝跡南端から南西に

延びるものでA－1号道路状遺構硬化面下層に検出されている。4区W－5号溝跡は4区南西端に検出され

た浅い溝状の落ち込みである。5区W－1号溝跡は4区W－2号溝跡から連続し、X80、Y181グリッドで立

ち上がっている。これと同一線上に延び、立ち上がり以南を4区W－2号溝跡とした。同溝跡は南では5区

W－3号溝跡と接続し、同溝跡の側面に直交して下り、底面に接続している。5区W－3号溝跡は深さ085～

1．30mの断面形が「U字」状となる掘り込みで、底面南寄りでは幅1．0～1．92mの硬化面が帯状に延び、道路と

して機能していたと考えられる。Bトレンチ内では礫が敷設されている。底面上方に複数の硬化面が検出さ

れ、ある程度の期間道路として機能していたことが考えられる。本遺構の北側面上方にはD　B－3・4号土

坑墓があり、土層観察から道路として機能していたのと同時期に墓地が存在していたと考えられる。遺物は

埋土中から五輪塔（空風輪、水輪）が出土している。5区W－4号溝跡は4区W－3号溝跡から南へ向かっ

て分岐している。5区W－5号溝跡はW－3号溝跡底面部分から西へ分岐している。上面はW－3号溝跡内

の道路面から硬化面が連続している。各溝の規模など詳細については小見HI・溝跡一覧表（Tab．6）にまと

めた。

　第5項．井戸跡

　井戸跡は2区で1基、4区で1基、5区で2基が検出されている。この中で、5区1－2号井戸跡は埋土

の状況から古代以前の可能性が高い。他のものは埋土の様子から中世以降が考えられる。遺物では2区1－

1号井戸跡から常滑広口壷、5区1－1号井戸跡から茶臼が出土している。規模等の詳細については井戸跡

一覧表（Tab．7）にまとめた。

　第6項土坑

　土坑としたものは26基が検出されている。この中で4区で検出されたD－4～6号土坑は採土坑の可能性

が高い。同じく4区で検出されたD－2号土坑は埋土中に多量の焼土が混入し、周辺にはピット群が検出さ

ている。D－2号土坑とピット群との関連が考えられる。規模等の詳細については土坑一覧表（Tab．8）に

まとめた。

第7項土坑墓

土坑墓は古代と想定されるもの1基、埋土の状況から中世以降が想定されるもの4基で、計5基が検出さ
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れている。古代と想定される2区D　B－1号土坑墓は2区H－25号住居跡と重複し、同住居跡より新しい。

人骨の遺存状況は不良で埋葬形態は不明である。遺物は緑紬陶器皿、灰粕陶器耳皿、須恵器小皿、須恵器椀

が出土している。土坑墓の詳細については土坑墓一覧表（Tab．9）にまとめた。

　第8項集石

4区s－1号集石（Fig，36、PL．11・12）

　位置　X77・78、Yl65～167グリッド　形状等　東西（2．76）m、甫北7．98m、深さ0．50m。西側が調査区

外となるため全容は不明。検出部分では掘り込み底面形状ともに不整形である。拳大から人頭大の礫が多量

に出土していて、これに混入して中世陶器が出土している。　時期　埋土の状況や出土遺物から中世以降と

考えられる。

第VI章　元総社草作V遺跡

第1節　遺構と遺物

　第1項　竪穴住居跡

H－1号住居跡（Fig。37、PL．12〉

　位置　X84・85、Y200・201グリッド　主軸方位　N－82。一E　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。

東西3．65m、南北（3．95）m、壁現高0．14m。　床面　やや凹凸がある。全体にしまっている。凹凸を埋める

程度に黒褐色土を敷いている。　竈　東壁に付設される。黒褐色粘質土の構築材がわずかに残存する。　壁

溝　西辺と甫辺西寄りに検出されている。　貯蔵穴　南東に検出されている。楕円形で北及び東に中段を有

する。　重複　H－2・3・23号住居跡、W－2号溝跡より古い。　時期　出土遺物から6世紀後半から7

世紀前半と考えられる。　出土遺物　土師器鉢1点、土師器壷1点を図示した。

H－2号住居跡（Fig．13、PL。12）

　位置　X84、Y200グリッド　主軸方位　不明。　形状等　北側が調査区外となり、東側はW－2号溝跡、

H－1・23号住居跡に切られるため全容は不明。東西（1．79）m、甫北（2．15）m、壁現高0．05m。　床面

やや凹凸がある。全体にしまっている。検出部のほぼ中央に床下土坑が検出されている。　竈　不明。　壁

溝　西辺に検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複　H－1・23号住居跡より新しく、W－2号溝跡、

D－5号土坑より古い。H－3号住居跡との関係は不明。　時期　出土遺物か、ら9世紀から10世紀と考えられ

る。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－3号住居跡（Fig．37、PLl2）

　位置　X84、Y200・201グリッド　主軸方位　N－192。一E　形状等　東側がW－2号溝跡に切られ、北

側がH－2号住居跡と重複するため、全容は不明。東西（1．87〉m、南北（1。48）m、壁現高0．07m。　床面

やや凹凸がある。全体にしまっている。竈前に床下土坑が2基検出されている。　竈　南に付設され壁面を

掘り込んで燃焼部を構築される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　W－2号溝跡、H－2号住居跡

との関係は不明。　時期出土遺物からll世紀前半と考えられる。　出土遺物須恵器圷1点、瓦1点、鉄

製品2点を図示した。
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H－4号住居跡（Fig。37、PLl2）

　位置　X82・83、Y202・203グリッド　主軸方位　N－100。一E　形状等　西側が調査区外となるため、

全容は不明。東西（3．14〉m、南北5．30m、壁現高0．07m。　床面　地山を直接床としている。やや凹凸があ

る。西寄りでは重複するH－6号住居跡埋土中に床を貼っている。　竈　東壁甫寄りに付設される。遺存は

不良で構築材を抜きとった痕跡がみられる。　壁溝　北辺に検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複

H－5・6号住居跡より新しい。　時期　出土遺物から10世紀前半と考えられる。　出土遺物　須恵器小型

壷1点、灰粕陶器椀1点、羽釜2点を図示した。

H－5号住居跡（Fig．37）

　位置　X82、Y201・202グリッド　主軸方位　N－122Q－E　形状等　西側が調査区外となり、南側は

H－4号住居跡に切られるため全容は不明。東西（2．55）m、南北（2．73）m、壁現高0，03m。　床面　地山

を直接床としている。ほぼ平坦である。　竈　不明。　壁溝　北辺に検出されている。　貯蔵穴　不明。

　重複　H－4・6号住居跡、D－4号土坑より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。

出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－6号住居跡（Fig。38〉

　位置　X82、Y202・203グリッド　主軸方位　N－860－E　形状等　西側が調査区外となるため全容は

不明。東西（0．66）m、南北（4．03）m、壁現高0．10m。　床面　3層上面が床とみられるが明瞭ではなく、

H－4号住居跡構築の際にすでに掘削された可能性もある。　竈　東壁南寄りに付設される。遺存は不良で

ある。　壁溝　北辺に検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複　H－5号住居跡より新しく、H－4号住

居跡より古い。　時期　出土遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみら

れなかった。

H－7号住居跡（Fig．13）

　位置　X82、Y201グリッド　主軸方位不明。　形状等竈のみの検出のため詳細不明。東西（0。25）m、

南北（1．17）m、壁現高0．02m。　竈　東壁に付設される。部分的な検出で詳細不明。　壁溝　不明。　貯蔵

穴　不明。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられな

かった。

H－8号住居跡（Fig。13）

　位置　X82、Y204グリッド　主軸方位　N－87。一E　形状等　竈のみの検出のため詳細不明。東西

（0．13）m、南北（1．10）m、壁現高0．06m。　竈　東壁に付設される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時

期　出土遣物から10世紀中頃と考えられる。　出土遺物　須恵器椀1点を図示した。

H－9号住居跡（Fig13〉

　位置　X82、Y204・205グリッド　主軸方位　N’一1020－E　形状等　竈を含む東側一部のみ検出のため

詳細不明。東西（0．68）m、南北（1．64）m、壁現高0．02m。　床面　検出できた部分でほぼ平坦。凝灰岩質

砂岩の地山を床≧している。　竈　東壁に付設される。　壁溝　北辺に検出されている。　貯蔵穴　不明。

　時期　出土遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－10号住居跡（Fig。13）

　位置　X82、Y205グリッド　主軸方位　不明。　形状等　竈煙道のみの検出のため詳細不明。東西（α69）

m、南北（0．28）m、壁現高0．llm。　竈　東壁に付設される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時期　出

土遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　鉄製品（釘）1点、鉄製品（鉄鎌）1点を図示した。
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H－11号住居跡（Fig．38、PL．12・13）

　位置　X83・84、Y208・209グリッド　主軸方位　N－98。一E　形状等　西側が調査区外となり、北側

はW－1号溝跡、D－16号土坑に切られるため、全容は不明。東西（3．73）m、南北（4。45）m、壁現高0．08

m。　床面　D－20号土坑埋土内を床としている。全体に硬い土質で硬化部分は特定できなかった。甫西寄

りに土坑状の掘り込みが2基検出されている。掘り込み内からは住居跡埋土から連続して馬骨、炭化物が出

土している。　竈　東壁南寄りに付設される。壁面を掘り込んで構築し、凝灰岩質砂岩の加工材を袖石、天

井石に用いている。煙道は燃焼部からほぼ水平に長く延びている。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複

D－20号土坑より新しく、W－1号溝跡、D－16号土坑より古い。　時期　出土した白磁椀から11世紀中頃

から12世紀初頭と考えられる。　出土遺物　白磁椀1点、鉄製品（鉄鎌）1点を図示した。

H－12号住居跡（Fig。38、PL．13）

　位置　X83、Y209・210グリッド　主軸方位　N－103。一E　形状等　西側が調査区外となり全容は不明。

東西（3．13〉m、南北4。32m、壁現高0．10m。　床面　全体に硬い土質で硬化部分は特定できなかった。西寄

りに被熱により著しく焼土化し、硬くしまっている箇所が検出されている。中央部にはピットが検出されて

いるが、埋土上面は硬化している。本遺構に伴うものかは不明瞭。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘

り込んで構築される。煙道は燃焼部からほぼ水平に長く延びている。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重

複　H－13・15号住居跡より新しい。　時期特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物掲載可

能な遺物の出土はみられなかった。

H－13号住居跡（Fig。39、PL13）

　位置　X83・84、Y209・210グリッド　主軸方位　N－98。一E　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。

東西3．76m、南北5．12m、壁現高0．27m。　床面　北半では地山を床としているが、甫半では凹凸を埋める程

度に黒褐色土を敷いている。ピットは8基検出されているが性格は不明瞭。P－4・6・8では上面に貼床

が施されている。北寄りは間仕切り状の溝が検出されている。　竈　東壁南寄りに付設され、壁面を掘り込

んで構築される。凝灰岩質砂岩の加工材を袖石、支脚に用いている。焚き口は広く支脚は2基検出され、い

ずれも小皿が被せられ、これも被熱を受けている。　壁溝　北辺に検出さている。　貯蔵穴　南東隅に検出

（P－7）されている。長方形で南側はオーバーハングする。　重複　H－14～16号住居跡より新しく、

H－12号住居跡より古い。　時期　出土遺物から10世紀後半と考えられる。　出土遺物　須恵器小皿3点、

須恵器蓋1点、鉄製品（釘）1点を図示した。

H－14号住居跡（Fig．13、PLl3）

　位置　X84、Y210グリッド　主軸方位　不明。　形状等　北側をH－12・13号住居跡に切られ全容は不明。

東西（2．55）m、南北（0．38）m、壁現高0．04m。　床面　検出部分でほぼ平坦。凝灰岩質砂岩の地山を床と

している。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－13・15号住居跡より古い。　時期

出土遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－15号住居跡（Fig。39）

　位置　X83・84、Y209・210グリッド　主軸方位　N－70。一E　形状等　東側をH－13号住居跡に切ら

れるため全容は不明。東西（3．16）m、南北4．57m、壁現高0．34m。　床面　ほぼ平坦である。全体に硬い土

質で硬化部分は特定できなかった。3～5cmの厚さで黒褐色土を貼っているが北側では凝灰岩質砂岩の弛山

を床としている。　竈　不明。　壁溝　北辺に検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複　H－12～14号住

居跡、D－19号土坑より古い。　時期　出土遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺
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物の出土はみられなかった。

H－16号住居跡（Fig40、PL．13）

　位置　X84・85、Y208・209グリッド　主軸方位　N－680－E　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。

東西4．25m、南北4．97m、壁現高0．18m。　床面　黒褐色土を3～10cmの厚さで貼っている。：P－1～4の4

基が主柱穴とみられる。　竈　北東壁中央やや南寄りに付設される。地山と同質の凝灰岩質砂岩の加工材を

両袖に用いている。構築材として用いられたとみられる土師器甕が出土している。　壁溝　なし。　貯蔵穴

南東隅に検出されている（P－5）。円形。　重複　H－13号住居跡、D－8号土坑より古い。　時期　出土

遺物から6世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器甕2点を図示した。

H－17号住居跡（Fig．13）

　位置　X84・85、Y211グリッド　主軸方位　N－10－E　形状等　南側が調査区外となるため全容は不

明。東西2．58m、南北（0．57）m、壁現高0．02m。　床面　ほぼ平坦である。黒褐色粘質土を床とする。　竈

北壁東寄りに付設される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不

明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－18号住居跡（Fig，41）

　位置　X83・84、Y211グリッド　主軸方位　N－810－E　形状等　東及び南側が調査区外となるため全

容は不明。東西（3．53）m、南北（1．57）m、壁現高0．04m。　床面　ほぼ平坦である。黒褐色粘質土を床と

する。　竈　東壁に付設される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　時期　出土遺物からll世紀前半から中

頃と考えられる。　出土遺物　須恵器小皿2点を図示した。

H－19号住居跡（Fig。40、PL．14）

　位置　X86・87、Y210グリッド　主軸方位　N－93。一E　形状等　主軸方向が長軸となる長方形。東西

3ρlm、甫北2．83m、壁現高0．25m。　床面　ほぼ平坦である。D－18号土坑埋土を床としている。全体に硬

い土質で硬化部分は特定できなかった。サ竈　東壁南寄りに付設される。壁面を掘り抜いて構築され、凝灰

岩質砂岩砂加工材を支脚に用いている・煙道はトンネル状に掘り抜かれていたとみられ・燃焼部から緩い傾

斜で長く延びている。燃焼部側壁と煙道部内壁で被熱による焼土化が顕著である。　壁溝　なし。　貯蔵穴

なし。　重複　H－21号住居跡、D－18号土坑より新しい。　時期　出土遺物から11世紀前半と考えられる。

　出土遺物　土師器小皿1点、須恵器圷1点を図示した。

H－20号住居跡（Fig．13）

　位置　X86、Y210グリッド　主軸方位　不明。　形状等　竈煙道部のみの検出のため、全容は不明。東西

（0．68）m、南北（α25〉m、壁現高0。35m。　竈　西竈とみられる。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複

　D－20号土坑より古い。一時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の

出土はみられなかった。

H－21号住居跡（Fig。41、PL．14）

　位置　X86、Y209・210グリッド　主軸方位　N－66。一E　形状等　主軸方向が短軸となる長方形。東

西2．48m、南北3．00m、壁現高0．23m。　床面　ほぼ平坦である。灰色シルト質土の地山に黒褐色土を薄く貼

っている。　竈　東壁中央やや南寄りに付設される。暗褐色粘質土で袖を構築される。南側をD－20号土坑

に切られる。　壁溝　なし。　貯蔵穴　不明。　重複　H－19号住居跡、1－2号井戸跡、D－20号土坑よ

り古い。　時期　出土遺物から7世紀後半から8世紀初頭と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点、石製

品（紡錘車）1点を図示した。
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H－22号住居跡（Fig．13、PLl4）

　位置　X85、Y203グリッド　主軸方位　N－1070－E　形状等　西側がH－29号住居跡、南側がH－30

号住居跡に切られ全容は不明。東西（1．86）m、南北（3。90）m、壁現高0．05m。　床面　ほぼ平坦である。

検出部分のほぼ中央に被熱により焼け締まった箇所が検出されている。3～10cmの厚さで黒褐色土を貼って

いる。検出部分北西寄りにピット（P－1）が検出されている。P－2は床下から検出された土坑状の掘り

込みである。　竈　不明。　壁溝　検出部分で全周する。　貯蔵穴　不明。　重複　H－29・30号住居跡、

D－21・27号土坑より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物

の出土はみられなかった。

H－23号住居跡（Fig．41、PLl4）

　位置　X84・85、Y200グリッド　主軸方位　N－258。一E　形状等　北側が調査区外となり全容は不明。

東西（2．31）m、南北（3．17）m、壁現高0．15m。　床面　凹凸がある。凝灰岩質砂岩の地山を床としている。

　竈　西壁に付設される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　なし。　重複　H－1・2号住居跡より新しく、W－

2号溝跡より古い。H－3号住居跡との関係は不明。　時期　出土遺物から9世紀代と考えられる。　出土

遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－24号住居跡（Fig．41、PL，14）

　位置　X83、Y203・204グリッド　主軸方位　N－93。一E　形状等　南辺に対して北辺が短くなる長方

形。主軸方向が短軸となる。東西3．28m、甫北3．90m、壁現高0．06m。　床面　凹凸がある。全体にしまって

いる。北寄りでは凝灰岩質砂岩の地山を直接床としている。南半では黒褐色土を3～5cmの厚さで貼ってい

る。竈前面は周辺部に対して3cmほど窪んでいる。　竈　甫東隅に付設される。地山を掘り抜いて構築され

る。煙道は燃焼部からほぼ水平に延びている。南側壁で被熱による焼土化が顕著である。　壁溝　北辺西寄

りに検出されている。　貯蔵穴　なし。　重複　H－25号住居跡より新しい。　時期　出土遺物から10世紀

以降と考えられる。　出土環物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－25号住居跡（Fig。41〉

　位置　X83・84、Y203・204グリッド　主軸方位　N－860－E　形状等　西側がH－24号住居跡に切ら

れ全容は不明。竈北側に半円形の張り出しがあるが、本遺構に伴うものかは不明。東西（1．60）m、南北3．25

m、壁現高α10m。　床面　やや凹凸がある。5～10cmの厚さで黒褐色土を貼っている。　竈　東壁南寄りに

付設される。地山を掘り抜いて構築される。　壁溝　不明。　貯蔵穴　南東に検出されている。円形。北側

に段を有する。　重複　H－26号住居跡より新しく、H－24号住居跡より古い。　時期　詳細は不明だが瓦

が出土しているところから律令期以降と考えられる。　出土遺物　宇瓦1点を図示した。

H－26号住居跡（Fig。13）

　位置　X83・84、Y203・204グリッド　主軸方位　不明。　形状等　H－24・25号住居跡に切られるため

全容は不明。東西2．30m、南北（3．32）m、壁現高0．03m。　床面　凹凸がある。5～10cmの厚さで黒褐色土

を貼っている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－24・25・37号住居跡より古い。

　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－27号住居跡（Fig。42、PL．14〉

　位置　X86・87、Y205・206グリッド　主軸方位　不明。　形状等　東側が調査区外となり、南側はW－

1号溝跡に切られ全容は不明。東西（1．09）m、南北（4．18）m、壁現高0．24m。　床面　ほぼ平坦である。

ピットは3基検出されている。P－1・2は西壁に検出されている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴
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不明。　重複　W－1号溝跡より古い。　時期　出土遺物から古墳時代後期と考えられる。　出土遺物　須

恵器高杯1点、土師器甕1点を図示した。

H－28号住居跡（Fig。42、PL14）

　位置　X84、Y202・203グリッド　主軸方位　N－292。一E　形状等　東側をW－1号溝跡に切られるた

め全容は不明。東西（0．88）m、甫北2．75m、壁現高0．11m。　床面　やや凹凸がある。凝灰岩質砂岩の地山

を直接床としている。　竈　南西角に付設される。煙道は燃焼部から緩い傾斜でやや甫に向かって延びてい

る。　壁溝　西辺に検出されている。　貯蔵穴　不明。　重複　H－37号住居跡より新しくW－1号溝跡、

D－5号土坑より古い。　時期　特定できる資料の出土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出

土はみられなかった。

H－29号住居跡（Fig。42、PL15）

　位置　X85、Y202・203グリッド　主軸方位　N－116。一E　形状等西側をW－2号溝跡に切られるた

め全容は不明。東西（1．79）m、南北3．87m、壁現高1．11m。　床面　やや凹凸がある。凝灰岩質砂岩の地山

を床としているが、掘り方の凹凸を埋めるように黒褐色土を貼っている。　竈　南東角に付設され、壁面を

掘り込んで構築される。四角柱状の凝灰岩質砂岩の加工材を用いている。周辺からは構築材として用いられ

たとみられる瓦片が出土している。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－22・30号住居跡、D－28

～30号土坑よ．り新しく、W－2号溝跡より古い。　時期　出土遺物から10世紀後半からll世紀前半と考えら

れる。　出土遺物　羽釜1点、鉄製品（釘〉1点を図示した。

H－30号住居跡（Fig．42、PL15〉

　位置　X84・85、Y204・205グリッド　主軸方位　N－103。一E　形状等　西側をW－1号溝跡に切られ

るため全容は不明。北東隅に楕円形の掘り込みが検出されている。本住居跡に伴う張り出しと考えられたが

断定はできなかった。東西（2．43）m、南北4．22m、壁現高0．11m。　床面　ほぼ平坦である。北寄り部分で

は凝灰岩質砂岩の地山を床としている。南半では凹凸を埋めるように黒褐色土を貼っている。中央やや北寄

りで被熱による焼土化が認められる。西寄りでは貼床下から円形の掘り込み（P－1～3）が検出されてい

る。　竈　東壁甫寄りに付設され、壁面を掘り抜いて構築されている。煙道は燃焼部からほぼ水平に延びて

いる。凝灰岩質砂岩の加工材を、両袖石、支脚に用いている。燃焼部から煙道にかけての側壁上面で、被熱

による焼土化が顕著である。　壁溝　東辺に検出されている。　貯蔵穴　南寄りに円形の掘り込みが検出さ

れているが、性格不明。　重複　且一22号住居跡より新しく、H－29号住居跡、W－2号溝跡より古い。

時期　出土遺物からIO世紀後半からll世紀前半と考えられる。　出土遺物　羽釜2点を図示した。

H－31号住居跡（Fig。13、PL15）

　位置　X83、Y205・206グリッド　主軸方位　N－860－E　形状等　W－1・2号溝跡に切られるため

全容は不明。東西（4．25〉m、南北（3．96）m、壁現高0．19m。　床面　凝灰岩質砂岩の地山を床とする。

　竈不明。　壁溝不明。　貯蔵穴不明。　重複　H－32号住居跡より新しく1－1号井戸跡より古い。

D－25号土坑との関係は不明瞭。H－33号住居跡と重複するが、埋土からは判断できず、また、床面の高低

差もなく、新旧関係は捉えられなかった。　時期　出土遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲

載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－32号住居跡（Fig．13、PLl5）

　位置　X83、Y205グリッド　主軸方位　N－88。一E　形状等　隅部がわずかに検出されたのみ。全容は

不明。東西（0．65）m、南北（0．54）m、壁現高0．19m。　床面　凝灰岩質砂岩の地山を床とする。　竈　不
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明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－31・33号住居跡より古い。　時期　特定できる資料の出

土はなく詳細不明。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－33号住居跡（Fig．13、PLl5）

　位置　X83・84、Y205・206グリッド　主軸方位　N－96。一E　形状等　W－1・2号溝跡に切られる

ため全容は不明。東西（2．52）m、南北（1．74）m、壁現高0．12m。　床面　凝灰岩質砂岩の地山を床とする。

　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。　重複　H－32号住居跡より新しい。H－31号住居跡と重複

するが、埋土からは判断できず、また、床面の高低差もなく、新旧関係は捉えられなかった。　時期　出土

遺物から10世紀以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

H－35号住居跡（Fig．43、PLl5）

　位置　X84・85、Y205・206グリッド　主軸方位　N－81。一E　形状等南側をW－1号溝跡に切られ

るため全容は不明。東西（3．31）m、南北2．50m、壁現高0．21m。　床面　遺存している西寄りではほぼ平坦。

黒褐色土を部分的に貼っている。主柱穴とみられるピット2基が検出されている。　竈　床面西寄りからわ

ずかながら粘土、土師器甕片が出土し、これから判断して西竈の可能性が高い。　壁溝　検出部分で全周す

る。　貯蔵穴　不明。　重複　且一36号住居跡、W－1・2号溝跡、1－6号井戸跡、D－22～24号土坑よ

り古い。　時期　出土遺物から6世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷1点、甕2点、滑石製臼玉

1点を図示した。

H－36号住居跡（Fig。43、PLl6）

　位置　X85、Y205グリッド　主軸方位　不明。　形状等　西側をW－1号溝、南側を1－6号井戸跡、

D－22・23号土坑に切られるため全容は不明。東西3．63m、南北2。13m、壁現高0．24m。　床面　ほぼ平坦で

ある。黒褐色土を3～5cmの厚さで貼っている。北壁付近では凝灰岩質砂岩の地山を床とする。　竈　不明。

　壁溝不明。　貯蔵穴不明。　重複　H－35号住居跡より新しく、1－6号井戸跡、D－22・23・、24号

土坑より古い。　時期　出土遺物から8世紀後半から末と考えられる。　出土遺物　須恵器小皿1点、須恵

器椀1点を図示した。

H－37号住居跡（Fig43、PLl6）

　位置　X83・84、Y202・203グリッド　主軸方位　不明。　形状等　東西方向が長軸なる長方形とみられ

る。H－28号住居跡、W－2号溝跡に切られるため全容は不明。東西（3．98）m、南北2．20m、壁現高0．08m。

　床面　ほぼ平坦である。凹凸を埋める程度に黒褐色土を貼っている。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵

穴不明。　重複　H－26号住居跡より新しくH－28号住居跡、W－2号溝跡より古い。　時期　出土遺物

から6世紀後半と考えられる。　出土遺物　土師器圷3点を図示した。

H－38号住居跡（Fig．13）

　位置　X82、Y200グリッド　主軸方位　不明。　形状等　甫東隅部分のみの検出で詳細は不明。東西

（0．84）m、甫北（0。45〉m、壁現高0．02m。　床面　不明。　竈　不明。　壁溝　不明。　貯蔵穴　不明。

　時期　出土遺物から9世紀から10世紀前半と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられな

かった。

　第2項溝跡

w－1号溝跡（Fig。44、PL16）

　位置　X84～87、Y206・207グリッド　主軸方位　N－1100－E　形状等　断面形状は逆台形で、ほぼ直
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線に走行している。検出長（1725）m、上幅4．93m、下幅1．33～1£7m、深さ1．781h。東壁での土層観察によ

ると、北側では南側に比して、立ち上がりが高くなり、北側に土塁が構築されていたと考えられる。南側面

には本溝跡埋没過程（10層）に2基の土坑（D－31・32号土坑）が掘り込まれている。　時期　埋土の状況

から中世以降と考えられる。　出土遺物　掲載可能な遺物の出土はみられなかった。

W－2号溝跡（Fig．44、PL．16〉

　位置　X84・85、Y200～206グリッド　主軸方位　N－5。一E　形状等　断面形状は浅い「U字」状で、

ほぼ直線に走行している。検出長（23．50〉m、上幅2．86m、下幅0．31m。　所見　断面形状や南寄りの一部で

底面の硬化が観察されたことから、道路として使用されていた可能性がある。また、W－1号溝跡に切られ、

同溝跡以南では検出されていない。W－1号溝跡南ではD－16号土坑とした不整形な落ち込みがあり、同土

坑は出土遺物や埋土の状況から中世と考えられる遺構であり、W－2号溝跡はこれとの関連が考えられる。

　時期　出土遺物や埋土の様子から中世以降と考えられる。　出土遺物　須恵器小皿1点、常滑広口壷1点

を図示した。

　第3項井戸跡

　井戸跡は5基が検出されている。いずれも埋没土の状況などから判断して、中世以降と考えられる。規模

などの詳細は井戸跡一覧表（Tab．13）にまとめた。

　第4項土坑

　土坑は33基が検出されている。この中で、円形の掘り込みが連続して複数掘り込まれた痕跡として捉えら

れたものがある。D－12・18・20・22・23号土坑がこれにあたり、掘削された地層から、粘質土を採取した

痕跡ではないかと判断された。さらに、D－23号土坑内に検出されたD－24号土坑としたものは、粘質土の

下層にあたる凝灰岩質砂岩層を長方形に掘り込んだ痕跡として検出されている。D－16号土坑は北側がW－

1号溝跡に切られ全容は不明であるが、浅い不整形の落ち込みである。出土した内耳鍋や埋土の様子から中

世以降が考えられる。W－1号溝跡に切られるため明言はできないが、W－2号溝跡との関連が考えられる。

D－31・32号土坑はW－1号溝跡南側面に検出されたもので、同溝跡埋没過程のある時期に掘り込まれたと

みられる。多量の礫とともに馬骨が出土している。以下に記述したものを含め、規模等の詳細は土坑一覧表

（Tab．14）にまとめた。

D－20号土坑（採土坑）（Fig．46、PLl6）

　位置　X83・84、Y207・208グリッド　形状等　不整形。長軸（7．42〉m、短軸（4。62）m、深さ（0．21）

m。底面形状は径0．9～3．02mの土坑状の掘り込みが複雑に重複している様相をみせている。この中に15～28

cmほどの方形のピットが検出されている。土層観察ではピット部分の埋没が先行している。本遺構に伴う可

能性が高いが性格は不明。　重複　H－11号住居跡、D－8・16号土坑より古い。　所見　にぶい黄褐色粘質

土（基本層序V層）を掘り込んでいるところから、採土坑としての性格が考えられる。　時期　古代以前と

想定される。須恵器蓋を図示したが、流れ込みとみられ時期の特定には結びつかないとみられる。　出土遺

物　須恵器蓋1点を図示した。

D－22号土坑（採土坑）（Fig，47、PLl7）

　位置　X85、Y205・206グリッド　形状等　不整形。長軸2．81m、短軸1．27m、深さ0．32m。底面形状は0．5

m～0．9mの土坑状の掘り込みが連続して掘り込まれた様相をみせている。D－23号土坑と同質の遺構とみら
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れる。　重複　H－35・36号住居跡より新しい。　所見　にぶい黄褐色粘質土（基本層序V層）を掘り込ん

でいるところから、採土坑としての性格が考えられる。　一時期　出土遺物から10世紀代と考えられる。　出

土遺物　羽釜1点を図示した。

D－23号土坑（採土坑）（Fig。47、PL．17）

　位置　X84・85、Y206グリッド　形状等　不整形。長軸2．70m、短軸（2。09）m、深さ0．17m。0．3～1．3m

の円形、楕円形の掘り込みが連続して掘り込まれた様相をみせている。D－22と同質の遺構とみられる。

重複　H－35・36号住居跡より新しくW－1号溝跡より古い。　所見　にぶい黄褐色粘質土（基本層序V層）

を掘り込んでいるところから、採土坑としての性格が考えられる。　時期　出ニヒ遺物から10世紀代と考えら

れる。　出土遺物　羽釜1点を図示した。

D－24号土坑（採土坑）（（Fig。47、PL．17〉

　位置　X85、Y206グリッド　形状等　長軸（1．61）m、短軸（0．67）m、深さO．28m。長方形か。甫側を

W－1号溝跡に切られるため全容は不明だがおそらくは直線を基調とした形状とみられる。凝灰岩質砂岩の

地山（基本層序W層）を長方形に切り出した痕跡と考えられる。D－22・23号土坑との関連が考えられる。

重複　H－35・36号住居跡より新しく、W－1号溝跡より古い。　時期　埋土の様子から古代以前と考えら

れる。

　第5項土坑墓

　土坑墓は3基検出され、いずれも埋土の状況から中世以降が想定されるものである。各土坑墓の詳細は土

坑墓一覧表（Tab．15）にまとめた。

　第6項火葬跡
1号火葬跡（（Fig。47、PL．17）

　位置　X85、Y210グリッド　形状等　長軸0．86m、短軸0．57m。深さ0．10m。楕円形。　埋土　多量の炭化

物とこれに混入して焼骨が出土している。　時期　出土遺物はなく断定はできないが、埋土の状況から中世

以降と考えられる。

第’W章　まとめ

　本遺跡からは縄文時代中期、古墳時代後期から奈良・平安時代、中世以降の各時代にわたる資料が得られ

ている。この中で量的な主体を占めるのは6世紀からll世紀にかけての遺構と遺物である。

　本遺跡は、国府推定域の北西側に近接し、また、調査区の西には国分僧寺、北側には国分尼寺が隣接する

地域である。ここでは元総社遺跡群で適用されている従来の時期区分にしたがい、1期（～7世紀前半、律

令期以前〉、1期（7世紀後半～10世紀初頭、律令期）、皿期（10世紀前半～、律令以後）の3期に大別して

集落跡を概観する。『

1期（～7世紀前半）

　縄文時代の遺構は竪穴住居跡が2区から1軒検出されている。平面プランは円形で、遺物では加曾利E4

式の土器が出土している。・
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　　　　　　　　　　　　　Fig．5　時期別の竪穴住居跡の主軸方向

　6世紀から7世紀前半の住居跡は、時期の想定ができたもので17軒が検出されている。元総社小見皿遺跡

2区から元総社草作V遺跡にかけて広く検出されているが、3区南寄りから4区北寄りにややまとまりがみ

られる。主軸方向はN－67。一EからN－870－Eの範囲にまとまり、平均値はN－780－Eである。竈は

東壁中央やや南寄りに敷設されるものが大半である。

　古墳時代の出土遺物は、小見皿遺跡では6世紀前半から、草作V遺跡では6世紀後半から見られ始める。

小見皿・2区H－4号住居跡からは、6世紀前半頃の土師器圷とともに在地産と思われる無蓋の小型高圷が

出土している。6世紀後半には小見皿遺跡、草作V遺跡ともに土師器の圷・甕が比較的多く出土し、引き続

き在地産須恵器も出土している。小見皿遺跡の5区H－1号住居跡からは底部手持ち箆削り調整の須恵器圷

と体部の器厚の厚い壷が出土している。鉄製品では6世紀代の左鎌が出土している。

II期（7世紀後半～10世紀初頭）

　この時期に該当する住居跡は、時期の想定ができたもので27軒が検出されている。調査区全域に分布して

いるものの、とくに2区南寄りで密度が高い。主軸方向は：N－70。一Eから：N－800－Eの範囲にまとまり、

平均値はN－78。一Eである。P 面形状は整った方形を呈するものが多い。主柱穴と想定されるピットが検

出されたのは3区H－15号住居跡のみである。竈は東壁中央もしくは東壁南寄りに付設されるものが大半で

あるが、小見皿・3区H－22号住居跡では西壁南端に、小見皿・3区H－4号住居跡では南壁に、小見皿・

5区H－2号住居跡、草作V・且一23号住居跡では西壁に付設されている。

　この時期の出土遺物は、小見皿遺跡では7世紀後半から8世紀前半代の須恵器や土師器が多く出土してい

る。小見皿・2区H－29号住居跡からは、底部手持ち箆削り調整の「ハ」の字に開く蓋模倣須恵器圷が出土し

ている。共伴する土師器の甕や須恵器の蓋は7世紀後半頃のものである。小見皿・2区H－14号住居跡や小

見皿・3区H－1号住居跡からは7世紀末～8世紀前半頃の暗文の入った土師器杯が出土している。草作V

遺跡では、7世紀後半から末頃の須恵器がH－13号住居跡やD－20号ニヒ坑から出土している。

皿期（10世紀前～）

　この時期に該当する住居跡は、時期の想定ができたもので27軒が検出されている。調査区全域に広く分布

しているが、とくに、元総社草作V遺跡では10世紀後半からll世紀と想定される住居跡が高い密度で検出さ
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れている。主軸方向はN－780－EからN－1040－Eの範囲にまとまり、平均値はN－90。一Eである。掘

り込みが浅いものが多く、竈は東壁甫隅に壁面を掘り抜いて構築され、煙道が水平に長く延びるものが多い。

　この時期の出土遺物は、両遺跡とも10世紀後半から11世紀前半頃の羽釜、椀、小皿、灰粕陶器等が見られ

る。小見皿・2区H－25号住居跡からは、10世紀後半頃の灰粕椀と10世紀後半から11世紀前半頃のロクロ土

師器椀や小皿とともに国分僧寺出土鬼瓦と同形の鬼瓦片が出土している。

　中世以降の遺構では規模の大きい溝跡が小見皿遺跡3・4・5区、元総社草作V遺跡で検出されている。

本遺跡は中世に長尾氏が古代の国府を引き継いで築城したとされる蒼海城の西方にあたる。蒼海城は同心円

状の築城が発達する以前の城郭発達史上初期の城とされている。主家を中心として、その周辺に有力者が館

をおいて居住し、方眼状の築城が形成されたと想定されている。今回の調査で検出された溝跡は、調査範囲

の制約から、その全体像を捉えることはできなかったが、蒼海城に関する碁盤目状の堀割りの一部が検出さ

れたものと考えられる。

　中世の出土遺物では、溝跡の埋土中から常滑広口壷や内耳鍋、石鉢、五輪塔部材、硯石等が出土している。

草作V・W－2号溝出土の常滑片は13世紀前半のもので、朱描花文の土師質土器小皿片も出土している。小

見皿・2区1－1号井戸出土の常滑広口壷は13世紀後半のものである。小見皿・5区W－3号溝出土の灰紬

小皿は粕調や形が16世紀前半代の大窯期のものと思われる。

　採土坑について

　遺跡内は黒褐色粘質土が堆積する旧谷地形とみられる地区がある。小見皿・1区全域、2区北端部、南端

部、草作V遺跡南半部がこれに相当する。

　元総社小見皿遺跡、元総社草作V遺跡ともに、この旧谷地形の地点から、円形の土坑が繰り返し掘り込ま

れた遺構が検出されている。小見皿・2区D－3・8号土坑、4区D－4～6号土坑、草作V遺跡ではD－

12・18・20・22・23号土坑がこれにあたる。これらの土坑はにぶい黄褐色粘質土層（基本層序V層〉を掘り

込み、凝灰岩質砂岩層（基本層序W層）まで達している。これらの土坑は粘性の強いV層を採取する目的で

掘り込まれた可能性が考えられる。本遺跡の住居跡竈はこの粘質土に似た土質のものが多くみられ、竈構築

材などに用いる粘質土採取を目的とした採土坑が繰り返し掘られた痕跡と考えられる。

　さらに、草作V・D－24号土坑は粘質土の下層にあたる凝灰岩質砂岩層を長方形に掘り込んだ痕跡として

検出されているg「鳥羽遺跡」（群馬県埋蔵文化財調査事業団1990）では凝灰岩質砂岩層を長方形に連続的に

掘り込んだ遺構が検出されている。掘り込み内には取り残したと考えられる用材も検出されている。遺構の

性格として、竈焚口部を形成する袖材やこれに架かる天井材などに使用する構築材を採取した痕跡とされる。

元総社草作V遺跡D－24号土坑はこれと酷似し、同様の目的で掘り込まれたものでほぼ間違いないとみられ

る。本遺跡を含め、周辺地区では同質の加工材を竈に使用した例が数多くみられる。

　草作V遺跡H－11号住居跡出土白磁椀について

　元総社草作V遺跡ではH－11号住居跡から白磁椀が出土している。白磁椀は竈内燃焼部のやや北寄りから

出土しいる。H－11号住居跡は埋土中から多量の炭化物と馬骨が出土しているなど、他の住居跡にはない特

徴を示している。住居内から時期を示す他の遺物は出土していない。

　白磁椀は体部は直線的に開き、玉縁を有する。高台は厚く、削り出しはわずかである。胎土はやや灰色気

味の白色である。粕は黄色を帯びた白色で外面体部下半と底部には施粕していない。見込みには沈線は巡ら
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ない。博多遺跡群第56次調査S　K：0281からは1・IV・V期の白磁椀が多量に出土している。こめうちIV期の

ものでは見込みに沈線が巡るものとないものが出土していて、沈線が巡るものの比率が半数以上を占めてい

る。本遺跡で出土した白磁椀は前述の特徴から大宰府分類におけるIV－1類に相当するとみられ、ll世紀中

葉から12世紀初頭が想定される。

　東関東の出土例では官衙、寺院遺跡からの出土がほとんどである。元総社草作V遺跡周辺では出土例は比

較的多く、閑泉樋遺跡、寺田遺跡、元総社明神遺跡W、天神遺跡、鳥羽遺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域、

山王廃寺で出土例がある。いずれも国府推定域内や寺院内、もしくはその周辺部に位置している。本遺跡は

推定国府域の西辺にあたり、国分僧寺・尼寺にも近接している。H－11号住居跡の性格特定は困難であるが、

今回の白磁椀の出土はこれらの周辺地区との関連が考えられる。
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Tab．2　小見皿・竪穴住居跡（縄文〉一覧表

地区 遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 炉 壁溝 貯蔵穴 主な出土遺物 時　期
グリッド 東西 南北 壁高

2区 J－1 X76・77、Y134・135 （425） 5．57 0．11 円形 有 無 無 深鉢 加曾利E式

Tab．3　小見皿・竪穴住居跡（古墳～平安）一覧表

地区 遺構名
位　　置 規模（m）

平面形状 主軸方位 竈 壁溝
貯蔵 重複

く新
主な出土遺物 時　期

グリッド 東西 南北 壁高

1区 H－1
X75・76、

l21
2．68 3．71 0．53

横長長方
形 N－90。一E 東（甫寄り） 有 南東 H－2＜

須恵器蓋、須
器圷、羽釜 8C中

1区 H－2
X76、
121・122

（1．76） 3．22 0．39 不明 不明 不明 有 不明 ＜且一1 8C

1区 亘一3
X75・76、
l24・125

3．00 ［2。75］ 0．13
縦長長方

形 N－72Q－E東（甫寄り） 無 無 H－4＜ 羽釜 lOC

1区 H－4
X75・76、
l25、126

3．32 2．35 O．44 不明 N－78。一E 東（南寄り） 有 無 ＜H－3
須恵器蓋、須

器圷 8C前

1区 H－5 X72、Y121 一 一 一 不明 不明 東 不明 不明 竈のみ

2区 H－1 欠　　　番

2区 H－2
X75、
l36・137

2．68 408 0．24
横長長方

形 N－88。一E 東（南寄り） 無 無 宇瓦、鉄製品
刀子・釘）

律令以降

2区 H－3 欠　　　番

2区 H－4
X74、
138・139

（193） 3．89 0．55 不明 N－79。一E 東（南寄り） 有 南東 土師器圷、須
器高圷 6C前

2区 H－5
X74・75
l38・139

2．12 3．85 0．30
横長長方

形 N－81。一E 東（南寄り） 有 無

須恵器椀、小
、灰粕陶器
皿、羽釜、
製品（刀子）

10C後

2区 H－6 欠　　　番

2区 H－7 欠　　　番

2区 H－8 X75、Y141 2．62 2．83 0．38 正方形 N－90。一E 無 無 無 銅製品（耳環）

2区 H－9
X74・75・
6、Yl41・142 3．53 3．30 0．62

縦長長方
形 N－73。一E 東（南寄り） 無 無 ＜H－10

土師器甕、須
器蓋、須恵
圷、鉄鉢

8C前

2区 H－10
X74・75、
142・143

（214） 4L57 0．37 不明 N－70。一E 東（南寄り） 無 無 H－9＜＜
－20

須恵器圷、鉄
品（環状） 8C

2区 H－ll 欠　　　番

2区 H－12 欠　　　番

2区 H－13 欠　　　番

2区 H－14
X75・76、
l44・145

（2。10） （2。95） 0．33 不明 N－930－E 東 無 無
H－15、

－3＜

土師器甕、土
器圷、須恵
壷

7C末～
C初

2区 H－15
X76・77、
l44・145

3．59 5．54 0．53
横長長方

形 N－83。一E 東（南寄り） 無 無
H－14、

－1
石製摺鉢 7C後

2区 H‘16
X77・78、

l45
4．25 （4。05） 0．50 不明 N－800－E 東 無 南東 8C前

2区 H－17
X78・79、
143・144

（234） 3．42 0．20 不明 N－96。一E 不明 有 不明
※図面内容不 9C

2区 H－18
X77、
140・141

3．12 3．39 0．29 正方形 N－85。一E 東（南寄り） 有 南東 H－29＜

須恵器椀、須
器皿、小皿、

紬陶器椀、
釜

10C後

2区 H－19
X77・78、
l40・141

（3．36） 3．15 0．69 長方形
N－81。一E
南辺での計

測）

不明 不明 不明 H－29＜ 土師器圷 7C後

2区 H－20
X74・75、
l43 一 一 一 不明 N－83。一E 東 不明 不明 H－10＜ 竈のみ
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地区 遺構名
位　　置 規模（m）

平面形状 主軸方位 竈 壁溝
貯蔵 重複

く新
主な出土遺物 時　期

グリッド 東西’ 南北 壁高

2区 H－21
X75・76、
145・146

（2．ll） （2．19） α11 不明 N－75。一E 東 不明 不明 ＜D－3 7C～8

2区 H－22
X74・75、
l34・135

2．68 3．56 0．22
横長長方

形
N－254。一E 西（南寄り）

有（西）

無 ＜D－1 9C

2区 H－23
X76・77、
l39・140

4．05 411 α48 正方形 N－74。一E 東（南寄り） 無 無
H－35＜＜

－18、1

1

土師器甕、須
器蓋、高圷、

皿
8C前

2区 H－24
X75、
l32・133

2．59 3．61 0．34
横長長方

形 N－7go－E東（南寄り） 無 無 H－27＜＜
：一33

須恵器小皿、
粕陶器、皿

10C後～

1C前

2区 H－25
X74・75、

131
2．54 2．99 0．42

横長長方
形 N－70。一E 東 有 無 ＜DB－1

須恵器圷、皿、

粕陶器椀、
瓦

10C後～

1C前

2区 H－26
X77、
l32・133

2．06 482 0．59 不明
N－850－E
南辺での計

測）

不明 有 無
H－30・31
＜D－6
7

須恵器圷、皿、

粕陶器椀、
瓦

10C

2区 H－27X74｛Yl33 1．89 1．60 α03 不明 N－96。一E 東（南寄り） 無 南東 ＜H－24 10C

2区 H－28 欠　　　番

2区 H－29
X77・78

l40・141
3．44 3．49 0．50 正方形 N－57。一E 東（南寄り） 有 南東 ＜H－18・

9

土師器圷、土
器甕、須恵
圷、須恵器 7C後

2区 H－30X77、Yl32（0．64） （0。82） α53 不明 不明 不明 不明 不明 ＜H－26 土師器圷 7C後～
C初

2区 R－31
X77、
133・134

（1．38） （081） （α46） 不明 不明 不明 不明 不明 ＜H－26

2区 H－32
X75・76、
142・143

3．47 3．62 α48 正方形 N－52。一E 東 無 無 D－8＜＜
－1

土師器甕 7C中

2区 H－33X75、Yl32 2．25 （245） 0．03 不明 N－90。一E 東 不明 不明 H－24＜ 土師器圷 11C前

2区 H－34
X77・78、
134・135

（1．96） 2．65 0．55 不明
N－61。一E
南辺での計

測）

不明 有 不明

J－1、D－12＜＜H－36

2区 H－35
X75、
140

（1ρ3） 3．72 0．51 不明
N－81。一E
南辺での計

測）

不明 不明 不明 ＜H－23

2区 H－36
X77・78、
l34

（1ρ7） （2．26） （α59） 不明
N－58。一E
南辺での計

測）

不明 不明 不明 H－31・34

3区 H－1
X75・76、
l49・150

2．68 3．30 α21
横長長方

形 N－goo－E東（南寄り） 有 無 7C末～
C前

3区 H－2
X78・79、
150・151

2．84 3．78 0．38
横長長方

形 N－95。一E 東（南寄り） 無 無 H－3＜＜
－1

10C

3区 H－3
X78、
150・151

（0．94） 3．38 0．24 不明 一 不明 不明 不明 ＜H－2 10C

3区 H－4
X78・79、
l54

（237） 2．55 0．22 不明 N－178。一E 甫 不明 不明 ＜W－1 9C

3区 H－5 X77、Yl58 2．95 2．71 0．06 不整方形 N－IO2。一E 東（南寄り） 無 無 ＜D－8 9C後
3区 H－6 X77、Y159 2．24 （1．65） 0．08 不明 N－90。一E 不明 不明 不明 lOC～

3区 H－7
X78・79、

159
2．90 （IJ7） 0．13 不明

N－91。一E
北辺での計

測）

不明 不明 不明

3区 H－8
X77・78、
l54・155

3．24 3．16 0．31 正方形 N－85。一E 東 無 南東
土師器圷、土

器壷、土師
甕

6C後

3区 H－9
X77・78・
9、

l55・156

くL86 4．99 α17 正方形 N－720－E東（南寄り） 無 南東 ＜D－1 土師器圷 6C後
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地区 遺構名
位　　置 規模（m）

平面形状 主軸方位 竈 壁溝
貯蔵 重複

く新
主な出土遺物 時　期

グリッド 東西 南北 壁高

3区 H－10
X76・77、
155・

56・157

（1。56） （5。02） 0．45 不明
N－64。一E
東辺での計

測）

不明 有 不明 ＜H－17、
－2

土師器圷 6C後

3区 亘一11
X77・78、

l49
2．51 2．37 0．29

縦長長方
形 N－94。一E 東 無 無 H－14＜ 10C～

3区 H－12
X80、

157
（1．18） （132） 0．27 不明

N－810－E
北辺での計

測）

不明 有 不明 ＜W－3．

3区 H－13
X78、

149
1．64 2．39 0．08

横長長方
形 N－96。一E 東（南寄り） 無 無 H－11・15

＜A－1
灰紬陶器椀 10C～

3区 H－14
X77・78、
l48・149

3．25 3．25 0．35 正方形 N－71。一E 東（南寄り） 無 無 ＜H－11・
3、A－1

土師器圷、須
器圷 7C後

3区 H－15
X78・79、
l48・

49・150

（2．58） 5．04 0．55 不明
N－83。一E
北辺での計

測）

不明 有 不明
H－16＜＜

－13、W

1
8C前

3区 H－16
X78・79、

l50
（2．32） （1．51） 0．13 不明

N－76。一E
南辺での計

測）

不明 不明 不明 ＜H－2・
5、W－1

3区 H－17
X76・77、
155・156

（1。34） 2．90 0．11 不明 N－78。一E 東（南寄り） 不明 不明 H－10＜＜
－2

須恵器椀 11C前

4区 H－1 X80、Yl70
（1。08） 2．98 0．07 不明 N－67。一E 東（南寄り） 不明 南東 ＜W－1 土師器杯 7C前

4区 H－2
X81・82、
169・170

（2．70） 3．80 0．18 不明 N－90。一E 不明 有 不明 9C

4区 H－3
X78・79、
l65・166

（276） （2．06） α24 不明 N－79。一E 東（2基検
出） 不明 不明 ＜D－4～ 羽釜 10C

4区 H：一4
X81・82、
l67・168

（1．69） 2．85 O．45 不明 N－90。一E 不明 無 不明 10C～

4区 H－5
X81・82、
l66・167

3．34 （150） （0．52） 不明 不明 不明 有 不明

4区 H－6
X80・81、
l65・166

3．32 4．33 0．53
横長長方

形 N－87。一E 東（南寄り） 無 無 6C～7

4区 H－7
X81、
163・164

（3．56） 3．46 0．29 不明 N－770－E 東か 不明 南東 ＜H－8、W
3、D－1

土師器圷 7C末～
C初

4区 H－8
X81、
163・164

（3．56） 3．46 0．29 不明 不明 不明　、 不明 不明
H－7＜＜
－3、D
1

須恵器高台付
11C前

4区 H：一9 X81、
l62・163

（1．60） （385） 0．38 不明 不明 不明 無 不明 H－20＜＜
－19

須恵器椀、女 9C～10

4区 H－10
X79、
l62

2．23 2．43 0．09 正方形 N－86。一E 東（南寄り） 無 無 土師器圷 6C～7

4区 H－11
X77・78、
162・163

3．49 2．22 0．19
横長長方

形 N－82。一E 東（南寄り） 無 無

4区 H－12
X79・80、
160・161

（211） 4．56 0．36 不明 N－81。一E 東 有 甫東 ＜H－13 6C

4区 H－13
X80・81、
160・161

（3．27） （2．84） 0．12
縦長長方

形
N－115。一E 東（南寄り） 無 無 H－12＜ 9C

4区 H－14
X81、
160・161

（1．00） （357） 0．16 不明 主軸不明 不明 不明 不明 H：一21＜ 10C～

4区 H－15
X77、
l61・162

（1．61） 4．13 0．27 不明
N－4。一E
東辺での計

測）

不明（北か） 不明 不明 H－17＜ 土師器圷 6C後

4区 H－16 欠　　　番

4区 H－17
X77、
161・162

（1．15） （287） 0．27 不明 N－91。一E 東 不明 不明 E－15
6C後～
C

4区 H－18
X77、
162・163

1．04 3．88 （0。26） 不明
N－346。一

（東辺での

計測）

不明（北か） 不明 北東 6C
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地区 遺構名
位　　置 規模（m）

平面形状 主軸方位 竈 壁溝
貯蔵 重複

く新
主な出土遺物 時・期

グリッド 東西 南北 壁高

4区 H－19X81、Yl63（1つ6） （1．17） （0．05） 不明 不明 不明 不明 不明 ＜H－8・

4区 H－20X81、Yl62（1．00） （0．71） （α31） 不明 不明 不明 不明 不明 ＜H－9・
1

4区 H－21X81、Y161
（0。58） （4。62） （0．42） 不明 不明 不明 不明 不明 H－20＜＜

－14

5区 H－1
X81～83、
l75・176

（5．03） （4．08） 0．20 不明
N－81。一E
南辺での計
　測）

不明 有 不明

土師器圷、土
器甕、須恵
圷、須恵器
、石製品

砥石）、滑石
臼玉

6C後

5区 H－2
X80、
176・177

3．69 3．95 0．23
横長長方

形
N－268。一E 西（北寄り） 無 無 ＜W－1 土師器甕

5区 H－3
X82・83、

l85
3．17 （2．97） 0．22 不明 N－90。一E 東 無 不明 須恵器高圷 7C

5区 H－4
X80・81、
184・185

5．03 （2．85） 0．24 不明 N－88。一E 東 有 不明 ＜W－4 滑石製臼玉 10C

5区 H－5
X79、

181
（α74） （0．68） 0．14 不明 不明 不明 不明 不明 ＜W－2、

－4

地区 遺構番号
位　置

南北軸方向
　構　造

西×南北
柱間寸法

一南
時　期

グリッド

3区 B－1
X78・79

154～156
N－154。一E 南北4間 01．5502ユ00alOO1．600 古代以前

4区 B－1
X77
l60・161

N－20◎一E 南北2間 02，200 古代以前

地区 遺構名
位　置 規模（m）

主軸方位 側　溝 時　期 備　考
グリッド 全長 全幅 深さ

3区 A－1 X78、Y149～155 12．06 0．32 一 N－Q。一E 無 中世以降

4区 A－1 X79、Yl70
（2。57） （0．88）

一 N－7。一E 無 中世以降

Tab．4　小見皿・柱穴列一覧表

Tab．5　小見皿・道路状遺構一覧表

Taじ6撹皿．溝跡一覧表

地区 遺構名
位　置 規模（m）

走行方向
主な出土遺

　物 時期 備　考
グリッド 検出長 上幅 深さ

1区 W－1
X72～76、
l25～127

（＆15） 0．50 0，34・ N－1250－E 古代
埋土はAs－Cを多く含む黒褐色

。直線的に。

2区 W－1
X76、
131～146

（599） 1．54～1。90 0．43 N－1。一E白磁椀 中世以降 直線的に走行。W－4と同一。

3区 W－1

X76～79、
147・148
79・80
l49～156

東西（17．0）

北（35。70）
（5ρ）

3．15
南北走行。北

西に屈曲。
中世以降

堀。調査区北東で（西一南）に
曲。底面レベルは東か昏西へ
cm下る。

3区 W－2
X75・76、
150～159

南北（35．0）

西（4。43）
2．80～4。35 0．69

南北走行。北
西に屈曲。

女瓦 中世以降

堀。北で（西一南）に屈曲する。

面レベルはほぼ水平。屈曲す
角で4区W－4と接続する。

3区 W－3
X77～80、
l57・158

13．32 418 2．47 N－95。一E 中世以降
堀。西端は調査区内で立ち上が

。

3区 W－4
X76、
l47～150

11．0 1．00～2．58 南北走行 中世以降 2区W－1と同一。
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地区 遺構名
位　置 規模（m）

走行方向
主な出土遺

物 時期 備　考
グリッド 検出長 上幅 深さ

4区 W－1
X78・79、
l69～172

5．29 495 2．44

東西に走行
、東では南
へ湾曲

板碑、硯 中世以降

堀。東西に走行し、東では南へ
曲して立ち上がる。4区W－
と接続。底面レベルはほぼ水

。4区W－2号溝跡と連続し
礫出土。

4区 W－2
X79・80、
171・172

4．35 1．72
0．25～

．02
南北走行 石鉢 中世以降

北に向かって下り傾斜となり4

W－1と接続。4区W－1か
連続して礫が出土。

4区 W－3
X81、
l64・165

5．20 0．51 0．27 N－7。一E 近・現代

4区 W－4
X80、
171・172

3．55 1．03～2．08 （0．30） N－19。一E 中世以降 上面にA－1検出。

4区 W－5
X78、
l71・172

（4．33） （1ρ3） （0．33） N』0。一E 中世以降

5区 W－1
X80、
l75～179

13．75 0．58～1。05 0．12 N－3。一E 中世以降 5区W－2と同一。南で立ち上
る。＜H－2・DB－1

5区 W－2
X79・80、
179～183

14．57 0。75～0．97 0．21 N－2。一E 中世以降
北で立ち上がる・W－1と同一・

－3と接続。

5区 W－3
X79～84、
l81～183

17．05 4。14～6，30
0．85～

．30
N－100。一E

五輪塔（空
輪、地輪）

中世以降 堀。道路として使用の痕跡あり。

5区 W－4
X80、
l83～185

9．43 0．98～1．10 0．90 N－60－E 中世以降 W－3西部で別れ南へ走行。

5区 W－5
X79・80、
182・183

0．89 0．92 0．17 N－92。一E
恥

中世以降

W－3底部に検出。同溝跡から
続して上面が硬化している。

じくW－3底面にあるW－2
ら西へ分岐する。

Tab．7　小見皿・井戸跡一覧表

地区 遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 時　期 備　考
グリッド 全長 全幅 深さ

3区 1－1 X76・77、Y140
（138） 1．07 一 円形 中世以降

4区 1－1 X79・80、Yl64 1．26 1．14 一 円形 中世以降

5区 1－1 X80、Yl80 0．79 0．72 一 円形 中世以降

5区 1－2 X83、Yl81
（a52） 2．01 一 楕円形 古代以前

Tab．8　小見皿・土坑一覧表

地区 遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 主な出土遺物 時　期 備　考
グリッド 横軸 短軸 深さ

2区 D－1 X74・75、Y134・135 1．34 1．25 0．35 円形 中世以降 H－22＜

2区 D－2 X74、Yl32 0．89 0．80 0．25 円形 中世以降

2区 D－3 X75、Yll4・115 3．50 1．75 0．44 不整形 古代以前
採土坑。土坑状の掘り込みが

続する。H：一14＜。H－21
の新旧不明瞭。

2区 D－4 欠　　　番

2区 D－5 欠　　　番

2区 D－6 X77、Yl33 1．03 0．80 0．63 円形 古代以前 亘一26＜

2区 D－7 X77、Yl33 O．74 0．66 0．69 円形 古代以前 H－26との新旧不明瞭。

2区 D－8 X25、Yl43・144 4．32 2．56 0．46 不整形 鉄製品（鎌） 古代以前 ＜H－32

2区 D－9 欠　　　番

2区 D－10X76・77、Yl27 0．26 0．25 0．56 円形 古代以前

2区 D－11X77、Yl27 0．37 0．34 0．33 円形 古代以前

2区 D－12X78、Yl35
（0．82） （1ρ3） 0．60 不明 古代以前 ＜H－34

3区 D－1 X78・78、Yl55 4．50 1．58 0．56 長方形 中世以降 H－9＜
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地区 遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 主な出土遺物 時　期 備　考
グリッド 横軸 短軸 深さ

3区 D－2 X76・77、Yl55 1．88 1．06 0．11 楕円形 中世以降 馬骨出土。

3区 D－3 X77、Yl55 1．39 0．74 0．12 楕円形 中世以降 馬骨出土。

3区 D－4 欠　　　番

3区 D－5 X77、Y157 1．00 0．72 0．49 楕円形 古代以前

3区 D－6 X78、Y157 0．78 0．56 0．28 楕円形 中世以降 W－3側面に検出。

3区 D－7 X57、Y158 1．10 0．88 0．29 楕円形 中世以降 H：一5＜

3区 D－8 X77、Yl57 0．72 α70 0．31 円形 中世以降 H－5＜
4区 D－1 X81、Y163

（0．88） （0．85） 0．22 円形 古代以前 H－7・8＜

4区 D－2 X80、Y161 0．71 0．59 0．10 円形 土師器圷
古墳時代

期
埋土中に焼土粒子多量。周辺

ピット群と関連か。

4区 D－3 X81、Y171 1．76 1．11 0．30 隅丸長方形 中世以降

4区 D－4 X78・79、Yl65 248 2．34 0．48 隅丸方形 古代以前 採土坑か。H－3＜。

4区 D－5 X78、Y165・166 （145） 1．24 α29 楕円形 古代以前 採土坑か。H－3＜。

4区 D－6 X79、Yl65 1．00 （O．70） 0．24 円形 古代以前 採土坑か。H－3＜。

5区 D－1 X81、Y’179 0．71 0．66 0．27 円形 不明

5区 D－2 X80、Yl79 O．75 0．66 0．12 不整円形 不明

5区 D－3 X80、Y180 0．97 0．82 0．30 不整円形 不明

5区 D－4 X79、Yl81 一 一 α58 不明 中世以降 W－3内検出。土坑墓か。

5区 D－5 X79、Y181 一 一 0．08 円形 五輪塔（地輪） 中世以降
W－4内検出。五輪塔（地輪）

土。土坑墓か。

Tab．9　小見皿・土坑墓一覧表

地区 遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 埋葬形態
主な出土遺

　物
時　期 備　考

グリッド 長軸 短軸 深さ

2区 D　B－1
X74・75、
l30

O．12 0．86 0．31， 不整形 不明

緑紬陶器皿、

粕陶器耳
、小皿、

10世紀 H－25より新しい。

5区 D　B－1
X80、

178
1．31 1．03 0．30 長方形 北頭位 中世以降 W－2号溝跡内に埋葬。

5区 D　B－2 X80、
181

1．18 0．70 0．54 長方形
北鎮西顔側臥

　屈葬
中世以降 W－1埋没過程のある時期

埋葬。

5区 D　B－3 X31、
181

1．11 1．08 0．43 正方形 不明 石鉢 中世以降 W－1埋没過程のある時期
埋葬。

5区 D　B－4 X31、
l81

0．78 0．60 0．36 正方形 不明

皇宋通宝（北宋1039）2点

武通宝（明13謝蝋

楽通宝（明1408）1点

中世 W－1埋没過程のある時期
埋葬。

Tab、10　小見皿・集石一覧表

地区 遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 時　期 備　考
グリッド 東西 南北 壁高

4区 S－1 X77・78、Y165～167 （276） 7．98 0．50 不明 中世以降 多量の礫とともに中世陶器出土。

Tab．11　草作V・竪穴住居跡（古墳～平安）一覧表

遺構名
位、置 規模（m）

平面形状 主軸方位 竈 壁溝 貯蔵穴
重複
く新

主な出土遺物 時　期
グリッド 東西 南北 壁高

H－1
X84・85、
200・201

3．65 （395） O．14
横長長方

形 N－82。一E 東 有 南東 ＜H－2・3
23、W－2

土師器鉢、土
器壷

6C後～
C前
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遺構名
位　　置 規模（m）

平面形状 主軸方位 竈 壁溝 貯蔵穴
重複
く新

主な出土遺物 時　期
グリッド 東西 南北 壁高

H－2
X84、
200

（1，79） （2ユ5） 0．05 不明 不明 不明 有 不明 H－1・23＜
W－2

9C～10

H－3
X84、
200・201

（148） （187）、 0．07 不明 N－192。一E 南 不明 不明 ＜W－2
須恵器圷、瓦、

製品 llC前

H：一4
X82・83、
202・203

（3．14） （5．30） 0．07 不明 N－100。一E 東（南寄り） 有 不明 H－5・6＜
須恵器小型

、灰粕陶器
、羽釜

10C前

H－5
X82、
201・202

（2．55） （273） 0．03 不明 N－122。一E 不明 有 不明 ＜H－4　・
、D－4

H－6
X82、
202・203

（0．66） （403） 0．10 不明 N－86。一E 東（南寄り） 有 無 H－5＜＜H
4 10C～

H－7
X82、
201

（0。25） （1．17） 0．02 不明 不明 東 不明 不明

H－8
X82、
204

（α13） （1．10） 0．06． 不明 N－87。一E 東 不明 不明 須恵器椀 10C中

H－9
X82、
204・205

（0。68） （1．64） 0．02 不明 N－102。一E 東 有 不明 10C～

H－10
X82、
205

（0．69） （0．28） 0．ll 不明 不明 東 不明 不明
鉄製品（釘、

鎌） 10C～

H－11
X83・84、
208・209

（373） （4．45） 0．08 不明 N－98。一E 東（南寄り） 不明 不明 D－20＜＜W
1、D－16

白磁椀、鉄製
（鉄鎌）

llC中～

2C初

H－12
X83、
209・210

（3。13） 432 0．10 不明 N－103。一E 東（甫寄り） 不明 不明 H－13・15＜

H－13
X83・84、
209・210

3．76 5．12 0．27
横長長方

N－98。一E 東（南寄り） 有 南東
H－14～16＜

H－12

須恵器小皿、
恵器蓋、鉄
品（釘）

10C後

H－14
X84、
210

（2．55） （0．38） 0．04 不明 不明 不明 不明 不明 ＜H－13・15 10C～

H－15
X83・84、
209・210

（3．16） 生57 0．34 不明 N－70。一E 不明 有 不明 ＜H－12～
4、D－19 10C～

H－16
X84・85、
208・209

425 497 0．18
横長長方

N－68。一E
北東

南寄り）
無 南東 ＜H－13、D

8
土師器甕 6C後

H－17
X84・85、
211

2．58 （0。57） 0．02 不明 N－1。一E北（東寄り） 不明 不明

H－18
X83・84、
211

（a53） （1．57） 0．04 不明 N－81。一E 東 不明 不明 須恵器小皿
llC前～

1C中

H－19
X86・87、
210

3．Ol 2．83 0．25
縦長長方

N－93。一E 東（南寄り） 無 無 H－21、D－
8＜

土師器小皿、
恵器圷 llC前

H－20
X86、
210

（0．68〉 （025） 0．35 不明 不明 西 不明 不明 ＜D－18

H－21
X86、
209・210

2．48 3．00 0．23
横長長方

N－66。一E 東 無 不明 ＜H－19、1
2、D－20

土師器圷、石
品（紡錘車）

7C後～
C初

H－22
X85、
203

（186） （3．90） 0．05 不明 N－107。一E 不明 有 不明
＜H－29・30、

－21・27

H：一23 X84・85、
200

（276） （3．17） 0．15 不明 N－258。一E 西 不明 無 H－1・2＜
W－2

9C

H－24
X83、
203・204

3．28 3．90 0．06
横長長方

N－93。一E 南東角 有 無 H－25＜ 10C～

H－25
X83・84、

203・20
3．25 0．10 不明 N－86。一E 東（南寄り） 不明 甫東

H：一26＜＜H
24

宇瓦 律令以降

E－26
X83・84、
203・20

（3．32） 0．03 不明 不明 不明 不明 不明
＜H－24・25
37

H－27
X86・87、
205・206

（1ρ9） （4．18） 0．24 不明 不明 不明 無 不明 ＜W－1
須恵器高圷、

師器甕
古墳後期
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遺構名
位　　置 規模（m）

平面形状 主軸方位 竈 壁溝 貯蔵穴
重複
く新

主な出土遺物 時　期
グリッド 東西 南北 壁高

H－28
X84、
202・203

（0．88） 2．75 0．11 不明 N－292。一E 南西角 有 不明 H－37＜＜W
1、D－5

R－29
X85、
202・203

（1．79） 3．87 1．16 不明 N－116。一E 南東角 無 不明
H－22・30、

－28～30＜

W－2

羽釜、鉄製品
釘）

lOC後～

lC前

H－30
X84・85、
204・205

（243） 4．22 0．ll 不明 N－1030－E 東（南寄り） 有 不明 H－22＜＜H
29、W－2

羽釜
10C後～

1C前

H－31
X83、
205・206

（4。25） （3．96） 0．19 不明 N－86。一E 不明 不明 不明

H－32＜＜1
1。H－33、
－25との関
は不明。

10C～

H－32
X83、
205

（0。65） （0．54） 0．19 不明 N－88。一E 不明 不明 不明 ＜H－31・33

H－33
X83・84、
205・206

（2．52） （174） 0．12 不明 N－96。一E 不明 不明 不明
且一32＜。H
31との関係
不明。

10C～

H－34 欠　　　番

H－35
X84・85、
205・206

（3．31） 2．50 0．21 不明 N－81。一E 西か 有 不明
＜H－36、W

1’2・1、一

土師器甕、土
器圷、滑石
臼玉

6C後

H－36
X85、
205

3．63 2．13 0．24 不明 不明 不明 不明 不明
H－35＜＜1
6、D－22
24

須恵器小皿、
恵器椀

8C後～

H－37
X83・84、
202・203

（3。98） 2．20 0．08 不明 不明 不明 無 不明
H－26＜＜H：

28、W－2
土師器圷 6C後

1｛一38 X82、
200

（α84） （0。45） 0．02 不明 不明 不明 不明 不明 9C～10
前

遺構名
位　置 規模（m）

走行方向 主な出土遺物 時　期 備　考
グリッド 検出長 上幅 深さ

W－1
X84～87、
206・207

（1725） 493 1．78 N－llO。一E 中世以降 堀。H－27・28＜＜W－2

W－2
X84・85、
200～206

（23．50） 286 0．31 N－5。一E
須恵器小皿、常滑

口壷
中世以降

道路状遺構の可能性あり。W－1、

－1・2・23・29・30・37＜

Tab．12　草作V・溝跡一覧表

Tab．13　草作V・井戸跡一覧表

遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 時期 備　考
グリッド 全長 全幅 深さ

1－1 X84、Y202 1．43 1．IO 『 円形 中世以降

1－2 X86、Y210 0．89 0．87 『 円形 中世以降 H－21
1－3 X82、Y200

（1。45） （0．85）

『 円形 中世以降

1－4 X83、Y210
（0．33） （1ρ5）

一
円形？ 中世以降

1－5 欠　　　番

1－6 X85、Y205　　　　　1．89　　　　1．74　　　　　一　　　　　円形　　　　中世以降　　H－36＜
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Tab．14　草作V・土坑一覧表

遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 時　期
主な出土

遺物
新旧関係 備　考

グリッド 横軸 短軸 深さ

D－1 X85・86、Y202 （2．60） 1．75 0．34 不明 中世以降

D－2 X85、Y202・203 3．50 O．76 0．17 長方形 時期不明

D－3 X85、Y201 2．29 1．35 0．09 不整形 時期不明

D－4 X82、Y201 0．77 0．69 0．22 円形 時期不明 H－5

D－5 X84、Y203 0．72 0．55 0．58 円形 中世以降 ＜H－28

D－6 X82、Y202 0．63 0．62 0．31 円形 古代以前 H－4＜

D－7 X82、Y202 0．82 （α62） 0．16 円形 古代以前 H－5＜

D－8 X84、Y208 0．97 1．19 α18 長方形 近世 H－16・D－
0＜

D－9 X85、Y211 1．48 1．34 0．20 円形 近世

D－10X86、Y211 1．22 1．12 0．28 円形 中世以降 D－11＜

D－11X86、Y211 1．16 （1．03） 0．12 不整形 中世以降 ＜D－10

D－12X86・87、Y209 （3．36） （300） （1．13） 円形 古代以前 円形の深い掘り込み。D－18
関連か

D－13X83、Y205 2．35 1．95 0．17 不明 古代以前

D－14X86、Y201 0．77 0．57 0．57 円形 古代以前 D－33＜

D－15X86、Yl86 0．97 O．94 0．ll 円形 中世以降

D－16
X83～85、
207・208

（7．62） （2。51） （0．18） 不整形 中世 内耳鍋　　　　顔 H－l　l、D－

0＜＜W－1

D－17X84・85、Y202 0．67 0．60 0．27 円形 中世以降 W－2との関
不明

D－18X86・87、Y210
（生55） （406〉 （196） 不整形 古代以前 H－20＜＜H

19・21

採土坑。円形の掘り込みを連
的に掘り込んだ痕跡。

D－19X83、Y210・211 （1．96） （1。23） 0．53 不整形 中世以降 1－4と同時

D－20
X83・84、
207・208

（7。42） （4．62） （021） 不整形 古代以前 須恵器蓋 ＜H－ll、D
8・16

採土坑。円形の掘り込みを連
的に掘り込んだ痕跡。

D－21X85、Y203 0．76 0．64 α81 円形 古代以前 H－22

D－22X85、Y205・206 2．81 1．27 α32 不整形 10C 羽釜 H－35・36＜
採土坑。円形の掘り込みを連

的に掘り込んだ痕跡。

D－23X84・85、Y206 270 （ao9） 0．17 正方形 10C 羽釜
H－35・36＜

W－1
採土坑。円形の掘り込みを連

的に掘り込んだ痕跡。

D－24X85、Y206
（1．61） （0．67） 0．28 長方形？ 古代以前 H－35・36＜

W－1
竈構材採掘坑。凝灰岩質砂岩

長方形に掘り込んだ痕跡。

D－25X83・84、Y206
（2．30） （221） 0．18 不整形 古代以前 H－31との関

不明
採土坑か。

D－26X84、Y204・205 2．25 1．90 0．09 不整形 古代以前 ＜W－2 採土坑か。

D－27X85、Y203
（0。53） （0．23） 0．26 円形 古代以前 H－22＜

D－28X84・85、Y203 0．67 0．56 0．56 円形 古代以前 ＜H－29

D－29X84・85、Y203 O．46 （0．34） 0．65 円形 古代以前

D－30X84・85、Y203 0．90 0．58 0．81 円形 古代以前 ＜H－29、W－2

D－31X85・86、Y207 （1．35） （0。54） 0．44 不明 中世以降
馬骨、自然 W－1埋没過程のある時期に

築。

D－32X86、Y207
（α88） （α34） 0．25 不明 中世以降

馬骨、自然 W－1埋没過程のある時期に
築。

D－33
X85・86、
200・201

（2。05） （ao5） 0．30 円形 古代以前
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遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 埋葬形態 主な出土遺物 時　期 備　考
グリッド 長軸 短軸 深さ

D　B－1 X85、Y203 1．13 Q．58 0．08 長方形 不明 中世以降

D　B－2 X84、Y210 1．18 0．69 0．43 長方形 不明 中世以降

D　B－3 X86、Y208 0．83 O．69 0．21 円形 不明 中世以降

遺構名
位　置 規模（m）

平面形状 時　期 備　考
グリッド 長軸 短軸 深さ

1号火葬跡 X85、Y210 0．86 0．57 0．10 楕円形 中世以降 多量の炭化物に混入して焼骨出土。

Tab．15　草作V・土坑墓一覧表

Tab、16　草作V・火葬跡一覧表

Tab．17　小見皿・遺物観察表

番号 遺構番号 器種 ①口径②器高③底径 ①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

1 2区J－1一埋
縄文

鉢

①一、②一、
［7．2］一

①透明・黒色鉱物粒を含んだ細
粒②酸化焔③浅黄色④1／3

斜縄文。垂下する。2本の区画
線間磨り消し。

2 1区H－1一埋
蓋須恵器 ①［ll3］、②一、

一

輔轄調整。内面に短いかえりが
く。

3 1区H－1一床
蓋須恵器 ①17．2、②3．7、

摘み径3．10

①チャート礫②還元焔③灰白色
1／1

頂部：一部回転箆削り。端部：
り返し。

4 1区R－1一床
圷須恵器 ①120、②3．5、

6．8

①チャート礫②還元焔③灰白色
2／3

競櫨調整。底部：回転糸切り。

5 1区H－1一床
圷須恵器 ①13．3、②3．6、

78
①長石粒・黒色礫②還元焔③灰

色④5／6

輕輔調整。底部1回転糸切り。

6 1区H－3一竈 羽釜
①［1＆3］、②一、

一

①半透明砂粒②酸化焔③灰色④
縁部片

7 1区H－4一埋
蓋須恵器 ①［17．1］、②3．8、

一

①半透明砂粒少量、黒色小粒の
き出し②還元焔③灰色④1／2

輪轄調整。内面に短いかえりが
く。

8 1区H－4一埋
蓋須恵器 ①［12．7］、②1．8、

一

①黒色小粒②還元焔③灰色④1／3 競輔調整。内面に短いかえりが
く。

9 1区H－4一埋
圷須恵器 ①146、②3．9、　・

ゑ2

①白色砂粒少量②還元焔③灰色
6／7

口縁部：外傾。底部：回転箆切
離し無調整。

10 2区Hl－2一埋 宇瓦
長さ一、幅一、

さ3．0

①半透明砂粒②還元焔③灰色④
／7

瓦当文は右偏向唐草文。女瓦部
凸面撫で。頸は段頸。

11 2区H－2一埋 刀子
長さ：（7．0）、幅：1．8、厚さ：0．4、重さ：1α42g

棟関。刃関。

12 2区H－4一床
圷須恵器 ①12．8、②47、

一

①黒色礫②酸化焔③榿色④1／1 口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

13 2区H－4一床
高圷

恵器

①一、②［9．7］、

一

①長石砂粒・灰色岩片礫②還元
③灰色④2／3

口縁部：波状文。脚部：「ハ」
字に開く。

14 2区H－4一床
圷土師器 ①123、②生6、

一

①チャート・長石礫②酸化焔③
色④9／10

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

15 2区H－5一埋
椀須恵器 ①11．5、②5．0、

66
①透明微粒②酸化焔③浅黄榿色

1／1

口縁部：内湾。脚部：「ハ」の
に開く。

16 2区H：一5一床
小皿

恵器

①1α2、②3．5、

54
①角閃石を含む細砂粒②酸化焔

黒色④1／1

口縁部：外反、横撫で。底部：
転糸切り。

17 2区H－5一埋
段皿
紬陶器

①［16．6］、②32、

gn
①緻密②良好③灰白色④1／6

18 2区H－5一竈 羽釜
①［18。9］、②一、

一

①半透明砂粒②弱還元焔③灰黄
色④1／7

軽輪調整。口縁部：内傾。

19 2区H－5一床
羽釜

恵器

①［2α4］、②一、

一

①透明微粒②還元焔③灰褐色④
縁部片

競轄調整。口縁部：内傾。

20 2区Hl－5一竈
刀子
製品

全長：（15。2）、刃部基幅：1．2、厚さ：0。3、重さ：

8．49

棟関。

21 2区Hl－5一竃
釘鉄製品 全長二93、幅：1』7、厚さ：0．3、重さ19．93g 断面方形。
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番号 遺構番号 器種 ①口径②器高③底径　①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

22 2区H－8一埋
耳環
製品

外径：3．1、内径：1．5、厚さ：0。8、重さ：24．97g、材
：銅

銅製で中実。

23 2区H－9一埋
蓋須恵器 ①15。4、②2。6、

一

①チャート礫②還元焔③灰白色
9／10

轄輔調整。内面に短いかえりが付
。低い円盤状のつまみが付く。

24 2区H－9一竈
圷須恵器 ①［1ao］、②3ρ、

［8．1］

①白色微粒・チャート礫②還元
・良好③灰色④1／2

口縁部：外傾。底部：回転箆削
。

25 2区H－9一竈
圷須恵器 ①［10．8］、②3．0、

［a5］

①白色砂粒少量②還元焔・良好
灰色④2／5

口縁部：外傾。底部：回転箆削
。

26 2区H－9一埋
鉄鉢
恵器

①［156］、②一、

一

①精良・白色岩片礫②還元焔③
色④口縁部片

27 2区H－9一竈
甕土師器 ①2＆1、②一、

一

①細砂粒②酸化焔③榿色④1／2 口縁部：外反、横撫で。胴部：
面削り、内面箆撫で。

28 2区H－10一埋
圷須恵器 ①［12．8］、②3。2、

［8．0］

①黒色粒②還元焔・良好③灰色
1／2

口縁部：外傾。底部：回転箆削
。

29 2区H－10一埋
環状鉄

品

径：3。3、厚さ：0，2、重さ＝5．72g、遺存度：1／1 断面長方形

30 2区H－14一床
杯土師器 ①［164］、②40、

一

①チャート小粒②酸化焔③燈色
1／2

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

31 2区H－14一床
杯土師器 ①13。4、②3。8、

一

①片岩小礫②酸化焔③榿色④3／4 口縁部：外反、底～体部との境
弱い稜を有す。箆削り。丸底。

32 2区H－14一床
圷土師器 ①14。3、②4．1、

一

①白色軟質細粒②酸化焔③榿色
5／6

口縁部：直立、底～体部との境
弱い稜を有す。箆削り。丸底。

33 2区H－14一竈
圷土師器 ①137、②41、

一

①角閃石の多い微砂粒②酸化焔
にぶい榿色④1／2

口縁部：内湾。箆削り。丸底。

34 2区H－14一埋
圷土師器 ①15。3、②4．1、

5．6

①チャート粒少量②酸化焔③榿
④1／2

口縁部：内湾。指頭圧痕。丸底。

面暗文。P

35 2区H－14一床
甕土師器 ①22。2、②一、

一

①長石を含む砂礫多量②酸化焔
榿色④2／3

口縁部：外反、横撫で。胴部：
面削り。

36 2区H－14一埋
壷須恵器 ①155、②一、

一

①長石小礫②還元焔③灰色④口
部片

口縁部：外反。

37 2区H－15一埋 凹石
長さ：2282、幅：15．5、厚さ：10．6、重さ：2885g、安

岩

38 2区H－18一床
椀須恵器 ①［134］、②7．1、

［74］

①角閃石を含む微砂粒②酸化焔
灰黄色④2／3

口縁部：外傾して開く。脚部：
ハ」の字に開く。

39 2区H－18一埋
皿須恵器 ①12。7、②3．6、

＆0

①角閃石を含む微砂粒②還元焔
灰黄色④g／10

口縁部：外傾して開く。脚部1
ハ」の字に開く。

40 2区H－18一埋
小皿
恵器

①1α0、②a2、

4．9

①軽石小粒②弱還元焔③暗灰褐
④1／1

口縁部：外傾。底部：回転箆削
。

41 2区H－18一埋
椀灰紬陶器 ①14．8、②46、

7．1
①緻密②良好③灰白色④2／3

高台部＝三日月高台。灰粕漬け
け。

42 2区H－18一床 椀
①13．0、②60、

73
①細砂粒②酸化焔③浅黄榿色④

／5

口縁部：外傾して開く。脚部：
ハ」の字に開く。

43 2区H－18一床 椀
①11．7、②44、

α6

①灰色砂粒②酸化焔③灰白色④
／5

口縁部：外反。底部：回転糸切
後、高台貼り付け。

灯明皿

44 2区H－18一埋 羽釜
①［192］、②一、

一

①角丸小礫（φ生5～㎜大）②酸
焔③にぶい黄褐色④1／6

45 2区H－19一埋
『圷

師器

①11．1、②a7、

2．0

①目立つ鉱物粒なし②酸化焔③
色④6／7

口縁部：直立、底～体部との境
弱い稜を有す。箆削り。丸底。

46 2区H－23一埋
蓋須恵器 ①［1＆9］、②一、

一

①灰色岩片粒②還元焔③灰色④
／3

口縁部内面に短いかえりが付
。

47 2区H－23一埋 小皿
①11。2、②生1、

5．9

①透明子鉱物を含む微粒子②酸
焔③浅黄榿色④2／3

口縁部：外反。底部：回転糸切
離し。

48 2区H－23一埋
高台付圷

恵器

①20．0、②46、

15．O

①長石微粒・礫②還元焔③灰白
④4／5

底部回転箆削り調整。高台部貼
付け。

49 2区H－23一床
甕土師器 ①22．6、②一、

一

①黒色鉱物粒その他細砂粒②酸
焔③榿色④1／2

口縁部：外反、横撫で。胴部：
面削り、内面ヘラ撫で。
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番号 遺構番号 器種 ①口径②器高③底径 ①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

50 2区H－24一埋 小皿
①ゑ0、②a1、

5。7

①透明微粒を含む微砂粒②酸化
③灰褐色④1／1

口縁部：外傾。底部回転糸切り。

51 2区H－24一埋 　皿
紬陶器

①［12．4］、②a5、

6．2

①緻密②良好③灰白色④1／3 三日月高台。

52 2区H－25一床
圷須恵器 ①10．3、②4。3、

6．5

①透明砂礫②酸化焔③淡榿色④
／5

口縁部：内湾。底部：回転糸切
後高台貼り付け。

53 2区H－25一埋 小皿
①90、②2．0、

5．1

①角閃石透明微粒を含む②酸化
③にぶい榿黄色

口縁部：外傾。底部回転糸切り。

54 2区H－25一埋 　椀
紬陶器

①［15．6］、②6，5、

7。6

①緻密②良好③淡黄色④1／1 口縁部：内湾。底部：足の長い
台が付く。

55 2区H－25一埋 　椀
紬陶器

①16。4、②6．7、

＆3一

①緻密小気泡あり②還元焔③明
色④1／1

口縁部：内湾。底部：足の長い
台が付く。

56 2区H－25一床 鬼瓦
①一、②一、

厚さa5
①黒色鉱物粒その他細砂粒②酸

焔③榿色④一

57 2区H－29一床
圷土師器 ①122、②一、

一

①長石砂粒少量②酸化焔③榿色
2／3

口縁部：内湾。箆削り。丸底。

58 2区H－29一床
圷土師器 ①11．6、②3．1、

一

①黒色鉱物粒他微砂粒②酸化焔
榿色④1／2

口縁部：内湾。箆削り。丸底。

59 2区H－29一埋
圷須恵器 ①11．0、②28、

6．4

①灰色細砂粒、黒色小粒少量②
元焔③灰色④7／8

口縁部1外傾。底部：箆削り。

60 2区H－29一床
圷須恵器 ①［11．1］、②一、

一

①黒色微粒・白色微粒②還元焔
灰④1／3

口縁部：外反。箆削り。丸底。

61 2区H－29一床
圷須恵器 ①ll．6、②3．1、

一

①黒色粒少量②還元焔③灰白色
1／1

口縁部：外反。箆削り。丸底。

62 2区H：一29一竈
甕土師器 ①［2α9］、②一、

一

①細砂粒多量②酸化焔③榿色④
／3

口縁部：外反、横撫で。胴部：
面削り、内面ヘラ撫で。

63 2区H－29一埋
蓋須恵器 ①［1α4］、②2．5、

一

①白色微粒・黒色粒②還元焔③
色④1／7

鞭輔調整。内面に短いかえりが
く。宝珠状のつまみが付く。

64 2区H－30一埋
圷土師器 ①1α9、②3．1、

一

①角閃石粒、半透明鉱物粒②酸
焔③榿色④1／1

口縁部：内湾。箆削り。

65 2区H－32一竈
甕土師器 ①19．8一、②一、

一　　　　　，
①黒色鉱物粒を含む②酸化焔③

色④3／4
口縁部：外反、横撫で。胴部：
胴。外面削り、内面ヘラ撫で。

66 2区H－33一床
圷土師器 ①［9．6］、②3．4、

5．7

①長石を含む細砂粒②酸化焔③
黄褐色④1／1

口縁部：外傾。

67 3区H－1一竈
圷土師器 ①17．0、②4．8、

10．0

①長石微粒、黒色微粒極少量②
化焔③榿色④1／1

口縁部：外傾、箆削り。内面放
状暗文。

68 3区H－1一竈
圷土師器 ①14。6、②4。2、

生0

①透明微粒子多量②酸化焔③に
榿色④1／1

口縁部：内湾。箆削り。丸底。

69 3区H－8一床
圷土師器 ①一、②一、

42
①砂粒ほとんど含まず②酸化焔

榿色④2／3
口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

70 3区H－8一埋
壷土師器 ①10．9、②一、

一

①灰色砂粒少量②酸化焔③榿色
1／3

口縁部：直立。胴部：外面削り。

71 3区H－8一竈
甕土師器 ①一、②一、

［40］一

①砂粒多量②酸化焔③にぶい榿色④3／4

胴部：外面削り、内面ヘラ撫で。

72 3区H－9一床
圷土師器 ①129、②40、

一

①透明微粒子・多量②酸化焔・
好③榿色④1／1

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

73 3区H－10一埋
圷土師器 ①12．6、②4．3、

一

①長石砂粒極少量②酸化焔③黄
色④1／1

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

74 3区H－13一埋 　椀
粕陶器

①132、②4。4、

6．4

①緻密②良好③灰黄色④1／1 底部回転糸切り。高台部に焼き
れあり。

75 3区H－14一床
圷土師器 ①11。2、②3．7、

一

①透明微粒子多量②酸化焔③に
榿色④1／1

口縁部：内湾。箆削り。丸底。

76 3区H－14一床
圷須恵器 ①11．3、②3ρ、

一

①灰色砂粒②還元焔③灰白④1／1 底部手持箆削り。

77 3区H－17一埋
碗須恵器 ①［20．O］、②一、

一

①角閃石粒、透明鉱物微粒②還
焔③にぶい鐙色④1／3

箆記号「×」
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番号 遺構番号 器種 ①口径②器高③底径 ①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

78 4区H－1一埋
圷土師器 ．①［130］、②《0、

一

①榿色小粒②酸化焔③にぶい黄
色④1／2

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

79 4区H－3一埋 羽釜
①［21．1］、②一、

一

①角閃石粒、透明微粒②還元焔
灰色④1／5

80 4区H－7一床
圷土師器 ①11ρ、②3．8、

一

①長石砂粒少量②酸化焔・良好
榿色④1／1

口縁部：内湾。箆削り。丸底。

81 4区H－8一埋
高台付皿

恵器

①136、②4。4、

8．0

①透明微粒②酸化焔③灰白色④
／1

脚部：「ハ」の字に開く。

82 4区H－9一埋
椀須恵器 ①128、②4．5、

7．8

①透明微粒子②弱還元焔③灰褐
④1／3

口縁部：外傾して開く。脚部：
ハ」の字に開く。

83 4区H－9一埋 女瓦
長さ一、幅一、

さ18
①半透明鉱物砂粒②還元焔③灰

④一
文字瓦「太

」

84 4区H－10一埋
」不

師器

①［140］、②［5つ］、

一

①透明微粒子・多量②酸化焔③
色④1／3

口縁部：外傾、横撫で。底部：
削り。丸底。

85 4区H－15一埋
圷土師器 ①［14．4］、②78、

一

①長石砂粒少量②酸化焔③榿色
1／2

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

86 4区H－15一埋
圷土師器 ①［13．0］、②4．4、

一

①透明微粒子・多量②酸化焔③
ぶい黄榿色④1／3

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

87 5区H－1一床
杯土師器 ①12。3、②45、

一

①黒褐色粒②酸化焔③榿色④1／1 口縁部：直立、底～体部との境
弱い稜を有す。箆削り。丸底。

88 5区H－1一床
圷土師器 ①123、②4．1、

一

①黒色粒少量②還元焔・良好③
色④2／4

口縁部：直立、底～体部との境
弱い稜を有す。箆削り。丸底。

89 5区H－1一埋
圷土師器 ①［11ρ］、②37、

一

①黒褐色粒②酸化焔③榿色④1／1 口縁部：直立、底～体部との境
弱い稜を有す。箆削り。丸底。

90 5区H－1一埋
圷土師器 ①［12。0］、②43、

一

①黒褐色粒多量②酸化焔・良好
榿色④1／2

口縁部：外反、底～体部との境
稜を有す。箆削り。丸底。

91 5区H－1一埋
圷須恵器 ①12．4、②a5、

一

①黒色粒・少量②還元焔③灰白
④2／3

輔輔調整。底部：手持ち箆削り。

92 5区H－1一埋
壷須恵器 ①一、②7、

一

①黒色粒・チャート粒少量②還
焔③灰白色④2／3

底部：撫で。

93 5区H－1一床
甕土師器 ①［21．3］、②一、

一

①長石細粒・精良②酸化焔③榿
④口縁部片

口縁部：外反、横撫で。胴部：
面削り。

94 5区H－1一埋 砥石
長さ：19。7、幅：8．7、厚さ＝6．7、重さ：2680g、石

：流文岩

95 5区H－1一床
圷土師器 ①13．9、②3．8、

ll5
①長石細粒②酸化焔③榿色④ほ

完形
口縁部＝外傾、横撫で。底部：

り。平底気味。

96 5区H－1一埋
甕土師器 ①［20。6］、②一、

一

①半透明微粒少量、角閃石②酸
焔③榿色④口縁部片

口縁部：外反、横撫で。胴部：
面削り。

97 5区H－1一埋
甕土師器 ①228、②37。6、

［4。2］

①粗礫多量②酸化焔③榿色④ほ
完形

口縁部：外反、横撫で。胴部：
面削り。

98 5区H－1一埋
高圷
恵器

①10．5、②一、

一

①白色細砂粒②還元焔③灰色④
部片

99 5区H－1一埋 臼玉
径：1．4、厚さ：0．9、孔径：0．2、重量：3．06g、石材：

石

100 2区W－1一埋 白磁碗
①一、②一、

一

①白色の緻密な胎土で微気泡粒
り②良好③白色④小片

101 3区W－2一埋 女瓦
長さ一、幅一、厚さ

．0

①半透明鉱物砂粒②還元焔③檀
④一

文字瓦「武
」？

102 4区W－1一埋 板碑
長さ：一、幅：一、厚さ：1．7、重さ：一 梵字「□□」

103 4区W－1一埋 硯
長さ：［11．7］、幅：9．0、厚さ：［1．7］、重さ：304．5g、

材：粘板岩

104 4区W－1・2一埋 石鉢
①一、②一、

［18．0］

石材二安山岩

105 5区W－3一埋
水輪
輪塔

長さ：23．0、幅：21．7、厚さ：14．1、重さ：7300g、石

：角閃石安山岩

梵字「□」
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番号 遺構番号 器種 ①口径②器高③底径　①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

106 5区W－3一埋
空風輪

輪苓
長さ：302、幅：16・7、重さ：4740g、石材：角閃石安

岩
梵字「□、

」

107 5区W－3一埋 　皿
紬陶器

①［10．0］、②一、

一．

①緻密②良好③灰白色④口縁部

108 2区1－1一埋
広口壷

滑

①［21ρ］、②一、

一

①長石砂粒少量②良好③灰オリーブ色④口縁部片

109 5区1－1一埋 茶臼
①［34．0］、②一、

一

石材：安山岩

llO 2区D－8一床 鉄鎌
長さ：15。2、幅：3．2、厚さ：0．3、重さ：5641g 左手鎌。

ll1 4区D－2一埋
圷土師器 ①10．4、②3．5、

一

①黒色鉱物粒②酸化焔③鐙色④
ぼ完形

口縁部：内湾。箆削り。丸底。

112 5区D－5一埋
地輪

輪塔
長さ：22．2、幅：20。8、厚さ：14．9、重さ9，700g、石

：角閃安山岩

梵字「□」

113 2区DB－1一底 　皿
紬陶器

①12．2、②19、

6．8

①緻密②良好③緯灰色④1／1

ll4 2区DB－1一底
　耳皿

紬陶器

①11．8、②36、

4．3

①緻密②良好③灰白色④ほぼ完

ll5 2区DB－1一底 小皿
①9．7、②2．4、

58
①細砂粒②酸化焔③榿色④ほぼ

形

口縁部：外傾。底部回転糸切り。

116 2区DB－1一底 椀
①15。3、②6．8、

9．6

①細砂粒②酸化焔③榿色④ほぼ
形

口縁部：内湾気味に開く。脚
：「ハ」の字に開く。

ll7 5区DB－3一埋 石鉢
①一、②一、

［140］

石材：安山岩

118 3区グリット 　皿
紬陶器

①12．9、②2．5、

66
①緻密②良好③灰白色④1／2 上面に同一器種の重ね焼き痕

ll9 3区グリット
段皿
粕陶器

①14。6、②2．7、

6．4

①緻密②良好③灰白色④1／2 灰紬刷毛掛けか

120 4区グリット 女瓦
長さ一、幅一、

さ2．5

①半透明鉱物砂粒②弱還元焔③
褐色④一

文字瓦「子」

Tab．18　草作V・遺物観察表

遺構番号 器種 ①口径②器高③底径 ①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

1 H－1一床
鉢土師器 ①10．0、②IO．0、

、④
①片岩小礫・チャート粒②酸化

③灰褐色④4／5
口縁部：外反、横撫で。体部：

半部撫で。

2 H－1一貯
壷土師器 ①ll．5、②10．8、

一

①酸化粒、精良②酸化焔③黄橦
④4／5

口縁部：直立。体部：箆削り。

3 H－3一床
圷須恵器 ①［11。8］、②4．0、

57
①雲母微粒多量②酸化焔③にぶ

黄榿色④1／2
口縁部：外反、横撫で。底部：

転糸切り。

4 H－3一床 瓦
長さ一、幅一、

さ18
①半透明砂粒②酸化焔③にぶい

色④一
箆描文字瓦
人」

5 H－3一竈 不明鉄製品
長さ：57、幅：0．9、厚さ：0．5、重さ：34，95g U字形に曲がる

6 H－3一竈 不明鉄製品
長さ：［3．2］、幅：0．8、厚さ：0。5、重さ：351g

7 H－4一床
小型壷か

恵器

①一、②5。5、

一

①白色微粒多量②還元焔③灰白
④1／2

輔櫨調整。底部：回転糸切り無
整。

8 H－4一埋
椀灰粕陶器 ①13。0、②37、

7．0

①緻密②良好③灰白色④3／4 高台断面逆台形

9 H－4一床 羽釜
①［20．0］、②一、

一

①チャート・微砂粒②還元③灰
色④1／20

幌輔調整。口縁部：内傾。

10 H－4一床 羽釜
①［23。1］、②一、

一

①チャート・角閃石等を含む細
粒②弱還元③灰白色④1／25

競轄調整。口縁部：内傾。

11 H－8一埋
椀須恵器 ①一、②一、

［78］

①細砂粒多量②酸化焔③にぶい
色④1／3

競輔調整。底部：回転糸切り、
台貼り付け。

12 H－10一埋 釘
長さ：57、幅：0．7、厚さ：06、重さ：1344g
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番号 遣構番号 器種 ①口径②器高③底径　①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

13 H－10一埋 鉄鎌
長さ：［7．2］・基部幅：0．85、厚さ：α5、重さ：9．45g

14 H－11一竈 白磁碗
①［16。5］、②6．9、

［73］

①緻密、微気泡②良好③灰白色
1／3

口縁部：内面に圏線が廻る。高
部：削りだし底高台。

15 H－ll一埋 鉄鍍
長さ：［3．3］、幅：α36、厚さ：α33、重さ：296g

16 H－13一床
小皿
恵器

①10．6、②a8、

57
①細砂粒多量②酸化焔③にぶい

色④1／1
口縁部：外反。底部：回転糸切

。

17 H－13一床
小皿
恵器

①10．5、②3．4、

44
①細砂粒多量②酸化焔③にぶい

色④1／1
口縁部：外反。底部：回転糸切

。

18 H－13一埋
小皿
恵器

①10ユ、②2．5、 ①細砂粒多量②酸化焔③榿色④
／1

口縁部：外反、横撫で。底部：
転糸切り。

19 H－13一埋
蓋須恵器 ①98、②2．0、

1．8

①黒色小粒②還元焔③褐灰色④
／1

輔轄調整。内面に短いかえりが付く。

部：低い円盤状のつまみが付く。

20 H－13一埋 釘
長さ：（4。6）、幅：0．8、厚さ：0．6、重さ：597g

21 H－16一竈
甕土師器 ①［23D］、②一、

一

①細砂粒多量②良好③にぶい榿
④1／23

口縁部：外反、横撫で。胴部：
胴。外面削り。

22 H－16一竈
甕土師器 ①225、②一、

42
①、②酸化焔③にぶい黄榿色④

／4

口縁部：外反、横撫で。胴部：
胴。外面削り。

23 H－18一埋
小皿
恵器

①＆6、②2．1、

44
①細砂粒多量②酸化焔③浅黄榿

④1／1
口縁部：外傾。底部：回転糸切

。

24 H－18一床
小皿
恵器

①1α1、②2。4、

5．3

①角閃石粒②酸化焔③にぶい榿
④1／1

口縁部：外傾。底部：回転糸切
。

25 H－19一竈
小皿
師器

①9．2、②21、

4．8

①白色微粒②酸化焔③にぶ』・黄
④1／1

競輔調整。底部：回転糸切り無
整。

26 H－19一埋
圷須恵器 ①150、②4。2、

6．7

①黒色・透明鉱物微粒②酸化焔
灰白色④3／5

口縁部：外傾。底部：回転糸切
。

27 H－21一床
圷土師器 ①ll。2、②3．1、

①角閃石粒②酸化焔③榿色④1／1
口縁部：内轡、横撫で。体部～

部：削り。丸底。

28 H－21一床 紡錘車
径：3．8、孔径：0．8、幅：、厚さ：0．8、重さ：23．7g、

材：滑石

29 H－25一埋 宇瓦
①一、②一、

3β

①長石砂粒②還元焔③にぶい黄
色④

唐草文

30 H：一27一床
高圷

恵器

①一、②一、
［13つ］

①白色（鉱物）微粒②還元焔③
色④脚部片

韓輔調整。脚部：カキ目。

31 H－27一床
甕土師器 ①［16．4］、②一、

一

①砂粒多量②酸化焔③浅黄榿色
1／6

口縁部：外反、横撫で。胴部：
胴。外面削り。

32 H－29一竈 羽釜
①［292］、②一、

一

①黒色鉱物粒が目立つ②酸化焔
にぶい赤褐色④口縁部片

競轄調整。口縁部：内傾。

33 H－29一埋 釘
長さ：ll．8、幅：1。2、厚さ：m、重さ：71．84g

34 H－30一竈 羽釜
①［26．6］、②一、

一

①角閃石を含む細砂粒②酸化焔
浅黄榿色④口縁部片

競轄調整。口縁部：内傾。

35 H－30一竈 羽釜
①［23．6］、②一、

一

①角閃石を含む細砂粒②酸化焔
榿色④口縁部片

競櫨調整。口縁部：内傾。

36 H－35一床
甕土師器 ①2α3、②一、

5．4一

①砂粒、砂礫多量②酸化焔③灰
色④1／3

口縁部：外反、横撫で。胴部：
胴。外面削り。

37 H－35一埋
圷土師器 ①13。0、②4．7、 ①酸化粒、長石粒②酸化焔③黄

色④1／1
口縁部：外反、横撫で。体部～

部＝削り。丸底。

38 H－35一床
甕土師器 ①一、②一、

5．4一

①チャート礫他砂粒多量②酸化
③にぶい燈色④1／23

底部片。

39 H－35一床
臼玉

製品

径：1．1・厚さ＝0。8・孔径：0．2、重さ：1．74g 滑石製

40 H－36一埋
小皿
恵器

①［1α5］、②3．3、

45
①細砂粒多量②酸化焔③榿色④

／2

口縁部：外反、横撫で。底部：
転糸切り。

一51一



番号 遺構番号 器種 ①口径②器高③底径 ①胎土②焼成③色調④遺存度 特徴 備考

41 H－36一埋
椀須恵器 ①［11．6］、②、

64
①灰色小粒（チャートか？）②

元焔③灰白色④1／3
競轄調整。底部＝回転糸切り、

台貼り付け。

42 H－37一床
圷土師器 ①10．5、②3．1 ①半透明砂粒②酸化・良好③榿

④1／1
口縁部：外反、横撫で。体部～

部：削り。丸底。

43 H－37一埋
圷土師器 ①118、②3．9 ①半透明砂粒②酸化焔・良好③

色④1／1
口縁部：外反、横撫で。体部～

部：削り。丸底。

44 H－37一埋
圷土師器 ①11．6、②3．7 ①微粒子②酸化焔③榿色④1／1 口縁部：外反、横撫で。体部～

部：削り。丸底。

45 W－2一埋 小皿
①一、②一、

一

①目立つ鉱物粒なし②酸化焔③
色④底部片

底部片。見込み部に朱描き花文。

46 W－2一埋 常滑広口壺
①一、②一、

一

①長石砂粒少量②良好③灰黄色
口縁部片

47 D－16一埋 内耳鍋
①［35．6］、②［21．5］ ①細砂粒多量②瓦質③褐灰色④

／2

48 D－20一埋
蓋須恵器 ①［214］、②一、

一

①黒色小粒、精良②還元③明褐
色④1／3

口縁部内面にかえりが付く。

49 D－22一埋 羽釜
①［22．5］、②一、

一

①灰色角丸礫（チャート礫か）
還元焔③灰白色④1／12

競轄調整。』 縁部：内傾。

50 D－23一埋 羽釜
①［17。3］、②一、

一

①輝石か角閃石か黒色鉱物粒②
化焔③にぶい榿色④1／8

輕輔調整。口縁部：内傾。体
：下半部箆削り。

51 遺構外 内耳鍋
①［30。4］、②一、

一

①微砂粒少量②弱還元③黒褐色
口縁部片

一52一
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1区H－2号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ10mm大・5m皿以下）を多量に含む。粘性ややある。しまりある。
2　黒褐色土　As－C（φ5mm以下）を中量含む。ローム小ブロックを少量含む。

　粘性ややある。しまりある。

0　1：40　1m

0　1：80　2m

　　　影
　　　（1：40）
1区　H－1号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位lm）

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．47 0．44 0．25

P－2 0．31 0．29 0．20

1区　H－3号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）　1区H－3号住居跡

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．91 0．63 0．29

P．2 0．75 0．63 0．26

P－3 0．95 0．61 0．16

1区H－1号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ10mm大・5mm以下）を多量に含む。粘性ややある・しまりある。
2　黒褐色土　As－C（φ5㎜以下）を中量含む。ローム小ブロックを少量含む。粘性ややある。

　しまりある。
3　黒褐色土　As－Cをほとんど含まない。粘性ややある。しまりある。

1区H－1号住居跡　竈
1　黒褐色土　焼土小・中ブロックを中量含む。粘性ある。しまりある。
2　黒色土　　青黒色の灰を含む。篭灰層。やややわらかい。

　1ω　》

　　　　　　／h獣一〆－一一
　1奥　 匝

　A　L＝12190m　　　　　　　　　　　　　　　　Aノ

　　1　黒褐色土　As－Cを多量に含む。しまりある。
　　2　黒褐色土　As－C、砂質土小ブロックを少量含む。しまりある。
　　3　黒褐色土　As－Cを中～多量に含む。しまりある。
　　4　黒褐色土　As－C、砂質小ブロックを少量含む・やややわらかい。

Fig．14　小見皿・2区J－1号住居跡、1区H－1～3号住居跡
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鎌墓lq　　N　　ム・3．些
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1区蕪鯉主騨Cを多量じ．含む纐，トブロ．クを少量含む．しまりある．　　　　　　陵　　　康

　ニ　　　　　　　の

　　　　　　　　　　レ　　　　　　ハ　　　　　　ノて　　　　　　　　　

　1ω　　　　　　　2区H－4号住居跡　い　II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　黒褐色土　　　As－Cを中～多量に含む。しまりある。
　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　黒褐色土　　　As－Cを中量含む。しまりある。
　輿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色土　　　As－Cを少量含む。しまりある。
　σ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　赤系黒褐色土　色土をベースに焼土小・中ブロックを多量に含む。

　の　旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマド灰層と下層に含む。やわらかい。

　　　　　　　5　黒色土　　　　やわらかい灰を含む層。
　　　　　　　一　2区　H－4号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）
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　　　謙鍵・（φ・齢縄％善挙繍粒子を含　　　　5〃
　　　　む　　ロ　　Fig、15　小見皿・1区H－4号住居跡、2区H－2・4・5号住居跡

　　　　　一68一



1団

7
誌

旨

3

　　11　　11
　ム1
熱、き
　陵　ALニ122．20m

／㊥

　　　④
2区H－9

　　／！一、　　ノノロノ　し　ブヤ　　　 ノ　　　　 ヤ

／㎜ 嬢“。
硬化面　　 、・

　　し　ヤ　’一し1ぺ　　 亙
　！ノ　㌧1ペ　　　　　　　ノ　　　ヤノ
＼　　　1！

　糎
　　　　蛋3　　　　1 彪磯総灘1諜1欝

CL＝12220m　　　　　　　　　　　　　　 C1

　　　　　　　　　　 　　
　

、22
剛

2区H－9号住居跡　竈
1　黒褐色土　　　As－C（φ2～5㎜）、砂岩ブロック（φ3～5㎜）、

　焼土小粒子を少量含む。しまり良い。
2　赤系黒褐色土　焼土ブロック（φ2～10㎜）を多量に含む。竈内壁崩落層。

2区H－9号住居跡
1　黒褐色土As－Cを多くに含む。砂岩ブロック（φ3～5㎜）をやや多く
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　焼土・粘土　　　4
　ブロック　　　1
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④
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　　AL＝121．90m　　　　　　

Aノ

　　　　　％
　　　　　（1：40）
　　　　　　　　ノ
　　　　ト揚

2区H－10号住居跡　竈
1　暗赤褐色土　焼土小・中ブロックを中～多量に含む。やややわらかい。
2　黒褐色土　　焼土粒子を少量含む。炭化粒、灰を多量に含む。竈灰層。やわらかい。
3　黒褐色土　　焼土粒子、灰を少量含む。

4　黒褐色土　　焼土ブロック（φ2～5mm）を少量含む。灰を少量含む。
5　黒褐色土　　粘土粒子を多量に含む。粘性ある。

　　　　　　0　　　　　　1　：40　　　　　　1m　　　　　　O

　　　Fig．16　小見皿・2区H－9・10・14号住居跡
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　　　脚　　　　1劇　㊨
　　　7　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　L＝122．10m　　　　　　　　　　　　　　　Aノ
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　も　　　　熱暴物霧
　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CL＝12210m　C’
　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　lA－b窒　一髭
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1：40）　　　　　　l　　　　　　IQ2区H－15号住居跡
　　　　　　　　　　　　　　　1　黒褐色土　　　As－Cを少～中量含む。砂質土小ブロックを少量含む。
　　　　　　　　　　　　　　　2　黒褐色土　　　As－Cを少量含む。砂質土小ブロックを少～中量含む。
　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色土　　　As－Cを少～中量含む。砂質土小ブロックを中量含む。
　　　　　　　　　　　　　　　4　赤系黒褐色土　焼土小・中ブロックを多量に含む。
　　　　　　　　　　　　　　　5　赤系黒褐色土　焼土小・中ブロックを多量に含む。

　　，評　仲　㎏　　輿璽識
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　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　硬化面　　　　　㌧
　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　’、　　　　　　　〆　　　　　B／
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　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　・40＼、ず！／（一！42

　　N　　　2区H－16　　　　　　41　　　◎／職9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て藁：Σ）　P－2
　－　　　　　　　　　　　　　　　lu
　　　　　　　　　　　　　　　σ　　　　　檀
　　　　　　　　　　　C　　　　　　＿　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　AL＝12220m　　　　・　　　　　　Aノ

醸1唄　．痴萄q　　　物
　　　AL＝12aOom　　　　　　　　　　　　　　A・　　　旦　3L＝12220m　　　3　562　4　旦二

　　　　　　　　　　　　　続立＿．　…務

一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　L＝122．20m　　　　　　E／
　　　　　　　　2区H－16号住居跡　竈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　1　赤褐色土　焼土ブロック及び粒子を中量含む。粘土ブロックを少量含む。炭化物を微量含む。
　　　　　　　　2　黒色土　　やわらかい黒色土層。やや青味がった粉粒状でカマド灰層である。

峨姻努灘搬難講菩二1欝麗　勿
　　　　　　3　暗褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1：40）
　　　　　　4　黒褐色土　微砂をやや多く含む。焼土粒子を少量含む。しまり良い。粘性ない。0　　　1：40　　　1m
　　　　　　躁欝土鮮霧震携畿F鮎嘉ユ駕翫群軌　　　2区H－18号住居跡
　　　　　　7暗褐色土As－C（φ2～3皿皿）を少量含む。砂岩ブロック（φ～5mm）　　　　　　柱穴・土坑計測表（単位：m）

　　　　　　　　　をやや多く含む。しまり良い。粘性ない。O　　　　l：80　　　2m　　　8　黒褐色土　灰を多く含む。しまり弱い。粘性ない。

　　　　　　9　暗褐色土　微砂を多量に含む。しまり弱い。粘性ない。

　　　　　　2区H－18号住居跡　竈
　　　　　　1　暗褐色土　砂岩粒子をやや多く含む。しまりややある。粘性ない。

　　　　　　　　Fig．17小見皿・2区H－15・16・18号住居跡

　　　　　　　　　　　　　一70一

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．58 0．47 0．19

P－2 0．45 0．39 0．32
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⑳
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　　H－19号住居跡
　　1　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）をやや多く含む。
　　　　　しまり良い。粘性ややある。
　　2　黒褐色土　As－C（φ2～5皿m）を多く含み、凝灰
Aノ　　　　　　岩質砂岩ブロック（φ5～10m皿）

　　　　　をやや多く含むむ。しまり良い。粘性や
　　　　　やある。
　　3　暗褐色土　As－C（φ2～5㎜）を多く含み、凝灰
　　　　　岩質砂岩ブロック（φ5～30㎜）を多量
　　　　　に含む。しまり良い。粘性ややある。
　　4　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）及び凝灰岩質砂岩
　　　　　ブロック（φ5～20㎜）をやや多く含む。
　　　　　しまり良い。粘性ややある。

窒

　　　　　　　　　　　調
　　　　　　　　　　　査2区H－20号住居跡　竈　　　　　　　　区
1黒褐色土焼土ブロツク（φ2～5㎜）外
　　　及び粒子を多く含む。しまり
　　　良い。粘院ある。A
2　黒色土　　焼土粒子をやや多く含む。

　　　しまり良い。粘性ある。
3　黒褐色土　焼土ブロック（φ2～4㎜）

　　　をやや多く含み、焼土粒子を
　　　多量に含む。しまり良い。粘
　　　性ある。
4　黒褐色土　焼土ブロック（φ2～5m皿）

　　　及び粒子を多量に含む。しま
　　　り良い。粘性ある。
　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　L＝122．20m

⑳
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2区　H－22号住居跡
柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．55 0．54 0．36

P．2 α56 0．54 0．24
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越　　　　1乏

　B　L＝122，40m　　　　　　　Bノ

2区H－21

　調査区外　　　　　　　　　　　　　2区H一21号住居跡
　　　　　　　　　　　　1　黒褐色土　焼土粒子を中～多量含む。As－Cを少量含む。
　　　　　　　　　　　　　　　　しまりある。粘性ややある。AL＝12220m　　　　　A／　　2黒色土　焼土粒子を少量含む。As－cを少量含む。しまりある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ややあるの

磁繊q⑳3　　　∞∞

　　　　　　　　笏
C　L＝122．40m　　　　　（1：40）Cノ

　　　　　　　（1：40）

　　0　　　　1：40　　　1m

0 1：80　　　2m

Fig．18　小見皿・2区H－19～22号住居跡
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　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　1
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⑳
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　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　1￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
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　　　　　　　　　￥、＿＿　　　，／　　　　　49

H－23号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土

3　黒褐色土

4　暗褐色土
5　赤褐色土

6　黒褐色土
7　黒褐色土
8　黒褐色土

As－C（φ2～5㎜）を多量に含む。しまり良い。
粘性ある。

As－C（φ2～5mm）及び砂岩ブロック（φ2～
20㎜）を多く含む。しまり良い。粘性ある。

As－C（φ2～5mm）を多く含む。しまり良い。
粘性ある。

焼土粒子を多く含む。しまり良い。粘性ある。
焼土ブロック（φ10～30㎜）及び粒子からなる
（竈天井壁の崩落）。

焼土粒子をやや多く含む。しまり良い。粘性ある。
焼土粒子を多く含む。しまり良い。粘性ある。
焼土粒子及び灰をやや多く含む。しまり良い。粘
性ややある。

H－35号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を多く含み、砂岩ブロック
　　　　　　　（φ5～30㎜）をやや多く含む。しまりややある。

　　　　　　粘性ある。
2　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を多く含み、砂岩ブロック
　　　　　　　（φ5～10mm）を多く含む。しまりややある。粘
　　　　　　性ある。
3　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜〉を少量含み・砂岩ブロック
　　　　　　　（φ2～3㎜）及び微砂を多く含む。しまりやや
　　　　　　ある。粘性ある。
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　　　2区H－25号住居跡
　　　　1　黒褐色土　As－C（φ2～5皿m）を多量に含む。しまり良く
　　　　　　　　　　硬い。粘性ある。
　　　2　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）を多く含む。しまり良く硬

些3黒褐色土臆一讐蓉5．、）をやや多く含む．凝灰岩質

　　　　　　　　　　砂岩ブロック（φ3～5㎜）を少量含む。しまり
　　　　　　　　　　良く硬い。粘性ある。
　　　4　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を少量含む。凝灰岩質砂岩
　　　　　　　　　　ブロックを少量含む。
　　　　5　黒褐色土　凝灰岩質砂岩ブロッ身（φ5～10㎜）及び、粒子
　　　　　　　　　　を多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
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Aノ 2区　H－25号住居跡
柱穴・土坑計測表（単位：m）

＠

Nα 長軸 短軸 深さ

P．1 0．56 α47 α10

P－2 0．69 α52 0．03

　　　竈
As－C（φ2～5㎜）を多く含む。微砂をやや多く含む。しまり良い。
端占’性票｝い。

As－C（φ2～5皿m）を少量含む。微砂、焼土粒子をやや多く含む。
しまり良い。粘性弱い。

焼土ブロック（φ2～5㎜）及び粒子を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
焼土粒子をやや多く含む。灰を多く含む。しまりややある。粘性ない。
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　　　　　　　　52　　　＼
　　　　　　　　●

2区H－24号住居跡
1　暗褐色土

2　暗褐色土

3　暗褐色土
4　暗褐色土

2区H－24号住居跡
1
2
3

暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土

4　暗褐色土

5

6

As－C（φ2～5mm）を多量に含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
As－C（φ2～5㎜）をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
As－C（φ2～5mm）をやや多く含む。シルト質土粒子を多く含む。
しまり良く硬い。粘性ややある。

As－C（φ2～5皿m）を多量に含む。シルト質土粒子を多く含む。
しまり良く硬い。粘性ややある。

暗褐色土　As－C（φ2～5㎜）を多く含み・砂岩ブロック（φ2～10㎜）をやや多く
　　　　含む。しまり良く硬い。粘性ある。
暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～5㎜）をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性ない。

AL＝123．30m　　　　　　　　A！
　　　　　　　　　　　　　　　　　2　3

　　B　L＝123．30m　　　　　　　　　　　　Bノ

　　　　　　D　L＝123．30m　　　　　　　　Dノ

2区H－25号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土

3　暗褐色土

4　黒褐色土

0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1：40）

　　　竈
As－C（φ2～3mm）、焼土粒子・炭化物を少量含む。しまりない。
粘性ある。

As－C（φ2～3皿m）、焼土粒子、炭化物をやや多く含む。しまり
ない。粘性ある。

シルト質土粒子を多く含む。しまり良い。粘性ある。
シルト質土粒子を多く含む。焼土粒子を少量含む。しまり良い。粘
性ある。

1：40 1m　O 1：80　　　2m

Fig．19　小見皿・2区H－23～25・35号住居跡
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2区H－30

⑳

　　　　　　＼　2区

A　　　　　H－26
2区D－6

　　　　　　　　　硬化面

2区

D－7

2区H－31

Aノ

調
査
区
外

団

2区H－26号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土

3　黒褐色土

4　黒褐色土

As－C（φ2～5mm）を多量に含む。
しまりよく硬い。粘性ある。

As－C（φ2～5mm）を多く含む。
しまりよく硬い。粘性ある。

As－C（φ2～5mm）を多量に含む。
しまりよく硬い。粘性ある。

砂岩粒子を多く含む。しまり良い。
粘性ある。

2区H－30号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を多量に含む。
　　　　　　しまりよく硬い。粘性ある。
2　黒褐色土

3　黒褐色土

As－C（φ2～5皿皿）を多く含む。
しまりよく硬い。粘性ある。

As－C（φ2～5皿皿）を多く含み、

砂岩ブロック（φ3～5㎜）を多く
含む。しまりよく硬い。粘性ある。

2区H－31号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土

3

4

As－C（φ2～5㎜）を多く含む。
しまりよく硬い。粘性ある。

As－C（φ2～5mm）を多く含み、
砂岩ブロック（φ3～5mm）を多く
含む。しまりよく硬い。粘性ある。

黒褐色土　砂岩ブロック（φ3～5㎜）をやや
　　　　多く含む。しまりよく硬い。粘性あ
　　　　るo
黒褐色土　砂岩ブロック（φ3～5㎜）を多く
　　　　含む。しまりよく硬い。粘性ある。

撫

1ゆ

▽
旨
曽

3

A

1ゆ

’

！

㌧

㌧

、

1
1

－

／
／　、㌔＿一”　 ＼

＼

＼

＼

￥

④

＼、　硬化面

　　　、

　　　　　　　　￥
　　　　　　　　　　　￥
　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　1／0

2区H－29　　　　ノ
　　　　　　　　　　　／／

　　　　　　　　C　l
　　　　　　　　、ノI　　　　D　Cノ
　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　、
￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
＼　　、　　　　　　　　　　　　’

　　＼　　　　　　／ノP－1

　　　　　、噌ノ◎／q窒

腹

C　L＝122．10m　　　　　　　　　　　　　C’

　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　D　L＝122。10m　　　　　　（1：40）D・

陵
Aノ

2区H－29号住居跡
1　暗褐色土

2　明赤褐色土
3　暗褐色土

96　5
1

0 1：40

AL＝122。10m

1m

1231

彪

2区H－29号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～5m皿）を多く含み、砂岩ブロック

1：80

2　黒褐色土

3　黒褐色土

（φ5～30mm）をやや多く含む。しまり良い。
粘性ややある。

As－C（φ2～5㎜）、砂岩ブロック（φ5～10
㎜）、微砂を多く含む。しまりややある。

As－C（φ2～5㎜）を少量含み、砂岩ブロック
（φ2～3mm）、微砂を多く含む。しまりややあ

るo

4　明赤褐色土

5　黒褐色土

0 2m

6　明赤褐色土

7　暗褐色土

8　暗褐色土
9　黒褐色土

10褐色土

・勿
　　　　（1：40）

　　竈
焼土粒子、微砂をやや多く含む。
しまりややある。粘性ない。
焼土から成る。　（元は砂質土）

焼土粒子を多量に含む。しまりや
やある。粘性ない。

焼土ブロック（φ3～10皿皿）及び
粒子から成る。

カマド天井部構材。6層が流れこ
むようにおちたのに対し5層は上
から真下へ、落ちたもの。しまり
良く硬い。粘性ある。

焼土ブロック（φ3～5mm）から
成る。天井部内壁面の崩落。

焼土粒子を少量含む。しまりやや
ある。粘性ない。
灰層。

灰層。

焼土粒子をやや多く含む。しまり
ない。粘性ない。

2区　H－29号住居跡柱穴・土坑計測表（単位：m）

No。 長軸 短軸 深さ

P．1 0．53 0．49 0．24

Fig．20　小見皿・2区H－26・29・30・31号住居跡
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§　　簾ボ、／・
　　　　　1避，／
　　　2区k＼　／　　　一避
　　　H－27、一！グ㍉
　　　　　　　＼k＼ノノO

　　　　　　　　　　、

匡　　　1販

　　BL＝122．40m Bノ

　　　　　　％q，劒

C　L＝122．40m　　　　　Cノ

勿（1：4。）

　　　　　1ω　　　　　　　1ω
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰　　　　　　『
　　　　　　旨　　　　　　　　　　　　　⊆二ニニつ
　　　　　　P　　　　　　8・
　　　　　　B　A　　　　　　　2区H－32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　些

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　硬化面　　　／
　　　　　　　　　〃　＿．　♀イ㊥　皇
　　　　　　　　　／　　　＼　　！

　　　　　　　　　11　　2　　）
　　　　　　　　　11　　〆　　＼
　　　　　　　　　’1　　’一一＼　㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ

熱　　　　）
　　　　　1唄　　　　　　　1唄

　　　　　　　AL＝12220m　　　　　　　　　　 A’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勿

　　　　　　　　　　　C　L＝122．20m　　　　　　　　　　　　σ

　　　　　　　　　　　㊨

　　　　　　●66
　　　　　　　　　　　　A／A　　　2区H－33　　　　　一
　　　　　　　／硬化副i・

　　　　　　　　　B　　　　　　Bノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳　　　H－24　　　　　　　　　　　　1q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劇u
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心“’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／AL＝12220m　　　　　　　Aノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2区　＼＼

磁q：⑥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　H－341
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’硬化面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一立L＝12220m　　　Ω二　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　伽　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閃2区H－34号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）を多く含み、砂岩ブロック（φ5～30m皿）をやや多く含む。

　　　　しまりややある。粕性ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AL＝122。10m　　　　　A！

2区H－36号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）を多く含み、砂岩ブロック（φ5～20m皿）をやや多く含む。

　　　　しまりややある。粘性ある。
2　黒褐色土砂岩ブロック（φ5～10㎜）をやや多く含む・しまりややある。粘性ある。

3馳脚コック（φ5朗膨髄はり㈱鵬 　　　　　　　勿
0　　　1：40　　　1m　O　　　l：80　　　2m

　　　　　　　　　　　　Fig、21小見皿・2区H－27・32～34・36号住居跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一74一
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曽
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3区H－1

⑳

68・　　Aノ

3区H－1号住居跡
　黒褐色土　As－C（φ4～8mm大）を中～多量に含む。砂質ローム小ブロ
　　　ックを少量含む。ややしまりある。
　黒褐色土　黒褐色土主体、軽石含まず。やややわらかい。
　黒褐色土　焼土小ブロックを少量含む。ややしまりある。カマド前焼土層。

　　　　　　函1　　　　酬
　　　　　　　　⑳　醸

　　　3区H－4

A／一一￥　A！　　　　　　　　　ろ　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　

　　　q・、
　　　脚ヒ哩　　3区　昌
　　　、一ノ　　　　　W－1　　3

醗芝　1、
　　　　1Q
A　L＝121．90m　　　　　　　　　A／

　　　　1

ム

3区

H－3

　　3区H－3
AL＝121．90m

　　　　ノ劇

　　3区H－2

　ノ　　　　　　　　　　　ペ
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　
　／　　　　　　　　　　　1

／　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　㌧

　　　　　ヤヨ　　　　　　　　　　　し
ヤ　　　　　　　　　　　　　ヌ
1　　硬化面　　＼

1　　◎
　＼　　　　　　　　　　　　！
　＼　　　　　　　　　　　／
　＼　　　　　　　　　　　　　／
　＼　　　　　　　　　　　　　／
　　、、　　　　　　　　　　　／

　　　傾
3区H－2

⑪

ざ

♀

些
　　1　　　　　　　　2　1
　　　　　　　　　　　彪
　　　3区H－2号住居跡’

　　　1　暗褐色土　As－C（φ2～5m皿）、微砂をやや多く
　　　　　含む。しまり良い。粘性ない。
　　　2　暗褐色土　暗褐色土砂質土ブロック（φ2～5mm）、
　　　　　微砂を多く含む。しまり良い。粘性ない。

　　“3区H－3号住居跡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの　びそ　　をやや　

BL＝12L90m　　　く含む。しまり良い。粘性ない。　　　B／

CL＝12190m　　　　　Cノ

　　　　　　（1：40）

勿

　　2　　　　　　　　　3区W－1

　　　　　　　　珍

CL＝121．90m2C’　AA！一　　　　　　3　　1　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　勿＿＿．
　　　　　　　　（1：40）　　　1　暗褐色土　焼土粒子をやや多く含む。しまりややあ
　　　　　　　　　　　　　　る。粘性ない。砂質土。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シルト　　が　ニヒイヒゆ　　　の　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　ニヒ　　ニヒ　ヂ　び　をやや　く　むのしまり　　　　　　　　　　　　　　ややある。粘性ない。砂質土。　　　AL＝12130m　、　　　　　　A／
　D　L＝12190m　　　　　　　　　Dノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

『　　　　一　曾区麟課鞍c（φ2、5剛を多く含猷砂岩一

葬一戴　鰹畿灘
　　　　　　　（1：40）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　1　：40　　　　　　1nユ　　　　　0　　　　　　1　：80　　　　　　2m

　　　　　　　　　　　Fig．22　小見皿・3区H－1～5号住居跡

　　　　　　　　　　　　　　　　一75一

⑪

＼



　　｝

熱

愚

3区H－9号住居跡

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

　　　　　　　　　㊨

　A　　　　3区H－6　　　　A’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3区H－8号住居跡　竈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　暗褐色土　As－C（φ2～5㎜）をやや多く含む。微砂を多く含む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しまりややある。粘性ない。　AL＝121。60m　　　　　　A’　　　　　　　2暗褐色土焼土ブロック（φ2～10mm）及び粒子を多く含む。しまり

一勿勿§『 　灘圭縮鎌熱懲醗㍍、．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多く含む。しまりややある。粘性ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒褐色土灰を多量に含む。しまりある。粘性ない。
　1国　　　　　　　　　1頃

1　一＿一　⑳　旦L　・　2立
　6　　　　　∠

㍉／r　込　　21354％q，⑩
　　　　　ノ　3区H－8　　69．〆
　　　　1　ノ　　　　　　　ノ
　　　　・ノ　　　　　　　　　C　／　　　　　　　　C’　3区　H－8号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

　　　　賑璽一漣　一

1惑《、11く＠窒　枢一…一一一
　　　　＼
　匝　　　　　　　　　　　1艮

　　AL＝122．00m　　　　　　　　　　　　A’

毒撫繊　　　一・互
1ω　辱　1ω　　b④　　12
1　1　　　　　　　　　％
ぎ，o詣、＿“糖蔽1熱

　　　　蒔　　　　　　　　　　　〆へ、／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色土　As－C（φ2～3皿m）をやや多く含む。
　　　　　　　　　　／　　　一　　　　　　　　　／＿／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂質土。

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　匁＼硬化面　ノ　　　tu　　旦L＝12L90m旦

　　　　　　・』1呼ヅ1－i膨賜
　　　　　　　　　　　　（＼一／　　　ぜ3区H－9号住居跡貯蔵穴

　　　　　！餌賦陣繰馨ll灘1驚
醸　　　…一i唄・一羅鍵灘

陳　・皇L－1肛9。m3匝S　　h47891・856鷹

　　　　　　　　　　　　　2　1　勿

黒褐色土　　As－C（φ2～5皿m）を多く含む。砂岩ブロック（φ3～30㎜）をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
黒褐色土　　As－C（φ2～5皿m）をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
黒褐色土　As－c（φ2～5mm）をやや多く含む。砂岩ブロック（φ5～20mm）、微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い・　0　　　1：40　　　1m
黒褐色土　　砂岩ブロック（φ5～30mm）をやや多く含む。微砂を多く含む・しまり良い。粘性弱い。
黒褐色土　　微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
暗赤褐色土　粘性のある焼土（崩落）。

暗褐色土　　微砂・灰を少量含む。しまり弱い。粘性ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　1：80　　　2m
赤褐色土　　焼土ブロック（崩落）。
暗褐色土　　焼土粒子、灰、微砂を多く含む・しまり弱い。粘性弱い。

灰層　　　　灰と微砂の混合土。

　　　　　　　　　Fig．23　小見皿・3区H－6・8・9号住居跡

　　　　　　　　　　　　　　　　一76一

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．97 0．72 0．40

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．29 0．28 0．39

P．2 0．30 0．28 0．32

P－3 0．43 0．39 0．42

P－4 0．44 0．39 0．34

P．5 0．60 0．47 0．44
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No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．64 0．46 0．29
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3区H－11号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）をやや多く含む。しまり良い。粘性ある。
2　黒褐色土　As－C（φ2～5皿m）、焼土粒子、炭化物をやや多く含む。締

　　　まりない。粘性ある。
3　黒褐色土　As－C（φ2～3mm）を少量含み・焼土粒子を多量に含む・し

　　　まり良い。粘性ある。
4　黒褐色土　As－C（φ2～3mm）を少量含み、焼土粒子をやや多く含む。
　灰及び粉炭を多量に含む。しまり良い
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ゆ3区　H－15号住居跡柱穴・土坑計測表（単位：m）

　　　【

No． 長軸 短軸 深さ

P・1 0．39 0．29 0．42

P・2 0．34 0．32 0．46

4区　H－1号住居跡
穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．47 0．44 0．14

4区　H－3号住居跡
柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．67 0．54 O．20

P－2 0．52 0．33 0．21
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4区H－3号住居跡
　1　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を多く
　　　　　含み、砂岩ブロック（2～10

、＿黙雛隷　　 ⑳一6

　　　　　含み、微砂をやや多く含む。　　　　　　　4区D－4
　　　　　しまり良い。粘性強ある。
3黒褐色土As一c（φ2～5㎜）を多く　　　　A　　　　　　　　　79　　Aノ

　　　　　含み、砂岩ブロック（2～3　　　　　－　　　　　　　ーヘ、、　．　　　　　一
　　　　　皿m）を少量含む。しまり良い。　　　　　　　　！〆一、ノ／p＿2ノノ）
　　　　　粘性ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

4黒褐色土 講欝鹸4区D－5硬化し雛
　　　　　い。粘性ややある。　　　　　　　　　　　　　　　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　ノ

∴蕪灘灘誌塵1◎
No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．24 0．21 0．11

P．2 0．43 0．33 0．17

P－3 0．42 0．40 0．04

P－4 0．37 0．35 0．04

P．5 0．68 0．58 0．10

P．6 0．53 0．28 0．05

P－7 0．50 0．42 0．15

P－8 O．40 0．33 0．03
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4区H－7号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～10mm）

　　　　を多く含む。しまり
　　　　良い。粘性ある。
2　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）
　　　　をやや多く含む。し
　　　　まり良い。粘性強あ
　　　　る0
3　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）
　　　　及び微砂をやや多く
　　　　含む。しまり良い。
　　　　粘性ある。
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4区H－8号住居跡
1　黒褐色土As－C（φ2～5㎜）を多く含み、砂岩ブロック
　　　　（φ2～10皿m）をやや多く含む。しまり良い。粘性ある。
2　黒褐色土　貼床。As－C（φ2～5mm）を少量含み、微砂をやや多
　　　　く含む。しまり良くかなり硬い。粘性強ある。
3　黒褐色土　As－C（φ2～10mm）を多く含み・砂岩ブロック（φ2
　　　　～5mm）を少量含む。しまり良い。粘性ある。

4区　H－7号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．41 α40 0．34

P－2 一 0．70 0．40
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4区H－10号住居跡　竈
1　暗褐色土　As－C（φ2～5mm）を少量含み、
　　　　微砂を多く含む。しまり良い。粘
　　　　性ない。
2　暗褐色土　As－C（φ2～6mm）を少量含み、

　　　　微砂を多く含む。炭化物（φ2～
　　　　5㎜）をやや多く含む。しまり良
　　　　い。　米占一1生ない。
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Fig．26小見皿・4区H－7～10号住居跡
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C　L＝121．50m　　　　　　　C／　D　L＝121、50m　　　Dノ
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4区H－11号住居跡
1　黒褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4区12号住居跡　P－3（貯蔵穴）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　㊦　　　　　灘1圭

　　　　　　　　グr　　　4区　H－13号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

““〃ゴ ヨτ・

l／　　　パー〆”㌧　　　　　　　　　　・　1ω
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旦L＝12L50m⊆　　　　　　　　　　　　匝
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4区H－13号住居跡
1黒褐色土As－C（φ4～8mm大）を中～多量に含む。砂質ローム小ブロ　　4区　H－15号住居跡

　　　　ックを少量含む・ややしまりある・　　　　　　　　　　　柱穴・土坑計測表（単位：m）
2　黒褐色土　黒褐色土主体、軽石含まず。やややわらかい。
3　黒褐色土　焼土小ブロックを少量含む。ややしまりある。カマド前焼土層。

　0　　　　1：40　　　1m

　O　　　　1：80　　　2m

　　　　　　　　　　Fig．27　小見皿・4区H－11～13・15・17号住居跡
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旦L＝121160m　　　　　　　　杢韮　　　　C　　　　　C

　　　　　　　　　　　　霧霧・

4区　H－12号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）
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No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．38、 0．35 0．77

P－2 0．24 0．24 0．61

P－3 0．66 0．66 α55

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．58 0．47 0．38

砂岩ブロック（φ2～5mm）を少量含む。しまりややある。粘性ない。
灰を多量に含む。しまりややある。粘性ない。

焼土粒子をやや多く含む。しまりややある。粘性ない。
砂岩ブロック（φ2～5㎜）を多く含む。しまりややある。粘性ない。

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．45 0．35 0．48

P．2 0．51 0．39 0．45
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5区H－1住居跡
1　暗褐色土　As－C（φ3～5皿m）を少量含む。

　　　　砂岩ブロック（φ3～10mm）をや
　　　　や多く含む。しまり良い。粘性弱

　　　　い0
2　暗褐色土　褐色土粒子を多く含む。焼土粒子

　　　　を少量含む。しまり良い。粘性弱

　　　　い0
3　黒褐色土　微砂を少量含む。しまり良い。粘

　　　　性弱い。
4　黒褐色土　微砂を多く含む。しまり良い。粘

　　　　性弱い。
5　黒褐色土　砂岩ブロック（φ10～30m皿）及び

　　　　微砂を多く含む。しまり良い。粘
　　　　性弱い。
6　暗褐色土　微砂を多く含む。しまり良い。粘

　　　　性弱い。

5区　H－1号住居跡
柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．50 0．37 0．46

P－2 048 0．45 0．48

P．3 0．18 0．18 0．18

P．4 0．23 0．23 0．23
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5区H－2号住居跡　竈
1　暗褐色土　褐色粘質土粒子を多量に含む。しまり良い。粘性強い。
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　　　5区H－3号住居跡　竈
　　　1　黒褐色土　　微砂を多く含む。しまり良い。粘性ややある・
　　　2　赤褐色土　　焼土ブロック（φ2～5mm）を多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
　　　3　黒褐色土　　焼土粒子を多く含む。しまり良い。粘性ある。
　　　4　暗赤褐色土　微砂を多く含み・焼土粒子を少量含む。しまり良い。
　　　’5　にぶい黄褐色土　微砂を多く含み。焼土ブロック（φ2～5mm）を少量含む。しまり良

　　　　　　　　い。粘性ややある。
　　　6　黒褐色土　　微砂を多く含む。しまり良い。粘性ややある。
2m　　　7　黒褐色土　　粘質土。微砂を多く含む。しまり良い。粘性強い。

　　　8　黒褐色土　　砂質土。砂岩ブロック（φ3～10m皿）を多く含む。しまり良い。粘性ない。

小見皿・5区H－1～3号住居跡
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5区 H－4号住居跡
0 柱穴・土坑計測表（単位：m）
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◎P－2

o ㊨
No， 長軸 短軸 深さ

o P－1 0．52 0．48 0．48

メ
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5区H－4号住居跡
　黒褐色土

　黒褐色土

As－C

良い。

s－C

　　（φ2～5mm）
ロックをやや多く含み、凝灰
質砂岩粒子を多く含む。しま
　　粘性ある。

ロックを少量含み、

　　　　及び焼土

φ2～5m皿）及び焼土

　　　凝灰岩質

調査区外
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No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．53 0．47 0．53

P．2 0．50 0．46 0．35

P－3 0．49 0．43 O．17

P－4 0．46 0．45 0．28

P－5 0．63 0．52 0．28

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．82 0．71 0．65

P－2 0．79 0．59 0．65

5区　H－4号住居跡
柱穴・土坑計測表（単位：m）

5区H－4号住居跡
1　黒褐色土As－C（φ2～5mm）及び焼土
　　　ブロックをやや多く含み、凝灰
　　　岩質砂岩粒子を多く含む。しま
　　　り良い。粘性ある。
2　黒褐色土　As－C（φ2～5m皿）及び焼土

　　　ブロックを少量含み、凝灰岩質
　　　砂岩粒子を多量に含む。しまり
　　　良く硬い。粘性ある。
3　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）及び焼土
　　　ブロックを少量含み、凝灰岩質
　　　砂岩粒子を多量に含む。しまり
　　　良く硬い。粘性ある。
4　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）及び焼土
　　　ブロックを少量含み、凝灰岩質
　　　砂岩粒子を多く含む。しまり良
　　　く硬い。粘性ある。
5　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）及び焼土
　　　ブロックを少量含み、凝灰岩質
　　　砂岩粒子をやや多く含む。しま
　　　り良く硬い。粘性ある。
6　黒褐色土　焼土ブロック（φ3～10㎜）及

　　　び粒子を多く含む。しまりよく
　　　硬い。粘性ある。
7　赤褐色土　焼土ブロック（φ3～20m皿）及

　　　び粒子を主体とし、黒褐色土を
　　　混入する。しまりよく硬い。粘
　　　性弱い。
8　黒褐色土　焼土粒子を多く含む。しまり良

　　　い。粘性ある。
9　黒褐色土　焼土ブロック（φ3～10mm）及

　　　び粒子を多量に含む。しまりよ
　　　く硬い。粘性弱い。
10黒褐色土　焼土ブロックを多量含む。しま

　　　り良く硬い。粘性ある。

　　1頃　1ω㊥
総7

1＠

　　　造⑤．夢

　　1唄　　履
　　　　5区B－1
　　　　P－2　　　A　　2　2A’

4区B－1号柱穴列（P－2）
1　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を少量含

　　　み、微砂をやや多く含む。しま
　　　り良い。粘性弱い。
2　暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～5㎜）及

　　　び微砂を多く含む。しまり良い。
　　　粘性弱い。
3　黒褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良

　　　い。粘性弱い。
4　黒褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良

　　　い。粘性弱い。



1区W－1（A－A’）

AL＝122．20mAノ

纏1区W－1（B－B’）
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2区W－1（C－Cク）
　　L＝122．30m　I
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　　2区W－1（A－Aク）

AL＝122。20m　　　　Aノ

2 1

z3
　2区W－1（B－Bク）

B　L＝122．20m　　　　　B！

勿
　2区W－1（C－C♪）

CL＝12220m　　　Cノ

1区W－1号溝跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～10mm）を多量に含む。しまり良い。粘性強い。
2　黒褐色土As－C（φ2～5mm）を多く含む。しまり良い・粘性強い。
3　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を少量含む。しまり良い。粘性強い・

A　　3区W－1（A－Aρ）L＝12ZgOm

2区W－1号溝跡
1　黒褐色土　As－Bを多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
2　黒褐色土　As－Bを多く含む。しまり良い。粘性ややある。
3　黒褐色土　As－Bを少量含む。しまり良い。粘性ややある。

　3区W－1（B－Bρ）

B　L＝121．90m

A！

　3区W－1（D－D’）

D　L＝121．90m Dノ’

勿

Bノ

2
1

6

1

4

5

3

須

3区W－1号溝跡（A－A’）
1　黒褐色土　As－C多量に含む。砂岩ブロック（φ10～30mm）をやや多く含む。粘性弱い。

　　　　　　砂質土。

2

3
4
5

6

黒褐色土　As－C多量に含む。砂岩ブロック（φ10～30m皿）多量に含む。粘性弱い。砂質

　　　　土。
暗褐色土　砂質土。

黒褐色土　As－Cやや多く含む。砂岩ブロック（φ5～20皿m）をやや多く含む。粘性弱い・
　　　　砂質土。
黒褐色土　微砂多量に含む。砂岩ブロック（φ5～20mm）をやや多く含む。しまり良い。

　　　　粘性弱い。砂質土。

3区W一て号溝跡（D－D’）
1　暗褐色土

2　にぶい黄褐色土
3　暗褐色土砂岩ブロック（φ2～5mm）をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
4　暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～5mm）を少量含む。しまり良い。粘性弱い。
5　暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～5㎜）を少量含む。しまり良い。粘性弱い。
6　暗褐色土　砂岩ブロック（φ5～30㎜　灰色）をやや多く含む。しまり良い、粘性弱い。
7　暗褐色土　砂岩ブロック（φ5～20㎜　黄色）を多量含む。しまり良い。粘性弱い。
8　暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～5㎜）を多量含む。しまり良い。粘性弱い。
9　暗褐色土　黄褐色微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。

10　暗褐色土　砂岩ブロヅク　（φ2～10m皿）及び微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
ll　暗褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。

12　暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～30㎜）を多量含む。しまり良い。粘性弱い。
13　暗褐色土　川砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。

14　暗褐色土　微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。

15黒褐色土　砂岩ブロック（φ3～40mm）及び微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。
16　黒褐色土　砂岩ブロック　（φ2～30㎜〉及び微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。
17　黒褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
18　黒褐色土　川砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。

19　黒褐色土　微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
20　黒褐色土　砂岩ブロック　（φ5～50㎜）及び微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。
21黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～10mm）を少量含む。しまり良い。粘性弱い。
22　黒褐色土　微砂から成る。

23黒褐色土　砂岩ブロック（φ10～150m皿）を多量含む。しまり良い。粘性弱い。
24　暗褐色土　砂岩ブロック（φ10～150mm）及び微砂を多量含む。しまり良い、粘性弱い。
25暗褐色土　砂岩ブロック（φ5～20皿皿）及び微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
26暗褐色土砂岩ブロック（φ5～20mm）及び微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
27　暗褐色土　砂岩ブロック（φ10～20mm）及び微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
28　暗褐色土　砂岩ブロック（φ10～70mm）及び微砂を多量含む。しまり良い。粘性弱い。
29暗褐色土　砂岩ブロック（φ10～30mm）及び微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
30　にぶい黄褐色土　砂質土。地山崩落。

31暗褐色土　砂岩ブロック（φ10～50㎜）及び微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
32　にぶい黄褐色土　砂岩ブロック。
33　にぶい黄褐色土　砂岩ブロックの崩落。黒褐色土の混入。
34　暗褐色土　砂岩ブロック（φ5～20㎜）及び微砂をやや多く含む。しまり良い、粘性弱い。
35　にぶい黄褐色土　砂質土。地山崩落。
36　暗褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
37　暗褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
38　にぶい黄褐色土　砂質土。地山崩落。

39　暗褐色土　砂岩ブロック（φ5～20㎜）及び微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
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3区W－2号溝跡（A－A’）
1　黒褐色土　As－C及び微砂を多く含む。しまりない。粘性ない。
2　暗褐色土　As－C及び微砂を多く含む。しまりある。粘性ない。
3　暗褐色土　微砂を多量に含む。しまりある。粘性ない。

Fig．30　小見皿・1区w－1号溝跡、2区w－1号溝跡、3区w－1・2号溝跡

一83一
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3区W－3号溝跡（A－A’）
1　暗褐色土

2　褐色土
3　暗褐色土

4　暗褐色土

5　暗褐色土

6　黒褐色土

7

8

9

10

11

砂岩ブロック（φ2～10mm）をやや多く含む。微砂を多量に含む。しまり
良い。粘性ない。

砂岩ブロック（φ5～150m皿）及び微砂の堆積層。しまり良い。粘性ない。
As－Bを多く含む。砂岩ブロック（φ2～10mm）、微砂、細砂、小礫を多量
に含む。しまり良い。粘性ない。

砂岩ブロック（φ2～20㎜）及び微砂を多量に含む。しまり良い。粘性な
いo

As－Bをやや多く含む。砂岩ブロック（φ2～20㎜）、微砂を多く含む。
しまり良い。粘性弱い。

As－B（ほぼB軽のみ）を多量に含む。微砂をやや多く含む。しまり良い。
粘性弱いo

暗褐色土　As－B、砂岩ブロック（φ2～20㎜）をやや多く含む。しまり良い。粘性

　　　　ない。
暗褐色土　As－B、砂岩ブロック（φ5～20mm）、微砂を多く含む。しまり良い。粘
　　　　性ない。
暗褐色土　As－B、微砂をやや多く含む。砂岩ブロック（φ5～20mm）を多く含む。
　　　　　しまり良い。粘性ない。
暗褐色土　砂岩ブロック（φ20～50皿m）、微砂を多く含む。しまり良い。粘性ない。
暗褐色土

12黒褐色土

13暗褐色土

14暗褐色土

15暗褐色土

16灰黄褐色土

17暗褐色土

18

19

20

褐色土
褐色土
にぶい黄褐色土

21　暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～30mm）

As－B、微砂を多量に含む。砂岩ブロック（φ3～10mm）やや多く含む。
しまり良い。粘性ない。

As－B、砂岩ブロック　（φ20～1QO皿皿）を少量含む。微砂をやや多く含む。
しまり良い。粘性ある（水流による堆積）。

As－Bを少量含む。砂岩ブロック（φ10～40mm）をやや多く含む。微砂を
多く含む。しまり良い。粘性ない。
As－B、微砂をやや多く含む。砂岩ブロック（φ30～230皿m）を多量に含む。
しまり良い。粘性ない。

砂岩ブロック（φ10～40mm）をやや多く含む。微砂を多量に含む。しまり
良い。粘性ない。

　砂岩ブロック（φ50～450mm）を多く含む。地山くずれの微砂層の堆積。
　しまり良い。粘性ない。

As－Bを少量含む。砂岩ブロック（φ2～20mm）をやや多く含む。微砂を
多く含む。しまり良い。粘性ない。

砂岩ブロック（φ2～10mm）、微砂を多く含む。しまり良い。粘性ない。
砂岩ブロック（φ2～30皿m）、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ない。
　　　砂岩ブロック（φ2～30皿m）を多く含む。微砂を多量に含む。しま
り良い。　岩占’1生ない。

　　　　　　　　　　　　、微砂を多く含む。しまり良い。粘性ない。

3区W－3号溝跡（B－B’）
1　暗褐色土

2　暗褐色土

3
4

暗褐色土

暗褐色土As－Bを少し含む。砂岩ブロック（φ2～5mm）

5　暗褐色土

6　暗褐色土

7　暗褐色土

8　暗褐色土

9　黒褐色土

10暗褐色土

11黒褐色土

12暗褐色土

13

As－Bを多量に含む。砂岩ブロック（φ5～30mm）を多く含む。しまり良
い。　米占’1生葺毫い。

As－B、砂岩ブロック（φ2～10皿m）をやや多く含む。しまり良い。粘性
弱い。

As－B、砂岩ブロック（φ2～5皿m）を少し含む。しまり良い。粘性弱い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微砂を多く含む。しま
り良い。粘性弱い。

As－Bを少し含む。微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性ややある。
As－B、砂岩ブロック（φ2～10㎜）をやや多く含む。しまり良い。粘性
弱い。

As－B、砂岩ブロック（φ2～10㎜）を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
As－Bを少量含む。砂岩ブロック（φ2～20㎜）を多く含む。微砂をやや
多く含む。しまり良い。粘性弱い。
As－B、細砂、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ない。　（水流で運ば
れたもの）

As－B、砂岩ブロック（φ2～10㎜）をやや多く含む。しまり良い。粘性
ない。

As－Bを少量含む。細砂、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ない。
（水流で運ぱれたもの）

As－B、微砂を多量に含む。砂岩ブロック（φ2～10㎜）をやや多く含む。
しまり良い。粘性弱い。

暗褐色土　As－Bを多くに含む。砂岩ブロック（φ2～10㎜）をやや多く含む。しま
　　　　　り良い。粘性ややある。

14暗褐色土

15暗褐色土

16暗褐色土

17暗褐色土

18褐色土

19暗褐色土

20暗褐色土

21暗褐色土
22褐色土

砂岩ブロック（φ5～50㎜）、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ない。
地山崩落。

As－Bを多量に含む。砂岩ブロック（φ5～40㎜）をやや多く含む。しま
り良い。粘性ややある。

As－Bを少量含む・砂岩ブロック（φ5～50皿m）を多量に含む。微砂を多
く含む。しまり良い。粘性弱い。地山崩落。

As－Bを少量含む。砂岩ブロック（φ5～30m皿）を多量に含む。微砂を多
く含む。しまり良い。粘性弱い。地山崩落。
砂岩ブロック（φ10～50皿皿）、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。

地山くずれ、地山そのもの。

砂岩ブロック（φ10～100mm）、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。
地山崩落。

砂岩ブロック（φ10～40mm）を多く含む。微砂を多量に含む。しまり良い。
粘性弱い。地山崩落。

微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。地山崩落。
砂岩ブロック（φ10～50mm）を多く含む。微砂を多量に含む。しまり良い。
粘性弱い。地山くずれ、地山そのもの。

L＝121．50m 4区W－1（A－A2） 4区W－1号溝跡（A－A’）

A 工 Aノ
1　暗褐色土

2　7

5 3

1

6

10
　　11

8
9

4

2　暗褐色土

3　黒褐色土

4　黒褐色土

5　黒褐色土

6　黒褐色土

7　黒褐色土

8　黒褐色土

9　暗褐色土

10

11

As－B、砂岩ブロック（φ5～30mm）を多量に含む。しまり良く硬
い。粘性ややある。

As－B、砂岩ブロック（φ5～20㎜）を多量に含む。しまり良く硬
い。粘性ややある。

砂岩ブロック（φ2～30皿m）を多量に含む。しまり良い。粘性やや
ある。

As－Bを少量含む。微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
As－B、微砂をやや多く含む。砂岩ブロック（φ2～30皿m）を多量
に含む。しまり良い。粘性弱い。

砂岩ブロック（φ2～20mm）、微砂を多量に含む。しまり良い。粘
性弱い。

As－B（高比率）、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
砂岩ブロック（φ2～20mm）を多量に含む。しまり良い。粘性やや
ある。

砂岩ブロック（φ5～40mm）を多量に含む。しまり良い。粘性やや
ある。

暗褐色土　砂岩ブロック（φ5～10㎜）を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。
暗褐色土　川原石（φ50～200m皿）　（人為的に入れ込んだもの〉を多量に含む。

0 1：80　　　2m

Fig．31　小見皿・3区w－3号溝、4区w－1号溝跡

一84一



＜

調

査

区

外

＜

C

4区W－1号溝跡（B－B’）
1
2
3
4
5
6
7
8

暗褐色土　As－Bを多量に含み、砂岩ブロック（φ2～10皿m）、微砂をやや多く含む。しまりややある。粘性ない。
暗褐色土　As－Bを多量に含み、砂岩プロック（φ2～10皿m）、微砂を多く含む。しまりない。粘性弱い。
黒褐色土　As－Bをやや多く含み、砂岩ブロック（φ2～20mm）、微砂を多く含む。しまりない。粘性ややある。
褐色土　　As－Bを多く含み・砂岩ブロック（φ2～20）をやや多く含む。微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～10mm）、微砂を多く含む。しまりややある。粘性弱い。
黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～50）・微砂を多く含む。しまりややある。粘性ややある。
暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～10㎜）、微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～80㎜）を多く含む。微砂を多量に含む・しまり良い。粘性弱い。
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L＝121．20m
324 2　42　65

1
3 物

oq』

　呂
　寅
　H　　II

　一

oう

N

寸

o

QO

醸

4区W－5号溝跡
1　暗褐色土　As－Bを多量に含む。しまり良い。粘性弱い。
2　黒色土　　硬化面。As－Bを多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
3　黒色土　　As－Bを多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
4　暗褐色土　As－Bを多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。

4区W－2号溝跡
1　暗褐色土　As－Bを多量に含む。砂岩ブロック（φ5～10mm）を少量含む。しまり良い。粘性弱い。
2　暗褐色土　As－Bをやや多く含む。砂岩ブロック（φ5～10mm）多く含む。しまり良い。粘性弱い。

4区A－1
1　暗褐色土

2
3
4
5
6

暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土

・W－4号溝跡
As－Bを多量に含む。しまり良い。粘性弱い。
硬化面。As－Bを多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
As－Bを多く含む。砂岩ブロック（φ2～50mm）、微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
As－Bを多く含む。微砂を多量含む。しまり良い。粘性弱い。
As－Bを多く含む。微砂を多量含む。しまり良い。粘性弱い。
As－Bをやや多く含む、砂岩ブロック（φ2～50㎜）、微砂を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。

0 1：80 2m

Fig．32小見皿・4区w－1・2・4・5号溝跡、A－1号道路状遺構
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B　L＝120．80m5区W－3・4（B－B’）、DB－2

　　　　　21 141516

B’

　　22

〃
9

5区DB－2

　　1

20 2　857　　　　　　　　　　S
　　　　　　　象9

　　　3

1013　　　　　12
0　　719　　　　1

勿
5区D　B－2号土坑墓
1　暗褐色土　砂岩ブロック（φ10～50mm）及び微砂を多量に含む。しまり良い。砂岩質土。

5区W－3
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

　　　　　4号溝跡（B－B’）
黒褐色土　As－Bを少量含む。しまり良い。

暗褐色土　As－Bを少量含み、砂岩ブロック（φ2～3mm）をやや多く含む。しまり良い。
暗褐色土　微砂、細砂を多く含む。しまり良く粘性ある。

暗褐色土　As－Bをやや多く含む。しまりよく硬い。粘性弱い。
暗褐色土　As－Bを多量に含む。しまり良くかなり硬い。粘性弱い。硬化面。
暗褐色土　As－Bをやや多く含む。しまりよく硬い。粘性弱い。
暗褐色土　As－Bを多く含む。しまり良くかなり硬い。粘性弱い（道路面として硬化していない）・
暗褐色土　As－Bを多量に含む。5層より比率が高い。しまり良く極めて硬い。硬化面。
暗褐色土砂質土。砂岩ブロック（φ1～5㎜）を少量含む。しまりややある。粘性ない。
暗褐色土　As－Bをやや多く含み、砂岩ブロック（φ2～10mm）を少量含む。しまりよく硬い。粘性ややある。
暗褐色土　凝灰岩砂岩粒子を少量含む。しまりよく硬い。粘性ある。
暗褐色土　As－Bやや多く含み、凝灰岩砂岩ブロック（φ3～10皿m）を多量に含む。しまりよく硬い。粘性ややある。
暗褐色土　凝灰岩砂岩ブロック（φ5～10mm）をやや多く含む・しまりよく硬い。粘性ややある。
暗褐色土　As－Bを多く含み、砂岩ブロック（φ2～5㎜）を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～10mm）をやや多く含む。
暗褐色土　砂岩ブロック（φ2～10mm）及び微砂を多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
暗褐色土砂岩プロック（φ2～5㎜）及び微砂を多く含む。しまりよく硬い。粘性ない。
暗褐色土　微砂を多量に含む。しまりよく硬い。粘性ややある。
褐色土　　砂質土。にぶい黄褐色砂岩ブロック（φ5～40皿m）を多量に含む。しまり良い。粘性ない。
褐色土　　砂質土。砂岩ブロック（φ3～5mm）をやや多く含む。しまり良い。粘性ない。
暗褐色土　砂質土。砂岩ブロック（φ3～10㎜）をやや多く含む。しまり良い。粘性ない。
暗褐色土　砂質土。砂岩ブロック（φ2～3皿皿）を少量含む。しまり良い。粘性ない。

A　L＝12α70m5区W－3（C－C夕）、DB－4 5区DB－4　　　Aノ

3　エげ6－5黍2
　　7　　　　　　　98
　　　　　n　　I2

18　　14　　16

1
3　　7

15

5区D　B－4号土坑墓
工　暗褐色土　As－B及び砂岩ブロック（φ2～3m皿）及び微砂をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。

5区W－3号溝跡（C－C’）

1
2
3
4
5
6

7
8
9
10

11
工2

13

14

15

16

17

18

黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土

暗褐色土
暗褐色土
黒褐色土
黒褐色土
暗褐色土
黒褐色土
暗褐色土

暗褐色土
暗褐色土

暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土

As－Bを多く含む。小礫をやや多く含む。しまり良い。粘性ややある。砂質土。
As－Bを多く含む。小礫をやや多く含む。しまり良い。粘性ややある。砂質土。
砂岩ブロック（φ3～5mm）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
As－Bをやや多く含む。しまり良くやや硬い。粘性ややある。きめ細かい砂質土。
As－Bをやや多く含む。しまり良く硬い。粘性ややある。きめ細かい砂質土。4層より硬い。
As－Bを多量に含む。しまり良く硬い。粘性弱い（道路面とみれる。層の南側が高くなり、硬化している。後に4層に切ら
れたとみられる）。

As－B、砂岩ブロック（φ2～3m皿）をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
As－Bを多くに含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
As－B、微砂を多くに含む。しまり良く硬い。粘性ややある。道路面。
As－B、微砂を多くに含む。しまり良い。粘性弱い。
微砂を多く含む。しまり良く硬い。粘性ややある。

微砂、細砂から成り、As－Bを多く含む。しまり良く硬い。道路面。
As－B、砂岩ブロック（φ2～3mm）をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
As－Bを少量含む。しまり良い。粘性弱い。
As－B、砂岩ブロッグ（φ2～10㎜）をやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。

微砂を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
As－B、微砂をやや多くに含む。しまり良い。粘性弱い。
微砂を多く含む。本層中に礫（φ30～80㎜）が敷かれている。

0 1：80 2m

Fig．33　小見皿・5区w－3・4号溝跡、D　B－2・4号土坑墓
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L＝12α80m5区W－3（D－D’）

A　　2019 工

13117
　　　　　126

　　　　　4

16　　17　　　　　16　　18　　8

　　　　　　　　　A’

　　　19

5区W－3号溝跡（D－D’）
1　暗褐色土
2　暗褐色土

3　黒褐色土

4　黒褐色土
5　黒褐色土

6　黒褐色土

7　黒褐色土
8　黒褐色土

9　黒褐色土

10黒褐色土
11黒褐色土
12黒褐色土
13黒褐色土
14黒褐色土
15黒褐色土
16黒褐色土
17　黒褐色土

18黒褐色土
19黒褐色土
20暗褐色土

1層に似る。As－Cを少量含む。As－Bを多く含む。しまりある。砂質土。
As－Bを多量に含む。しまり良くかなり硬い。
微砂を多量に含む。しまり良くかなり硬い。

微砂を多量に含む。砂岩ブロック（φ2～5m皿）をやや多く含む。しまり良い。
As－Bを多量に含む。しまり良くかなり硬い。
微砂を多量に含む。しまり良く硬い。

微砂を多量に含む。しまり良い。
微砂を多量に含む。しまり良く硬い。

微砂を多量に含む。しまり良い。

微砂を多量に含む。砂岩ブロック（φ3～10mm）をやや多く含む。しまり良い。
細砂から成る層。As－B、As－Cを多量に含む。しまり良い。水流による堆積。
細砂から成る層。As－Bを多量に含む。水流による堆積。

細砂から成る層。As－B、As－Cを多く含む。しまり良い。水流による堆積。
As－B、細砂、微砂を多量に含む。しまり良くやや硬い。水流による堆積。
微砂、細砂から成る。As－Bは含れない。
微砂、細砂を多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
微砂、細砂を多量に含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
微砂、細砂を多く含む。酸化鉄粒子をやや多く含む。しまり良くかなり硬い。
微砂、小礫を多く含む。しまり良い。
微砂、細砂を多量に含む。しまり良い。

A

⑳
　　　／　　　　　　　、
　　－　　　　　　　　　　　　、
　／　　　　　　　　　＼
　〆
　　　　　　　　　　＼／

1　　　　　1Aノ
〆　5区1－2　’
　　　　　　　　　　～
＼　　　　　　　　　　　　／
＼　　　　　　　　　　　／

　＼　　　　　　　　　　，ノ
　　＼　　　　　　　／
　　　＼　　　　ノ

AL＝120．80m A！

iω

7
旨

窃
鼠

D－2号土坑
1　暗褐色土　焼土粒子を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
2　赤褐色土　焼土粒子を多量に含む。しまり良い。粘性弱い。

§

　　　A　　　　　Aノ
　　　ー　　1　2　一

　珈

　　　1

3　　2

5区1－2号井戸跡
1
2
3
4
5
6
7
8

暗褐色土

黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土

7　6　4

　　8

5

§

As－C（φ2～5mm）及び微砂を少量含む。しまり良い。粘性ある。
As－C（φ2～3mm）を多く含む。しまり良く硬い
微砂を少量含む。しまり良い。粘性ある。
微砂を多く含む。しまり良い。粘性ある。

。粘性ある。

懸

慧
きめ細かい土質。砂岩ブロック（φ3～5皿m）を少量含む。しまり良い。粘性ある。
微砂を多く含む。しまり良い。粘性ある。

微砂及び砂岩ブロック（φ5～30㎜）を多量に含む。しまり良い。粘性ある。
微砂を多く含む。しまり良い。粘性ある。

陵

ム◎

A

◎

ぐ威
4区D－2

◎

◎

⑳
1ω

◎

◎◎

◎

◎

◎

＠窒
履

形
Aノ

0 1：80　　　2m

Fig．35小見皿・5区w－3号溝跡、5区1－2号井戸跡、4区D－2号土坑
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働・⑳
　5区D－5
AL＝120．50m　　A／

　　　o

　　　〃

　　　　　1＞　　　1＞

　　　　　匡　　　1販

　　　　　　　　2区DB－1

2区DB－1号土坑墓
1　黒褐色土　As－C（φ2～3mm）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
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’男　意翼鱗
　　k’戸　　》二

　　　〇　ぺ

　　　》　『

　◎　”凋え

口

小見皿・5区D－5号土坑、

⑳

’

A

旦

立

　　　　1き　i》⑳

　　　　1販　　映

　　　　　　5区DB－2

AL＝i2130m　　　　　　　　Aノ

B　L＝12130m　　　　　　　　　　　　B！

CL＝121。30m　　　　　　　Cノ

4区S－1号集石
1　黒褐色土As－Bを多量に含む。しまり良い。粘性ややある。
2　黒褐色土　As－B、砂岩ブロック（φ2～5皿m）を多く含む。しまり良い・粘性ある。

4区S－1

　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　1：80　　　2m

　　2区D　B－1号土坑墓、5区D　B－1・2号土坑墓、4区S－1号集石

　　　　　　一89一



1ω

7
憲

8
ぎ

A
調　査　区　外

　　　切 Aノ

⑳

H－1号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．79 0．54 0．48

H－1号住居跡

獣
傾

　　　　　lo
　　　　　　い
　　　　　　II
　　　　　　ビ　　　　　℃鱒　　　　　　の　　　一　　【b
　　　　　ヒ　の
　　　　　　ヨ

　　　　　lQ

o

H－1

懐

1・

、．＠

　　　貧

H－1号住居跡　貯蔵穴
1　黒褐色土　As－C及びシルト質土粒子を少量含む。

　　　　　しまり良く硬い。粘性ある。
2　黒褐色土　As－Cをやや多く含む。しまり良い。

　　　　粘性ある。

　Lニ120．00m　　　　　　　　　前水田面

H－2

1　黒褐色土

2　黒褐色土

As－C（φ2～5m皿）を多く含む。
しまり良く硬い。やや粘性ある。

As－C（φ2～5皿皿）及び砂岩ブ
ロック（φ3～5旧皿）をやや多く
含む。しまり良く硬い。やや粘性
ある。

H－4号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．39 0．38 0．09

P－2 0．36 一 0．08

P．3 一 0．25 0．18

P－4 0．50 0．35 0．33

P－5 0．22 0．16 0．11

P－6 1．03 0．80 0．17

P－7 1．25 一 0．06

H

醸

10

H

Ω．

ピ
ll

Hト
蝉

8
日

調

査

区

外

W－2 H－23

b
H－5

形
H－3号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位二m）

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．87 ｝ 0．09

P－2 0．73 0．50 α22

P－3 0．16 0．14 0．05

谷⑳

D－4

価

D　L＝ll9．90m

μ
『
＝
璽
曽
日

醸
　　　陵

H－2

⑲

・や軌
P－2

　　　　H－3　　P－3

　　　　　　　　0
　　　　6
　　　　　　　　　5
　　　　　　　煙
AL＝119．80m
　　　　　P－1P－2

勿

些

7●

⊇1 AL＝119．90m

勿

Aノ

＠P－5

lQ

￥

H－4

難。，．
B　L＝119，90m

D－6 P－6
旦

　　　、

8・P－69◎

　　　　P－1
／07

　、

、
、

　＠
＠　o

10

P－2

Dノ

、

H－4号住居跡
1　黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～5皿m）を多く含み・焼土粒子を少量

　　　　含む。しまり良く硬い。

0 1：40 1m　O

％

1：80　　　2m

Fig．37草作v・H－1・3～5号住居跡
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醸

1》

　7

N目
　竈
　鼠

H

N
一

国

群
曲
臣

一

N

阪

調

査

区

外

D⑳

H－16

◎
P－1

＠
P－2

＞

H－6号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土

3　黒褐色土

As－C（φ2～3㎜）を多く含む。
しまり良く硬い。粘性ややある。

シルト質土ブロック（φ5～10皿m）
を多量に含む。しまり良く硬い。
粘性ある。

砂岩ブロック（φ2～5mm）を多く
含む。焼土粒子を少量含む。しまり
良く硬い。粘性ややある。

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．58 0．36 0．18

P－2 0．29 0．20 0．22

調

査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

H－6号住居跡　柱穴o土坑計測表（単位：m）　外

H－11号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位lm）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．80 一 0．56

P－2 0．86 一 0．17

》

阪

W－1

H－11
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　　　　　　　　　ぐて

　　　　　　　　ぐ’　1
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爵

P－2
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咲

N

ω
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調

査

区
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L＝119βOm 工

＞

⑳
A

工’ 3 4　　2 一1
7　6Aノ

＞

B　L＝119．60m

　　　2 1

H－12

◎P一’

遷

4

3

＼
＼

喧1

5彪

Bノ

H－11号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土
3　黒褐色土

4　明赤褐色土
5　暗褐色土

6　暗褐色土

7　黒褐色土

8　黒褐色土

5

・膨

As－C（φ2～3㎜）、凝灰岩質砂岩粒子を少量含む。しまり良く硬
い。　米占’1生ヨ童い。

焼土粒子を多く含む。しまり良く硬い。粘性強い。
木炭を多量に含む。しまり良く硬い。粘性強い。

床面が被熱により焼土化。粘質土が焼土化したため、極めて硬い。
炭化物、焼土粒子をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性強い。
木炭をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。

木炭を多量に含む。焼土粒子をやや多く含む。しまりも良く硬い。粘
性ある。

凝灰岩質砂岩ブロック（φ5～10皿m）及び粒子を多く含む。炭化物
（φ2～5皿m）をやや含む。しまり良くかなり硬い。粘性強い。

μ

T
＝
ゆ
き

B　A

愚
　　　　　　陵

基
、、乙

匝

⑪

H－11竈

A！

H－12号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土

3　　にぶい黄榿色土

4　明赤褐色土
4　暗褐色土

5　黒褐色土

As－C（φ2～3mm）、凝灰岩質砂岩ブロック（φ2～5㎜）を多量
に含む。しまり良く硬い。粘性強い。

As－C（φ2～3㎜）多く含む。凝灰岩質砂岩ブロヅク（φ2～5㎜）
を多量に含む。しまり良く硬い。粘性強い。

擬灰岩質砂岩ブロック（φ5～10mm）及び粒子から成る。充填する。
床面が被熱により焼土化。極めて硬い。
床面が被熱により変色、やや赤みを帯びる。しまり良くかなり硬い。粘
性ある。

凝灰岩質砂岩ブロック（φ2～5皿m）及び粒子をやや多く含む。しまり
良く硬い。特に北より部分は硬化している。4・4’は5層が被熱を
受けたもの。床下土。

AL＝119，60m1 S　2

勿

Aノ

H－11号住居跡
1　暗赤褐色土
2　暗赤褐色土

竈

As－C（φ2mm大以下）を少量含む。しまり良い。粘性ある。
焼土小ブロック（φ2～5㎜）及び粒子を少量含む。しまり良い。
粘性ある。

H－12号住居跡　竈
1　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を少量含む。焼土粒子を微量含む。しまり良く硬い。粘性ある。
2　黒褐色土　粉炭、灰を多く含む。しまり良い。粘性ある。
3　黒褐色土　焼土ブロック（φ2～3㎜）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
4　黒褐色土　黄褐色土粒子、炭化物（φ2～3皿m）を少量含む。しまり良い。粘性ある。
5　黒褐色土　褐色土粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。　　　　　　　　　　　　0 1：40 lm　O l　l80 2m

Flg．38　草作V・H－6・11・12号住居跡
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　　　　　　　　　　　　H－13竈

　H－13号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．29 0．24 0．32

P．2 0．27 0．25 0．09

P－3 0．33 0．29 0．20

P．4 0．74 0．40 0．06

P－5 0．22 0．17 0．15

P－6 0．35 0．27 0．13

P－7 0．84 0．64 0．19

P－8 0．96 0．77 0．20

P－9 0．35 0．29 0．32

18

17

⑳

H－13号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～3㎜）を少量含む。木炭（φ5～50㎜〉を多量に
　　　含む。焼土粒子をやや多く含む・しまり良く硬い、粘性ある。
2　黒褐色土　黄褐色土粒子、炭化物粒子をやや多く含む。しまり良く硬い・粘

　　　性ある。
3　黒褐色土　黄褐色土粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。
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Fig．39　草作v・H－13・15号住居跡
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AL＝11950m 3 2

1ω
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傾
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④

54

三鎌

ざ

　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　勿
　H－16号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＝119．50m　，
　1　黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～5㎜）を多く含む。しまり良く硬い。粘≦⊇＿　P－5

　　　性ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42　1

il灘纂謹瀬il羅轡第
　6　黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～3㎜）を多く含む。しまり良く硬い。粘
　　　性ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－16号住居跡

　H一｛6号住居跡　P－5（貯蔵穴）
　1　黒褐色土褐色土ブロック（φ2～10mm）をやや多く含む。しまり良く硬

　　　い。粘性ある。
　2　黒褐色土　褐色土ブロック（φ2～10mm）を少量含む。しまり良く硬い。粘

　　　性ある。
　3　黒褐色土　褐色土ブロック（φ2～5mm）を多く含む。炭化物（φ2～5mm）

　　　を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。
　4　黒褐色土　褐色土ブロック（φ2～5㎜）を多量に含む。炭化物（φ2～5
　　　mm）を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。

　　i皆　　　iω　　　　　　　　1ω　　1ω
　　l　r”』　⑳　　　聾一　⑳
　　　　　　　　　　　　　　外　　　　　　　　囁　　　　＞〉ノ　b
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愚　　　　　　　　　　　　　卑一1195・m　　窒
　　1咬　　　　　陵　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　㎜m125432窒　　q：⑩髭
　　　　　　　　　　　　　勿

H－19号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～3mm）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
2　黒褐色土As－C（φ2～3mm）・焼土粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。
3　黒褐色土　木炭（φ2～5皿m）　焼土粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。
4　黒褐色土　焼土粒子を多量に含む。しまり良い。粘性ある。

5黒色土繊灰の堆積層．　　　　　　　　　『0　1140　1m　O　ll80「　2m

　　　　　　　　　　　Fig．40　草作V・H－16・19号住居跡

　　　　　　　　　　　　　　　　一9含一
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　煙　　1國
　　　　　　／q

　A　L＝119，50m　　　　　　　　　　　　　五

＿締撫彰
　　C　　　　　　　　　　　　C／
　　L＝119．50m
　　　　　　　　　l

　　　　　s　s髪

　　　　　　　　　（1：40）

　　H－16号住居跡　竈
　　1　黒褐色土　微砂を少量含む。しまりよく硬い。粘性強い。

柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．44 0．35 0．30

P－2 0．32 0．29 0．31

P－3 0．31 O．24 0．34

P．4 0．33 0．28 0．36

P－5 0．64 0．56 0．68
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H－21号住居跡　竈
1　黒褐色土　As－C（φ2～3㎜）を少量含む。しまりよく硬い。粘性ある。
2　黒褐色土　As－C（φ2～4皿m）を少量含み、焼土粒子をやや多く含む。しまりよく

　　　硬い。粘性ある。
3　黒褐色土　焼土粒子及び炭化粒子をやや多く含む。しまりよく硬い。粘性ある。

　　　　　坪　ぼ　　　　／旗⑳
　　　　　II　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眠

H－23号住居跡
1　黒褐色土　As－C（φ2～5㎜）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ややあり。
2　黒褐色土　赤褐色土の焼土ブロック（φ5～15皿m）を多量に含む。しまり

　　　良く硬い。粘性ややある。
3　黒褐色土　As－C（φ2～5mm）及び砂岩ブロック（φ2～15mm）をやや多く
　　　　むロレまり　く　いロ　　ヨややあるの

4黒褐色土 ツク（φ2～5㎜）を少量含む・しまり良く硯い・儲やや

　　　　卒　1亨11’．」切㊨
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磁　　レ魏
　　　　H－25号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）
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No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．61 0．64 0．35

P－2 α83 0．80 0．13

ぐ’

　　　　　　　　　1　勿

　DL＝119．80m　　Dノ

慧（1：4。）

H－11号住居跡　竈
1　暗赤褐色土　　As－C（φ2～3m皿）を少量含む。しまり良い。粘性ある。
2　極暗赤褐色土　焼土ブロック（φ2～5㎜）及び粒子を少量含む。しまり良い。粘性ある。

　　　　　　　　　　　0　　　1：40　　　1m　　　O

Fig．41　草作v・H－18・21・23～25号住居跡

　　　　　　　　一94一

1：80　　　2m
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＝
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oB

QO

N

1乏
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・P－3

　H－27
　　●30

P－2

　P－1　　31
◎　　　・

W－1号溝

B　L＝119．70m
Bノ

％

》

⑳

H－27号住居跡
1　黒褐色土　A　s－C、シルト質土粒子
　　　　　　を少量含む。しまり良く硬
　　　　　　い。粘性ある。
2　黒褐色土　シルト質土ブロック（φ5
　　　　　　～20皿m）を多く含む。しま
　　　　　　り良く硬い。粘性ある。
3　黒褐色土　シルト質土粒子を多く含む。

　　　　　　しまり良く硬い。粘性強い。

H－27号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P1 0．23 0．20 O．90

P－2 O．17 0．17 0．19

P－3 0．21 0．21 0．23

Bノ

懸

》

H－28号住居跡
1　黒褐色土　焼土粒子を少量含む。しま
　　　　　　り良い。粘性弱い。
2　黒褐色土　焼土粒子を少量含む。褐色
　　　　　　土粒子をやや多く含む。し
　　　　　　まり良い。粘性弱い。
3　暗褐色土　褐色土粒子を多く含む。し
　　　　　　まり良く硬い。粘性ややあ
　　　　　　る。

H－28号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P．1 0．54 0．41 0．05

1団

7
目
璽

8
B

1。㊥

A

W－2号溝

匝

AL＝119，70m

H－29

c

　

33

A！

b
　　　　　杢

1吸母32
　＼

C　L＝119．70m2　　13

H－29号住居跡
1　黒褐色土

2　黒褐色土

3　黒褐色土

0

A／　D　L＝119．70m

％

£’

Dノ

C’　　　　　（1：40）

醸

『劇

▽
＝
璽

8
日

1唄

CL＝11980m　Cノ

〉

A

1講

い
ll

一
ビ
霜
鼠1》

　　竈
焼土ブロック（φ2～5㎜）及び粒子をやや多く含む。しまり良く硬
い。米占一性弓弓い。

As－C（φ2～5m趾）、砂岩ブロック（φ2～5㎜）をやや多く含
む。しまり良く硬い。粘性弱い。

焼土ブロック（φ2～5㎜）及び粒子を多量に含む。しまり良い。粘
性弱い。

1：40 lm
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⑤
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や　　・

奄
　　や一

　　　　　1頃

　　　　　　、

W－2号溝

藤

H

N
GQ

陵

懸

H－35号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．49 0．45 0．10

P－2 0．54 0．49 0．16

P－3 0．90 0．69 0．18

321ムノ

霧

i＞　／一一＿＿1切
7　　　　　、一一一
＝

9
δ
日
　　　　　　　　　　　H－30

D－5

〃

⑪

　　　　　　　P－1

　　　　　◎u難

　　　　　　　　口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

勺　　　　　　　　　　　　　　　　　35●o
I　　　　　　　　　　　　　　41
斜　一一，」　　　　　　　＾、『　　ん
i唄　　　　　1唆
　　　　　　　　H－22
　　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　D’
　　　　　　　　　　　　　　　　一213654一

C　L＝119．70m　Cノ

H－30号住居跡
1

2

3

4
5

勿

暗褐色土　A　s－C（φ2～3㎜）を多く含む。焼土粒子を少量含む。しまり
　　　　良い。粘性弱い。
暗褐色土　A　s－C（φ2～3㎜）を少量含む。焼土ブロック（φ2～5mm）を
　　　　やや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
暗褐色土　焼土ブロック（φ2～5皿皿）及び粒子を多く含む。しまり良い。粘性

　　　　弱い。
暗褐色土　シルト質土粒子を多く含む。しまり良い。粘性弱い。
暗褐色土　シルト質ブロック（φ2～20皿m）及び粒子を多く含む。しまり良い。

　　　　粘性弱い。

H－30号住居跡　P－2～4（床下土坑）
1　黒褐色土　A　s－C（φ2～3mm）、微砂を少量含む。しまり良く硬い。粘性弱

　　　　　　いo
2

3

0 1180 2m

4

5

6

暗褐色土　A　s－C（φ2～5㎜）を少量含む。微砂を多く含む。しまり良く硬
　　　　V、。　＊占一1生男島い。　貝占床。

黒褐色土　A　s－C（φ2～3mm）を少量含む。シルト質土粒子をやや多く含む。
　　　　しまり良く硬い。粘性弱い。
黒褐色土　シルト質土粒子、微砂をやや多く含む。しまり良く硬い。　（P2と違
　　　　い、土台は変わらないが、上面は貼床となっている。）
黒褐色土　砂岩ブロック（φ10～20㎜）を多く含む・しまり良く硬い・粘性やや

　　　　ある。
黒褐色土　砂岩ブロック（φ10～20皿m）、微砂を多量に含む。しまり良く硬い。

　　　　粘性ややある。

Fig．42草作V・H－27～30号住居跡

一95一
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H－35号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．39 0．37 0．40

P－2 0．43　　　■ 0．35 0．50

P－3 α34 0．29 α07

＿＿＿＿　　1ゆ

A

W－2

H－36

1－6

　　　　⑪

q、、窒

D－22

A
H－37

42
●

43
●

4告

Aノ

H－28

⑳

i唄

H－35

AL＝119．80m 窒 AL＝119。80m 窒

P－1

％ 勿

H－36号住居跡　柱穴・土坑計測表（単位：m）

No． 長軸 短軸 深さ

P－1 0．39 0．26 0．09

BL＝119．80m　　　　　』壁

0 1：80 2m

Fig．43　草作v・H－35～37号住居跡

一96一
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ぎ L＝129，60m

匠

lq

W－2
AL＝119．80m　　　　A！

A
1

21

12
6

24

8
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25　　20

1314154

Aノ

W－1号溝跡
1　暗褐色土

2　暗褐色土

3　暗褐色土

4　暗褐色土

5　暗褐色土

6　暗褐色土

7
8
9
10

暗褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土

11黒褐色土

12黒褐色土
13暗褐色土

0

灰色軽石（As－A？φ3～5㎜）を少量含む。As－Bをやや多く含む。
しまり良く硬い。粘性ややある。

As－Bを多く含む。砂岩ブロック（φ3～5㎜）をやや多く含む。炭化
物（φ5～10mm）を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。
にぶい黄褐色土ブロック（φ3～10mm）、As－Bを多く含む。しまり良
く硬い。粘性ややある。

にぶい黄褐色土ブロック（φ3～10mm）及び粒子を多量に含む。しまり
良く硬い。粘性ややある。

にぶい黄褐色土ブロック（φ3～5㎜）をやや多く含む。しまり良く硬
い。粘性ややある。

にぶい黄褐色土ブロック（φ2～5皿皿）を少量含む。しまり良く硬い。粘
性ややある。

微砂、炭化物（φ2～3㎜）を少量含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
微砂を多く含む。As－Bをやや多く含む。しまり良い。粘性弱い。
微砂を多量に含む。As－Bを少量含む。しまり良い。粘性弱いσ
微砂を多量に含む。炭化物（φ3～5㎜）を少量含む・しまり良い。粘性
弱い。

微砂をやや多く含む。にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ2～5mm）を
少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。

微砂をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ2～5m皿）をやや多く含む。しまり
良く硬い。粘性ある。

1：80　　　2m

14暗褐色土

15　にぶい黄褐色土

16暗褐色土

17暗褐色土

18暗褐色土

19暗褐色土

20暗褐色土

21暗褐色土

22暗褐色土
23暗褐色土

24暗褐色土

25暗褐色土

Fig．44　草作v・w－1・2号溝跡

一97一

にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ3～10mm）及び粒子をやや多く
含む。しまり良く硬い。粘性ある。
暗褐色土がやや多く混入している。側面地山の崩落土。
にぶい黄褐色シルト質土ブロック　（φ2～10mm）及び粒子を多く含む。
しまり良く硬い。粘性ある。

にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ2～5m皿）及び粒子を多量に含
む。しまり良く硬い。粘性ある。

にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ3～5皿m）を少量含む。しまり
良く硬い。粘性ある。

にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ3～10mm）及び粒子を多量に含
む。砂岩ブロック（φ2～5㎜）を少量含む。しまり良く硬い。
粘性ある。

にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ3～10㎜）及び粒子をやや多く
含む。しまり良く硬い。粘性ある。
にぶい黄褐色シルト質土ブロック　（φ3～10mm）及び粒子を多量に含
む。しまり良く硬い。粘性ある。

にぶい黄褐色シルト質土ブロックを多く含む。

にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ3～20㎜）及び粒子を多量に含
む。しまり良く硬い。粘性ある。

にぶい黄褐色シルト質土ブロック（φ3～5皿m）及び粒子をやや多く
含む。しまり良く硬い。粘性ある。
にぶい黄褐色シルト質土ブロック　（φ3～10㎜）及び粒子を多量に含
む。しまり良く硬い。粘性ある。
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勿

D－12・18号土坑
1
2

黒褐色土
黒褐色土

3　黒褐色土

4　黒褐色土

5　黒褐色土

6　黒褐色土
7　黒褐色土

8　灰褐色土

9－

10黒褐色土

ll黒褐色土

12黒褐色土
13黒褐色土

14黒褐色土

15黒褐色土

16黒褐色土

As－C（φ1～8皿m）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
褐色軽石（φ1～5皿m）を多く含む。砂岩ブロック（φ5～30mm）を少量含
む。しまり良く硬い。粘性ある。

褐色軽石（φ1～2mm）、砂岩ブロック（φ5～10皿m）をやや多く含む。し
まり良く硬い。粘性ある。

褐色軽石（φ1～2m皿）・砂岩ブロック（φ5～10㎜）を少童含む。しまり
良く硬い。粘性ある。

（75YR5／3にぶい褐色土）シルト質土ブロック（φ5～30m皿）を多量に含む。
しまり良く硬い。粘性強い。

シルト質土粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。
（75YR5／3にぶい褐色土）シルト質土ブロック（φ5～30m皿）を少量含む・。

しまり良く硬い。粘性強い。

（75YR5／3にぶい褐色土）シルト質土ブロック（φ5～30皿m）及び粒子を
多量に含む。しまり良く硬い。粘性強い。

シルト質土粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性強い・
As－C（φ2～3m皿）、シルト質土粒子を多く含む。しまり良く硬い。粘性
ある。

As－C（φ2～3mm）を多く含む。10YR6／2灰黄褐色シルト質土ブロック
（φ3～20㎜）を多量に含む。しまり良く硬い。粘性ある。

粘性強い。側面地山のくずれ。

As－C（φ2～3㎜）を少量含む。シルト質土ブロック（φ5～10mm）及び
粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性強い。

As－C（φ2～3㎜）少量含む。シルト質土ブロック（φ2～5㎜）及び粒
子、砂岩ブロック（φ3～5㎜）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
As－C（φ2～3mm）を少量含む。シルト質土ブロック（φ2～5㎜）及び
粒子、砂岩ブロック（φ3～5㎜）をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性
ある。

シルト質土粒子、微砂をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。

17黒褐色土

18黒褐色土

19

20

21

22

黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土

23黒褐色土

24黒褐色土

25黒褐色土

26黒褐色土

27黒褐色土

28

29

30

31

黒褐色土
にぶい黄褐色土
黒褐色土
黒褐色土

32黒褐色土
33黒褐色土

As－C（φ2～5mm）を多量に含む。シルト質土粒子を多く含む。焼土粒子を少量含
む。しまり良く硬い。粘性ある。

As－C（φ2～5㎜）を多く含む。シルト質土ブロック（φ2～10皿m）及び粒子をや
や多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。　（地山黒褐色粘質土を含む）

シルト質土ブロック（φ3～5㎜）及び粒子を多く含む。しまり良く硬い。粘性強い・
砂岩ブロック（φ2～10㎜）を多く含む。しまり良く硬い。粘性ややある。
砂岩ブロック（φ2～10㎜）、微砂を多量に含む。しまり良く硬い。粘性ややある。

As－C（φ2－3㎜）を多量に含む。シルト質土粒子をやや多く含む。しまり良く硬
い。粘性ある。

As－C（φ2～3mm）を少量含む。シルト質土粒子をやや多く含む。しまり良く硬い。
粘性強い。

As－C（φ2～3皿m）、シルト質土粒子をやや多く含むσしまり良く硬い。粘性ある。
（地山黒褐色粘質土を含む）

シルト質土ブロック（φ5～10mm）及び粒子、砂岩ブロック（φ10～20m皿）をやや多
く含む。しまり良く硬い。粘性ある。

シルト質土ブロック（φ5～20mm）及び粒子を多量に含む。しまり良く硬い。粘性あ
る。

As－C（φ2～3mm）をやや多く含む。焼土粒子，炭化粒子を少量含む。しまり良く
硬い。米占’性野男い。

As－C（φ2～3㎜）をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性弱い。
シルト質土，黒褐色土を混入して堆積する。
As－C（φ2～3mm）、シルト質土粒子をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性弱い。
As－C（φ2～3m皿）、砂岩ブロック（φ2～10皿m）をやや多く含む。しまり良く硬
い。粘性ややある。
As－C（φ2～3mm）、シルト質土粒子を少量含む。しまり良く硬い。粘性ある。

シルト質土ブロック（φ5～50m皿）及び粒子を多量に含む。しまり良く硬い。粘性ある。

0 1：80　　　2m

Flg．45草作V・D－12・18号土坑
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勿
D－16号土坑
1　暗褐色土　擬灰岩質土ブロック（φ2～5mm）及び粒子を多量に含む。砂岩ブロック（φ3～5m皿）を
　　　　　　やや多く含む。しまり良く硬い。粘性ある。
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勿
D－20号土坑
1　黒褐色土砂岩ブロック（φ2～5mm）を多く含む。しまり良く硬い。粘性あり。

2

3
4
5
6

黒褐色土　砂岩ブロック　（φ2～3皿皿）を多量に含み・炭化物（φ2～3mm）を中量含む。微砂をやや多く
　　　　含む。しまり良く硬い。粘性あり。
黒褐色土　微砂をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性あり。
黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～5皿皿）をやや多く含み、微砂を多く含む。しまり良く硬い。粘性あり。
黒褐色土　砂岩ブロック　（φ2～10皿m）及び微砂を多量に含む。しまり良く硬い。粘性あり。

黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～10㎜）をやや多く含み、微砂を多く含む。しまり良く硬い。粘性あり。

0 1：80 2m

Fig．46　草作v・D－16・20号土坑

一99一



A

D－23

1－6

◎　　○
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⑳
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AL＝119．60m　Aノ

1
B！

BL＝119。60m
Bノ

C　　　C／
L＝11豆60m

勿
D－22・23号土坑
1　黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～5mm）及び粒子をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性弱い。
2　黒褐色土　砂岩ブロック　（φ2～10mm）を多く含む。微砂をやや多く含む。しまり良く硬い。粘性

　　　　ややある。
3　黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～10m皿）、炭化物（φ2～5皿m）を多く含む。焼土粒子を少量含む。

　　　　しまり良く硬い。粘性ややある。

勿
D－25号土坑
1　黒褐色土　微砂をやや多く含む。しまりよく硬い。粘性ややある。
2　黒褐色土　微砂を多く含む。しまりよく硬い。粘性ある。

1号火葬跡

・魯
④

酬　⑱

　　　　A2　31　Aノ

㎜匠 一

DB－1号土坑墓
1　黒褐色土　砂岩ブロック（φ2～5m皿）をやや多く含む。しまり良い。粘性ある。
2　黒褐色土　砂岩粒子を少量含む。しまりよく硬い。粘性ある。
3　黒色土　　層厚1～5㎜。しまり良い・粘性強い。

L－12α00mA．　　Al

　　　　　　1
　　　　　物

1号火葬跡
1　黒褐色土　炭化物を多量に含む。焼骨を含む。しまりよく硬い。粘性強い。

0 1：80　　　2m

Fig！47　草作V・D－22～25号土坑、D　B－1号土坑墓、1号火葬跡
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一
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一
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畿
　　　　　　　10（2区H－2）
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l　　　　l

▽　臼
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麟
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　　　　　　　　　　17（2区H－5）

0 1：2
5cm

15（2区H－5）

0 1：4 10c皿

Fig．48　小見皿・2区J－1号住居跡、1区H－1・3・4号住居跡、2区H－2・4・5号住居跡出土遺物
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Fig．49　小見皿・2区H－5・8・9・10・14号住居跡出土遺物
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Fig．50　小見皿・2区H－14・15・18・19・23・24・25号住居跡出土遺物
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Fig．51　小見皿・2区H－25・29・30・32・33号住居跡、3区H－1・8～10・13号住居跡出土遺物
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Fig．52 小見皿・3区H－14・17号住居跡、4区H－1・3・7～10・15号住居跡、

　　　　　　　　　5区H－1号住居跡出土遺物
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Fig．53　小見皿・5区H－1～4号住居跡、2区w－1号溝跡、3区w－2号溝跡、

　　4区W－1・2号溝跡、5区W－3号溝跡、2区1－1号井戸跡出土遺物
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Fig．54　小見皿・5区w－3号溝跡、5区1－1号井戸跡、2区D－8号土坑、4区D－2号土坑、

5区D－5号土坑、2区D　B－1号土坑墓、5区D　B－3号土坑墓、3区遺構外、4区遺構外出土遺物
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フ　リ　ガ　ナ

収遺跡
フリガナ
在地

コード 北　緯　東　経
調査期間 調査面積

㎡

調査原因
市町村 遺跡番号 （世界測地系）

モトソウジャ

総社

ミサンイセキ
見皿遺跡

グンマケンマエバシシ
群馬県前橋市モトソウジャマチチナイ

総社町地内

10201 14All6 36。

3／

0”

139。

1／

4”

20020820

20030307

4，594㎡ 前橋者肺計画事

元総社蒼海土

区画整理事業

モトソウジャ

総社
サヅクリゴイセキ

作V遺跡

グンマケンマエバシシ
馬県前橋市モトソウジャマチチナイ

総社町地内

10201 14All7 36。

3’

2”

139。

！45”

20020820

20030307

846㎡ 前橋都市計画事

元総社蒼海土

区画整理事業

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物　・ 特記事項

元総社小見皿 集落跡

落跡

跡、土坑

縄文時代

墳～奈良

平安時代

世

住居跡

居跡、柱穴列、溝跡、

戸、土坑、土坑墓

路状遺構、土坑、溝跡、

戸跡、土坑墓

加曾利E式土器、石器類

師器、須恵器、灰紬陶器、

紬陶器、瓦、鉄製品

磁器、石臼、五輪塔

元総社草作V 集落跡，

跡、土坑

、火葬跡

古墳～奈良

平安時代

世

住居跡、土坑

跡、井戸跡、土坑、土

墓、火葬跡

土師器、須恵器、灰粕陶器、

紬陶器、白磁、瓦、鉄製品

器類



出土遺物及び図面等の取り扱いについて

項　　目 内　　　　　　　　　容

水洗い ・すべて行った。

注　　記

・インクジェットプリンターを使用した。

遺跡略号　元総社小見皿遺跡（14All6）　元総社草作V遺跡（14All7）

遺構（H：住居跡、B：柱穴列、T：竪穴状遺構、A：道路状遺構、W：溝跡、

：井戸跡、D：土坑、D　B：土坑墓、X：性格不明遺構、例外として火葬墓

は略称を付していない）

復　　元
・接合は可能な限り行った。必要に応じてエポキシ樹脂を充填し、強度的に必要

小限の復元を行った。

実　　測 ・遺物実測は報告書掲載分についてのみ作成した。

台　　帳
・遺物台帳、図面台帳、写真台帳があり、それぞれ資料の検索が可能であるよう

成した。

保管方法

出土遺物

・出土遺物は、報告書使用分と未使用に分け、コンテナあるいは段ダンボール箱

収納した・各箱には収納内容を明記した。

遺物については、注記番号・台帳番号・報告書掲載番号の3種類が存在するが、

本的に報告書掲載番号を優先して記載・収納してある。

図　　面 ・遺構実測図と遺物実測図に分け、それぞれ図面ケースに収納した。

写　　真

・遺構写真は、モノクロ35㎜、カラーリバーサル35㎜の2種類がある。

遺物写真は、報告書掲載分についてのみモノクロ6×7cmフィルムを使用して

った。なお、写真中の番号は、遺物の台帳番号である。
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印　刷
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